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は
じ
め
に

a

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
邂
逅

s

バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
の
誕
生

d

日
米
開
戦
前
夜
か
ら
マ
ニ
ラ
脱
出
ま
で

f

マ
ニ
ラ
陥
落
と
第
一
次
バ
タ
ー
ン
攻
防
戦

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
以
上
本
号
）

g

コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
脱
出
計
画

h

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
一
行
の
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
脱
出

j

第
二
次
バ
タ
ー
ン
攻
防
戦
と
バ
タ
ー
ン
〝
死
の
行
進
〞

お
わ
り
に…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
以
上
八
一
巻
七
号
）

は
じ
め
に

日
米
両
国
に
お
け
る
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
（D

ouglas
M

acA
rthur

）

（
１
）

米
陸
軍
元
帥
へ
の
関
心
と
人
気
は
、
彼
の
逝
去
か

ら
ほ
ぼ
半
世
紀
を
経
た
今
日
で
も
、
甲
乙
つ
け
難
い
ほ
ど
高
い
。
し
か
し
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
研
究
の
中
身
と
な
る
と
、
両
国
間
に
は
大

き
な
差
異
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
研
究
は
、
誕
生
の
経
緯
か
ら
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
、
陸
軍
参
謀
総
長
期
、
在



フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
事
顧
問
期
、
日
米
戦
争
期
、
対
日
占
領
期
、
そ
し
て
朝
鮮
戦
争
時
の
解
任
ま
で
、
そ
の
八
四
年
に
及
ぶ
生
涯
の
全
体

像
（
通
史
・
人
物
史
）
や
個
々
の
時
代
状
況
と
戦
争
へ
の
関
与
お
よ
び
、
そ
れ
ら
に
お
け
る
彼
の
役
割
が
、
ほ
と
ん
ど
隙
間
な
く
均

等
に
論
考
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
世
界
の
危
機
的
状
況
に
お
い
て
、
彼
は
戦
略
・
戦
術
面
に
秀
で
た
技
能
と
卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
も
っ
て
祖
国
ア
メ
リ
カ
を
勝
利
へ
と
導
い
た
、
類
稀
な
英
雄
・
軍
人
と
し
て
高
い
威
望
を
誇
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
比
較
し

て
日
本
で
は
、
占
領
期
五
年
半
に
及
ぶ
連
合
国
最
高
司
令
官
（
S
C
A
P
）
と
し
て
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
関
心
が
特
化
さ
れ
て
い
る
。

占
領
期
こ
そ
が
、
現
代
日
本
の
法
制
・
政
治
・
経
済
・
軍
事
・
社
会
・
教
育
な
ど
多
方
面
の
原
点
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
、
日
本
の

方
向
性
を
決
定
し
た
最
高
権
威
者
と
し
て
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
資
質
が
、
善
悪
と
も
に
問
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、
日
米
両
国

の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
研
究
の
目
的
と
そ
の
相
違
は
、
日
米
両
国
が
辿
っ
た
歴
史
の
道
程
の
反
映
な
の
で
あ
る
。

さ
て
本
稿
は
、
戦
後
日
本
の
占
領
期
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
で
は
な
く
、
そ
れ
に
先
立
つ
フ
ィ
リ
ピ
ン
時
代
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
焦
点

を
当
て
る
。
と
く
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
そ
の
側
近
達
、
忠
実
な
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
支
え
続
け
た
、
い
わ
ゆ
る
バ
タ

ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
（
バ
タ
ー
ン
〝
ギ
ャ
ン
グ
〞
と
も
い
う
。
注
は
増
田
、
以
下
断
り
の
な
い
限
り
同
じ
）
と
の
関
係
を
中
心
に
考
察
す
る
。

バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
と
は
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
三
月
一
九
日
、
日
本
軍
が
防
備
を
固
め
る
中
、
四
隻
の
高
速
魚
雷
艇
（
P

T
ボ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
）
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
と
も
に
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
を
脱
出
し
、
南
方
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
を
経
て
空
路
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
へ
と
逃
亡
し
た
陸
軍
将
兵
一
五
名
を
指
す
（
２
）

。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
妻
子
、
家
政
婦
、
随
伴
し
た
二
人
の
海
軍
将
校
を
加
え
る

と
総
計
二
一
名
と
な
る
（
３
）

。
そ
れ
は
前
年
一
二
月
八
日
の
日
米
開
戦
か
ら
わ
ず
か
三
カ
月
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

総
兵
力
五
万
名
も
の
日
本
軍
の
猛
攻
に
よ
っ
て
、
バ
タ
ー
ン
半
島
を
守
備
す
る
米
比
軍
部
隊
八
万
余
名
は
壊
滅
寸
前
と
な
っ
て
お

り
、
事
実
上
同
胞
を
見
殺
し
に
し
て
の
逃
避
行
は
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
（Franklin

D
.R

oosevelt

）
米
大
統
領
か
ら

の
命
令
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
と
っ
て
は
生
涯
最
大
の
屈
辱
と
汚
点
と
な
っ
た
。
あ
の
有
名
な
「
ア
イ
・
シ
ャ

ル
・
リ
タ
ー
ン
（I

shall
return

）」
は
、
こ
の
逃
避
行
後
の
三
月
二
〇
日
、
メ
ル
ボ
ル
ン
へ
向
か
う
途
中
の
ア
デ
レ
ー
ド
駅
で
彼
が
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記
者
団
を
前
に
発
し
た
言
葉
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
脱
出
劇
が
、
生
死
を
共
に
し
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
と
の
間
に
強
固
な
絆
を
も
た
ら
し
た
。
以
降
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
こ
れ
ら
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
と
と
も
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
反
攻
に
転
じ
、
ソ
ロ
モ
ン
、
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
、

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
モ
ロ
タ
イ
、
そ
し
て
念
願
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
と
激
戦
を
重
ね
、
つ
い
に
宿
敵
日
本
を
打
倒
し
て
東
京
へ
と
凱
旋
す

る
。
こ
の
過
程
で
、
す
で
に
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
は
第
三
者
の
介
入
を
許
さ
な
い
ほ
ど
の
特
別
な
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
転
戦
し
な

が
ら
移
動
す
る
総
司
令
部
（
G
H
Q
）
内
で
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
は
、
威
望
高
い
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
総
司
令
官
の
周
囲
に
宮
廷
グ
ル
ー

プ
を
築
き
上
げ
、
そ
の
特
権
を
も
っ
て
部
内
を
掌
握
し
た
。「
あ
い
つ
は
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
だ
」
と
い
う
、
そ
の
一
言
が
何
者
を

も
圧
倒
し
、
何
事
を
も
超
越
す
る
�
免
罪
符
�
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

翻
っ
て
日
本
で
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
本
格
的
に
取
り
上
げ
た
研
究
書
が
案
外
少
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
優
に
七
〇
冊
を
上
回

り
、
近
年
で
も
新
刊
書
が
相
次
い
で
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
の
動
向
に
留
意
し
な
が
ら
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
論
を

展
開
し
て
い
る
研
究
書
は
日
米
両
国
で
皆
無
に
等
し
い
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
戦
時
下
で
の
卓
越
し
た
軍
事
的
指
導
力
の
み
な
ら
ず
、

戦
後
の
対
日
占
領
行
政
も
ま
た
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
個
人
的
知
見
と
能
力
に
止
ま
ら
ず
、
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
ら
側
近
の
政
治
の
所

産
で
も
あ
る
と
す
れ
ば
、
占
領
時
代
に
先
立
つ
フ
ィ
リ
ピ
ン
時
代
の
動
向
は
き
わ
め
て
重
要
と
な
る
。
そ
れ
は
、
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ

ズ
が
前
述
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
攻
防
戦
の
開
始
前
後
に
誕
生
し
た
か
ら
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
第
一
に
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
が
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
誕
生
し
た
の
か
、
第
二
に
彼
ら
の
間
で
ど
の
よ
う
な
役
割
分
担
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
、
第
三
に
各
人
の
資
質
や
人
間
関

係
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
第
四
に
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
下
を
去
っ
た
の
か
、
そ
し
て
第
五
に
彼
ら
の
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
観
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
っ
た
素
朴
な
疑
問
へ
の
解
答
は
、
こ
の
特
異
な
イ
ン
ナ
ー
・
サ
ー
ク

ル
を
知
る
大
前
提
と
な
る
。
以
上
の
意
味
で
、
本
稿
は
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
の
初
の
本
格
的
研
究
と
し
て
、
従
来
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

研
究
に
新
た
な
視
点
を
提
示
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
研
究
の
空
白
を
埋
め
る
も
の
と
な
ろ
う
。
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本
研
究
は
、
当
然
な
が
ら
、
多
く
の
先
行
研
究
か
ら
様
々
な
教
示
を
得
て
い
る
（
４
）

。
ま
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
自
身
の
回
顧
録
や
現
代
史

料
出
版
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
・
レ
ポ
ー
ト
』
全
四
巻
、
日
本
側
の
『
戦
史
叢
書
　
比
島
攻
略
作
戦
』
な
ど
を
適
宜
参
照
し
た
（
５
）

。
米
国
立

公
文
書
館
（
N
A
R
A
）
お
よ
び
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
記
念
図
書
館
（M

acA
rthur

M
em

orial
Library

）
で
は
二
度
に
わ
た
る
資
料
収
集

を
行
い
、
R
G
46
を
中
心
と
す
る
公
文
書
を
入
手
し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
収
の
関
連
資
料
も
大
い
に
役
立
っ
た
。

た
だ
し
本
稿
で
は
、
従
来
の
研
究
に
欠
落
し
て
い
る
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
の
「
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
文
書
」
や
近
刊
の
「
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
文

書
」（
と
も
に
R
G
30
）、
ま
た
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
を
含
む
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
関
係
者
の
証
言
（
前
期
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
記
念
図
書
館
所
蔵

の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
）
に
多
く
依
拠
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（
６
）

（
１
）

一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
一
月
二
六
日
、
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
リ
ト
ル
ロ
ッ
ク
に
生
ま
れ
る
。
ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
陸
軍
士
官
学
校

を
首
席
で
卒
業
。
参
謀
本
部
勤
務
を
経
て
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
少
将
へ
と
昇
進
。
陸
軍
士
官
学
校
長
、
陸
軍
参
謀
総
長
を
歴
任
。
米
極

東
軍
司
令
官
と
し
て
太
平
洋
戦
争
勃
発
を
迎
え
、
終
戦
後
は
連
合
国
最
高
司
令
官
と
し
て
日
本
占
領
統
治
の
最
高
責
任
者
と
な
る
。
朝
鮮

戦
争
に
際
し
て
は
国
連
軍
最
高
司
令
官
を
兼
務
す
る
が
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
四
月
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
に
よ
っ
て
そ
の
地
位

を
解
任
さ
れ
て
帰
国
す
る
。
一
九
六
四
（
同
三
九
）
年
四
月
五
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
リ
ー
ド
病
院
で
死
去
。
享
年
八
四
歳
。

そ
の
棺
は
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
記
念
館
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）

参
謀
長
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
（R

ichard
K

.
Sutherland

）
少
将
（
の
ち
中
将
）、
参
謀
次
長
マ
ー
シ
ャ
ル
（R

ichard
J.

M
arshall

）
准

将
（
の
ち
少
将
）、
技
術
部
長
ケ
ー
シ
ー
（H

ugh
J.

C
asey

）
准
将
（
の
ち
少
将
）、
通
信
部
長
エ
ー
キ
ン
（Spencer

B
.

A
kin

）
准
将

（
の
ち
少
将
）、
砲
術
部
長
マ
ー
カ
ッ
ト
（W

illiam
F.M

arquat
）
准
将
（
の
ち
少
将
）、
航
空
部
隊
長
ジ
ョ
ー
ジ
（H

arold
H

.G
eorge

）

准
将
、
作
戦
部
長
ス
テ
ィ
バ
ー
ス
（C

harles
P.

Stivers

）
大
佐
（
の
ち
少
将
）、
情
報
部
長
ウ
イ
ロ
ビ
ー
（C

harles
A

.
W

illoughby

）

大
佐
（
の
ち
少
将
）、
副
官
デ
ィ
ラ
ー
（LeG

rande
A

.D
iller

）
中
佐
（
の
ち
准
将
）、
副
官
ウ
イ
ル
ソ
ン
（Francis

H
.W

ilson

）
中
佐

（
の
ち
大
佐
）、
副
官
ハ
フ
（Sidney

L.
H

uff

）
中
佐
（
の
ち
大
佐
）、
通
信
部
次
長
シ
ャ
ー
（Joseph

R
.

Sherr

）
中
佐
（
の
ち
大
佐
）、

医
療
担
当
副
官
モ
ア
ハ
ウ
ス
（C

h
arles

H
.

M
orh

ouse

）
少
佐
（
の
ち
中
佐
）、
情
報
部
次
長
マ
ク
ミ
ッ
キ
ン
グ
（Joseph

R
.

M
cM

icking

）
大
尉
、
速
記
者
兼
タ
イ
ピ
ス
ト
の
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
（PaulP.R

ogers
）
軍
曹
（
の
ち
少
尉
）
の
計
一
五
名
で
あ
る
。
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（
３
）

海
軍
か
ら
第
一
六
海
軍
区
司
令
官
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
（Francis

W
.

R
ockw

ell

）
少
将
、
同
参
謀
長
レ
イ
（H

.
Jam

es
R

ay

）
大
佐
、

そ
れ
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
夫
人
（Jean

Faircloth
M

acA
rthur

）、
息
子
ア
ー
サ
ー
四
世
（A

rthur
M

acA
rthur,4th

）、
家
政
婦
ア
チ
ュ
ー

（A
h

C
heu

）
で
あ
る
。

（
４
）

と
く
に
以
下
の
四
冊
は
重
要
で
あ
る
。John

Jacob
B

eck,
M

acA
rthur

and
W

ainw
right:

Sacrifice
of

the
Philippines,

U
niversity

of
N

ew
M

exico
Press,A

lbuquerque,1974;C
arol

M
orris

Petillo,
D

ouglas
M

acA
rthur:

Philippine
Years,

Indiana
U

niversity
Press

B
loom

ington,
1981;

W
illiam

B
.

B
reuer,

M
acA

rthur’s
U

ndercover
W

ar:
Spies,

Saboteurs,
G

uerrillas,
and

Secret
M

issions,John
W

iley
&

Sons,Inc.,N
ew

Y
ork,1995;R

ichard
C

onnaughton,
M

acA
rthur

and
D

efeat
in

the
Philippines,T

he
O

verlook
Press,W

oodstock
&

N
ew

Y
ork,2001

で
あ
る
。
ま
た
一
般
的
な
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
論

と
し
て
は
、D

.C
layton

Jam
es, T

he
Years

ofM
acA

rthur:
V

ol.
I

1880

―1941,(1970): V
ol.II,1941

―1945
(1975)

B
oston,

H
oughton

M
ifflin

C
om

.;W
illiam

M
anchester,

A
M

E
R

IC
A

N
C

E
A

SA
R

:
D

ouglas
M

acA
rthur

1880

―1964,B
row

n
and

C
om

pany,B
oston,1978

（
鈴
木
主
税
・
高
山
圭
訳
『
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
（
上
）（
下
）』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
五
年
刊
）

；

Frazier
H

unt, T
he

U
ntold

Story
ofD

ouglas
M

acarthur,T
he

D
evin-A

dair
C

om
pany,N

ew
Y

ork,1954;M
ichaelSchaller,

D
ouglas

M
acA

rthur:T
he

Far
E

astern
G

eneral,O
xford

U
niversity

Press,Inc.,1989

（
マ
イ
ケ
ル
・
シ
ャ
ラ
ー
著
・
豊
島
哲

訳
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
時
代
』
恒
文
社
、
一
九
九
六
年
刊
）
を
参
照
し
た
。
と
く
に
シ
ャ
ラ
ー
の
考
察
は
、
従
来
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
研
究

を
批
判
的
に
と
ら
え
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
個
人
へ
の
厳
し
い
視
点
を
提
示
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。

（
５
）

D
ouglas

M
acA

rthur, R
E

M
IN

ISC
E

N
C

E
S,T

he
G

eneralD
ouglas

M
acA

rthur
M

em
orialFoundation,1964

（
ダ
グ
ラ

ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
著
・
津
島
一
夫
訳
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
戦
回
顧
録
（
上
）（
下
）
』
中
央
公
論
新
社
〈
中
公
文
庫
〉
二
〇
〇
三
年
刊
）、

現
代
史
料
出
版
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
・
レ
ポ
ー
ト
』（R

eport
of

G
eneral

M
acA

rthur:
T

he
C

am
paigns

of
M

acA
rthur

in
the

Pacific,
V

olum
e

I,
II,

III,
IV

）
全
四
巻
、
日
本
側
の
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
著
『
戦
史
叢
書
比
島
攻
略
作
戦
』（
朝
雲
新
聞
社
、

一
九
六
六
年
刊
）
な
ど
を
適
宜
参
照
し
た
。

（
６
）

論
者
は
、
二
〇
〇
三
年
八
月
一
五
日
か
ら
二
五
日
ま
で
、
ま
た
二
〇
〇
七
年
九
月
三
日
か
ら
一
〇
日
ま
で
二
度
資
料
収
集
を
行
っ
た
。

そ
の
過
程
でR

eston
Indexing

and
R

esearch

の
ジ
ョ
ン
・
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
ナ
ン
（John

R
.H

effernan

）
氏
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
図
書
館

の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ゾ
ッ
ベ
ル
（Jam

es
Zobel

）
氏
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
課
長
の
山
田
敏
之
氏
か
ら
多
大
な
協
力
を
得
た
。
ま
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た
新
聞
・
雑
誌
等
の
資
料
収
集
や
そ
の
他
で
山
本
礼
子
氏
に
も
ご
尽
力
を
た
ま
わ
っ
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

a

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
邂
逅

１
　
三
度
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
赴
任

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
邂
逅
は
複
合
的
で
あ
る
。
最
初
の
接
点
は
実
父
ア
ー
サ
ー
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
二
世
（A

rthur

M
acA

rthur,
Jr.

）
ま
で
遡
る
。
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
六
月
、
一
九
歳
の
ダ
グ
ラ
ス
は
ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
陸
軍
士
官
学
校
に

首
席
入
学
す
る
が
、
当
時
、
父
ア
ー
サ
ー
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
事
総
督
（
陸
軍
中
将
、
の
ち
陸
軍
少
将
）
と
し
て
米
西
戦
争
後
の
マ
ニ
ラ

占
領
に
関
与
し
た
ほ
か
、
現
地
の
反
乱
鎮
圧
に
従
事
し
て
い
た
。
ダ
グ
ラ
ス
は
深
く
尊
敬
す
る
父
が
活
躍
す
る
遠
い
ア
ジ
ア
の
地
に

人
一
倍
思
い
を
は
せ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
一
九
〇
三
（
同
三
六
）
年
六
月
に
平
均
点
九
八
・
一
四
点
と
い
う
記
録
的
な
成
績
で
首

席
卒
業
し
た
時
点
で
は
、
ア
ー
サ
ー
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
初
代
総
督
（
の
ち
米
大
統
領
）
の
ウ
イ
リ
ア
ム
・
タ
フ
ト
（W

illiam
H

ow
ard

T
aft

）
と
対
立
し
て
、
本
国
に
召
還
さ
れ
た
直
後
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
ダ
グ
ラ
ス
は
、
陸
軍
の
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
で
あ
る
工
兵
隊
を
志
願
し
、
同
年
一
〇
月
、
少
尉
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
赴

任
す
る
（
二
三
歳
）。
こ
れ
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
初
の
邂
逅
で
あ
っ
た
。
彼
は
マ
ニ
ラ
軍
管
区
勤
務
と
な
り
、
マ

ニ
ラ
湾
の
改
良
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
の
要
塞
構
築
、
バ
タ
ー
ン
半
島
の
道
路
建
設
な
ど
に
関
与
し
た
。
こ
の
頃
、
新
進
政
治
家
の
エ

マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ケ
ソ
ン
（E

m
anuelL.Q

uezon

）
や
セ
ル
ジ
オ
・
オ
ス
メ
ー
ニ
ャ
（Sergio

O
sm

ena

）
の
知
遇
を
得
た
（
両
者
と
も

に
の
ち
比
大
統
領
）。
と
く
に
ケ
ソ
ン
と
は
生
涯
の
親
交
を
結
び
、
後
年
、
二
人
は
日
米
開
戦
後
の
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
で
数
カ
月
も
苦

難
の
日
々
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
ダ
グ
ラ
ス
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
マ
ラ
リ
ア
に
か
か
り
、
翌
一
九
〇
四
（
同
三
七
）
年
一
〇
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月
、
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
彼
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
赴
任
期
間
は
わ
ず
か
一
年
で
終
わ
っ
た
（
１
）

。

と
こ
ろ
が
再
び
父
ア
ー
サ
ー
が
ダ
グ
ラ
ス
を
ア
ジ
ア
へ
と
引
き
戻
す
。
日
露
戦
争
の
観
戦
武
官
と
し
て
満
州
に
派
遣
さ
れ
て
い
た

ア
ー
サ
ー
は
、
一
九
〇
五
（
同
三
八
）
年
初
め
に
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
館
付
武
官
を
命
じ
ら
れ
る
と
、
ダ
グ
ラ
ス
を
そ
の
副
官
と
し

て
日
本
へ
呼
び
寄
せ
た
の
で
あ
る
。
ダ
グ
ラ
ス
は
同
年
一
〇
月
、
東
京
に
到
着
す
る
。
そ
の
四
〇
年
後
、
日
本
占
領
軍
の
最
高
司
令

官
と
し
て
こ
の
国
を
統
治
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
彼
は
よ
も
や
夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
ダ
グ
ラ
ス
は
両
親

と
三
人
で
八
カ
月
に
及
ぶ
ア
ジ
ア
視
察
旅
行
を
行
っ
た
。
こ
の
身
内
で
の
旅
行
を
通
じ
て
、
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
様
々
な
啓
発
を
受
け
、

も
は
や
彼
に
と
っ
て
ア
ジ
ア
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
も
身
近
な
地
域
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ダ
グ
ラ
ス
は
帰
国
後
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
付
武
官
を
振
り
出
し
に
、
参
謀
本
部
勤
務
と
出
世
街
道
を
駆
け
上
っ
て
い
く
。
一
九
一

四
（
大
正
三
）
年
夏
の
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
か
ら
二
年
後
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
少
佐
は
陸
軍
長
官
付
軍
事
補
佐
官
と
な
る
と
、「
市

民
軍
」
の
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
第
四
二
師
団
（
レ
イ
ン
ボ
ー
師
団
）
が
編
成
さ
れ
た
。
ま
た
新
聞
検
閲
官
を
務
め

る
こ
と
は
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
の
重
要
性
を
認
識
す
る
と
同
時
に
、
宣
伝
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
こ
の
経
験
の
成

果
が
の
ち
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
攻
防
戦
な
ど
太
平
洋
戦
争
全
般
を
通
じ
、
対
マ
ス
コ
ミ
面
で
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
陸
軍
省

は
三
六
歳
に
す
ぎ
な
い
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
大
佐
に
特
進
さ
せ
、
こ
の
レ
イ
ン
ボ
ー
師
団
の
参
謀
長
に
任
命
し
た
。
こ
う
し
て
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
戦
線
で
待
ち
望
ん
で
い
た
実
戦
を
初
体
験
す
る
。

戦
場
で
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
大
胆
不
敵
で
、
常
に
前
線
で
部
隊
を
指
揮
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
使
用
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
南
北
戦

争
で
大
活
躍
し
た
父
の
血
統
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
八
つ
の
大
き
な
戦
闘
に
参
加
し
て
二
度
負
傷
し
た
が
、
合
計

一
五
の
勲
章
を
得
て
、
わ
ず
か
三
八
歳
で
准
将
、
つ
ま
り
将
軍
へ
と
昇
進
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
最
年
少
記
録
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
歩
兵
旅
団
長
、
師
団
長
と
な
り
、
冬
の
四
カ
月
間
、
ラ
イ
ン
河
西
岸
の
ド
イ
ツ
占
領
行
政
に
参
加
す
る
と
い
う
貴
重
な
経
験

を
し
た
。
こ
れ
も
ま
た
後
年
の
対
フ
ィ
リ
ピ
ン
行
政
、
続
く
日
本
で
の
占
領
行
政
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。
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一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
四
月
に
帰
国
。
そ
の
後
も
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
栄
光
は
続
い
た
。
母
校
の
ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
陸
軍
士
官

学
校
の
学
校
長
を
三
年
に
わ
た
り
務
め
、
古
い
体
質
を
改
め
て
、
同
校
を
よ
り
現
代
的
な
職
業
軍
人
を
育
成
す
る
場
へ
と
変
革
し
た
。

他
面
、
私
生
活
で
は
ワ
シ
ン
ト
ン
社
交
界
の
花
形
ル
イ
ー
ズ
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
（Louise

C
rom

w
ellB

rooks

）
と
結

婚
し
、〝
軍
神
と
百
万
長
者
の
結
婚
〞
と
マ
ス
コ
ミ
に
騒
が
れ
た
。
そ
し
て
一
九
二
二
（
同
一
一
）
年
一
〇
月
、
新
妻
と
と
も
に
フ

ィ
リ
ピ
ン
に
赴
任
し
、
マ
ニ
ラ
軍
管
区
司
令
官
兼
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ス
カ
ウ
ト
（
米
陸
軍
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
部
隊
）
旅
団
司
令
官
に
就
任

す
る
。
一
八
年
ぶ
り
、
二
度
目
の
勤
務
で
あ
り
、
父
ア
ー
サ
ー
を
知
る
現
地
の
人
々
か
ら
〝
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
若
将
軍
〞
と
呼
ば
れ
た
。

こ
の
若
将
軍
は
老
将
軍
と
同
様
、
人
種
差
別
に
眉
を
ひ
そ
め
、
上
院
議
長
と
な
っ
て
い
た
ケ
ソ
ン
や
そ
の
友
人
た
ち
と
の
交
友
を
深

め
た
。
ま
た
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
対
岸
の
バ
タ
ー
ン
半
島
に
も
足
を
運
び
、
四
〇
マ
イ
ル
の
道
の
り
を
踏
破
し
て
地
図
を
作
成
す
る
な

ど
の
意
欲
を
示
し
た
。
の
ち
の
日
米
開
戦
後
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
「
自
分
は
バ
タ
ー
ン
半
島
を
よ
く
知
っ
て
い
る
」
と
豪
語
す
る
が
、

そ
れ
は
こ
の
と
き
の
経
験
を
踏
ま
え
た
発
言
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
虚
勢
と
は
い
え
な
か
っ
た
（
２
）

。

し
か
し
華
や
か
な
社
交
界
好
み
の
ル
イ
ー
ズ
と
、
仕
事
優
先
で
厳
格
な
生
活
を
好
む
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
の
結
婚
生
活
は
五
年
で
破

綻
し
、
二
人
は
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
正
式
に
離
婚
す
る
。
こ
の
間
の
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
一
月
、
母
親
ピ
ン
ク
ニ
ー

（
通
称
ピ
ン
キ
ー
）

（
３
）

の
後
援
も
あ
っ
て
、
彼
は
米
陸
軍
史
上
最
年
少
の
四
四
歳
で
少
将
と
な
っ
た
。
そ
し
て
同
年
四
月
に
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
の
三
年
間
の
勤
務
を
終
え
て
帰
国
し
た
。
以
後
、
国
内
の
二
カ
所
の
軍
管
区
司
令
官
を
歴
任
し
た
ほ
か
、
第
九
回
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
ア
メ
リ
カ
選
手
団
団
長
も
務
め
た
。

帰
国
か
ら
三
年
を
経
た
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
八
月
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
三
度
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
配
属
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
度
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
方
面
軍
司
令
官
と
い
う
栄
光
の
ポ
ス
ト
で
あ
り
、
そ
れ
は
父
ア
ー
サ
ー
が
就
い
た
地
位
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
フ

ィ
リ
ピ
ン
・
ス
カ
ウ
ト
の
訓
練
と
、
そ
の
給
与
お
よ
び
地
位
の
向
上
に
尽
力
し
、
現
地
で
人
気
を
高
め
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
自
身
は

こ
の
部
隊
を
将
来
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
防
衛
の
鍵
を
握
る
も
の
と
考
え
て
い
た
か
ら
尽
力
し
た
の
で
あ
る
が
、
彼
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
を
対
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等
に
扱
う
こ
と
や
、
ケ
ソ
ン
ら
現
地
の
有
力
者
と
の
親
交
を
深
め
た
こ
と
も
高
い
評
価
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
結
局
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
は
ケ
ソ
ン
ら
が
熱
望
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
「
漸
進
的
独
立
論
」
を
支
持
す
る
に
い
た
る
。

（
４
）

し
か
し
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
日
本
の
脅
威
に
い
か
に
対
処
す
る
か
と
い
う
軍
事
戦
略
問
題
に
つ
い
て
悩
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ワ

シ
ン
ト
ン
で
は
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
に
、
も
し
も
日
本
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
と
侵
攻
す
る
と
い
う
「
緊
急
事
態
が
生
じ
た
場
合
、

「
防
衛
線
を
バ
タ
ー
ン
半
島
ま
で
後
退
さ
せ
、
半
島
と
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
に
よ
っ
て
六
カ
月
間
戦
線
を
維
持
す
る
、
そ
の
間
に
ア
メ

リ
カ
本
国
か
ら
救
援
軍
が
到
着
す
る
」
と
い
う
作
戦
案
が
採
択
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
「
オ
レ
ン
ジ
・
プ
ラ
ン
（
戦
略
案
）（
い
わ
ゆ

る
W
P
O
）」
で
あ
り
、
そ
の
後
改
訂
が
加
え
ら
れ
て
、「
W
P
O
１
」、「
W
P
O
２
」、「
W
P
O
３
」
ま
で
が
立
案
さ
れ
た
。
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
は
こ
れ
ら
オ
レ
ン
ジ
・
プ
ラ
ン
す
べ
て
に
疑
問
を
抱
い
て
い
た
。
こ
の
防
御
戦
略
が
正
し
い
も
の
と
は
思
え
な
か
っ
た
し
、

こ
れ
を
実
行
に
移
す
に
し
て
も
、
当
時
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
米
比
軍
は
わ
ず
か
一
万
七
〇
〇
〇
名
の
兵
力
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
群
島
の
防
衛

は
ま
っ
た
く
不
可
能
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
、
日
本
人
の
増
加
問
題
も
あ
っ
た
。
日
本
か
ら
移
っ
て
来
た
サ
ト
ウ
キ

ビ
農
場
労
働
者
や
商
売
人
な
ど
の
数
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
各
地
で
増
加
し
て
お
り
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
で
は
と
く
に
増
加
率
が
高
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
現
地
の
ケ
ソ
ン
や
実
業
家
た
ち
は
こ
れ
を
脅
威
と
見
ず
に
、
む
し
ろ
新
来
者
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
資
本
と
事
業
を
も
た
ら
し

て
経
済
停
滞
を
打
破
す
る
も
の
と
理
解
す
る
点
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
は
異
な
っ
て
い
た
（
５
）

。

２
　
陸
軍
参
謀
総
長

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
九
月
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
ハ
ー
バ
ー
ト
・
フ
ー
バ
ー
（H

erbert
C

.
H

oover

）
大
統
領
の
命
令
で
フ
ィ

リ
ピ
ン
を
去
り
、
一
一
月
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
第
八
代
目
の
陸
軍
参
謀
総
長
に
就
任
し
た
。
五
〇
歳
の
陸
軍
大
将
（
待
遇
）
は
、
陸
軍

で
の
最
年
少
記
録
を
更
新
し
た
。
参
謀
総
長
は
父
ア
ー
サ
ー
が
夢
見
て
就
け
な
か
っ
た
最
高
ポ
ス
ト
で
あ
り
、
陸
軍
に
深
い
恨
み
を

抱
い
て
逝
っ
た
父
の
怨
念
を
息
子
が
晴
ら
し
た
と
も
い
え
る
。
母
親
の
ピ
ン
キ
ー
は
、
息
子
の
四
つ
星
を
な
で
な
が
ら
、「
お
父
さ
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ん
が
今
の
あ
な
た
を
見
た
ら
、
ど
ん
な
に
喜
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
ね
」
と
さ
さ
や
い
た
と
い
う
。

し
か
し
こ
の
地
位
は
決
し
て
楽
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
、〝
経
済
恐
慌
〞
の
嵐
が
全
米
に
吹
き
荒
れ
て
お
り
、
議
会
は
軍
事
予
算

と
陸
軍
将
校
の
大
幅
削
減
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
議
事
堂
内
を
走
り
回
っ
て
陸
軍
の
立
場
お
よ
び
国
防
の

必
要
性
を
訴
え
た
。
そ
の
結
果
、
よ
う
や
く
軍
事
予
算
を
通
す
こ
と
に
成
功
し
、
陸
軍
将
校
の
定
員
削
減
案
を
阻
止
で
き
た
。
し
か

し
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
の
〝
ボ
ー
ナ
ス
・
マ
ー
チ
事
件
〞
は
、
彼
の
人
格
と
経
歴
に
陰
影
を
も
た
ら
し
た
。
大
戦
に
参
加
し
た

軍
人
と
そ
の
家
族
た
ち
は
「
ボ
ー
ナ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
軍
務
補
償
債
券
の
即
時
支
払
い
を
求
め
て
、
全
国
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
に
集
ま

っ
た
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
大
統
領
の
退
去
命
令
に
従
い
、
催
涙
ガ
ス
を
使
用
し
て
約
一
万
人
の
デ
モ
隊
を
鎮
圧
し
た
。
彼
は
後
世

ま
で
こ
の
事
件
を
共
産
主
義
者
に
よ
る
陰
謀
と
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
。
結
局
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
四
年
の
任
期
を
一
年
延
長
し
て
五

年
と
い
う
長
期
間
、
参
謀
総
長
を
務
め
、
米
軍
の
軍
政
改
革
を
試
み
る
な
ど
、
行
政
官
と
し
て
の
才
能
も
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
の
で

あ
る
。

さ
て
こ
の
地
位
の
退
任
を
前
に
し
て
、
五
五
歳
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
自
己
の
第
二
の
人
生
を
見
出
す
。
当
時
フ
ィ

リ
ピ
ン
は
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
。
一
九
三
四
（
同
九
）
年
、
ア
メ
リ
カ
は
「
タ
イ
デ
ィ
ン
グ
ズ
・
マ
ク
ダ
フ
ィ
ー
法

（T
ydings-M

cD
uffie

A
ct

）」
を
成
立
さ
せ
、
一
九
四
六
（
同
二
一
）
年
七
月
四
日
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
独
立
す
る
こ
と

を
認
め
、
四
八
年
に
及
ぶ
支
配
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
翌
三
五
（
同
一
〇
）
年
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
念

願
の
独
立
に
向
け
た
臨
時
政
府
で
あ
る
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
（C

om
m

onw
ealth

、
以
下
「
連
邦
政
府
」
と
す
る
）」
を
発
足
さ
せ
た
。

し
か
し
重
要
な
問
題
が
一
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
日
本
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
脅
威
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
群
島
の
防
衛

は
き
わ
め
て
難
し
か
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
旧
友
ケ
ソ
ン
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
防
衛
の
た
め
の
協
力
を
懇
願
さ
れ
る
と
、「
も
し
十

分
な
人
員
と
資
金
と
軍
需
品
が
可
能
と
な
れ
ば
防
衛
で
き
る
」
と
答
え
、
参
謀
総
長
の
任
期
終
了
後
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
陸
軍
の
創
設
事

業
へ
の
関
与
を
承
諾
し
た
の
で
あ
る
。

（
６
）
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こ
の
転
身
を
決
意
さ
せ
た
背
景
と
し
て
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
と
の
関
係
も
見
逃
せ
な
い
。
保
守
主
義
者
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、

社
会
主
義
的
な
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
掲
げ
る
民
主
党
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
と
は
意
見
が
合
わ
な
か
っ
た
し
、
か
つ
て
海
軍
次
官
を

長
期
に
わ
た
っ
て
務
め
た
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
大
統
領
就
任
後
も
比
較
的
海
軍
重
視
で
あ
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
陸
軍
重
視
と
は
異

な
っ
て
い
た
。
ま
た
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
対
し
て
、「
ダ
グ
ラ
ス
、
私
は
君
が
こ
の
国
で
最
も
優
秀
な
将
軍
だ
と
思

う
が
、
政
治
家
と
し
て
は
君
は
最
悪
だ
ろ
う
ね
」
と
率
直
に
述
べ
た
こ
と
す
ら
あ
っ
た
。
加
え
て
、
こ
の
時
期
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
と
の
間
の
訴
訟
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
こ
れ
も
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
転
任
を
促
し
た
隠
れ
た
要
因

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
（
７
）

。

３
　
ケ
ソ
ン
の
軍
事
顧
問
か
ら
米
極
東
軍
司
令
官
へ

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
一
〇
月
一
日
、
ケ
ソ
ン
の
軍
事
顧
問
に
就
任
し
た
。
軍
事
顧
問
団
を
認
め
る
ア
メ

リ
カ
の
法
律
と
、
ケ
ソ
ン
の
認
め
た
個
人
的
な
取
り
決
め
に
よ
っ
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
軍
の
階
級
（
た
だ
し
大
将
か
ら
少
将
に
降
格
）

と
給
与
額
を
維
持
し
つ
つ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
連
邦
政
府
か
ら
は
気
前
の
良
い
手
当
て
と
「
元
帥
」
の
称
号
を
受
け
取
っ
た
（
８
）

。
こ
の
最
後

と
な
る
五
度
目
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
赴
任
に
際
し
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
は
多
く
の
幕
僚
が
彼
に
随
行
し
た
。
ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
の
同

級
生
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
参
謀
長
に
な
る
副
官
の
ド
ワ
イ
ト
・
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
（D

w
ight

D
.E

isenhow
er

）
少
佐
（
の
ち
元
帥
、

米
大
統
領
）
も
そ
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
。
老
い
た
八
三
歳
の
母
親
も
同
行
し
て
い
た
。
こ
の
赴
任
途
上
の
船
上
で
は
、
劇
的
な
出

会
い
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
待
ち
受
け
て
い
た
。
知
的
で
裕
福
な
テ
ネ
シ
ー
生
ま
れ
の
独
身
女
性
ジ
ー
ン
・
フ
ェ
ア
ク
ロ
ス
（Jean

Faircloth

）
と
恋
に
落
ち
、
彼
女
は
そ
の
ま
ま
マ
ニ
ラ
へ
と
向
か
い
、
二
人
は
二
年
後
に
正
式
に
結
婚
す
る
の
で
あ
る
（
９
）

。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
マ
ニ
ラ
到
着
直
後
の
一
一
月
一
五
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
連
邦
政
府
が
発
足
し
た
。
ケ
ソ
ン
は
連
邦
政
府
の
初
代
大

統
領
に
、
オ
ス
メ
ー
ニ
ャ
が
副
大
統
領
に
就
任
し
た
。
そ
こ
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
ケ
ソ
ン
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
防
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衛
計
画
に
着
手
し
た
。
彼
は
ス
イ
ス
の
市
民
兵
制
度
に
倣
っ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
陸
軍
の
攻
撃
能
力
を
高
め
る
よ
う
企
図
し
た
。
す
な
わ

ち
、
全
国
を
一
〇
軍
区
に
分
け
て
毎
年
四
〇
〇
〇
名
が
各
軍
区
で
訓
練
を
受
け
る
こ
と
と
し
、
全
島
に
設
け
ら
れ
た
一
二
八
カ
所
の

基
地
で
米
比
人
の
将
校
が
訓
練
の
責
任
を
担
い
、
一
九
四
六
（
同
二
一
）
年
ま
で
に
四
〇
個
師
団
、
合
計
四
〇
万
人
の
陸
軍
を
設
立

す
る
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
の
中
に
は
ま
た
、
五
〇
隻
の
高
速
魚
雷
艇
（
い
わ
ゆ
る
P
T
ボ
ー
ト
）
か
ら
成
る
海
軍
と
、

二
五
〇
機
の
航
空
機
か
ら
成
る
空
軍
も
含
ま
れ
て
い
た
。
彼
が
こ
の
よ
う
な
野
心
的
な
計
画
を
遂
行
す
る
に
は
、
米
比
両
国
政
府
か

ら
の
資
金
的
支
援
を
必
須
と
し
た
。
そ
こ
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
ケ
ソ
ン
は
、
一
九
三
七
（
同
一
二
）
年
初
め
に
ワ
シ
ン
ト
ン
を
訪
問

し
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
目
的
は
軍
事
援
助
の
獲
得
に
あ
り
、
ケ
ソ
ン
の
目
的
は
一
九
四
六
（
同
二
一
）
年
の
独
立
予
定
を
早
め
て

「
一
九
三
八
年
末
ま
で
の
完
全
独
立
」
を
米
政
府
に
認
め
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
結
果
は
散
々
で
あ
っ
た
。
ケ
ソ
ン
の
要

求
は
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
を
怒
ら
せ
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
要
望
は
無
視
さ
れ
た
。
十
分
な
資
金
を
獲
得
す
る
に
は
当
初
か
ら
障
害
が
多
す

ぎ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
議
会
は
軍
事
力
の
強
化
よ
り
も
公
共
事
業
の
方
を
優
先
し
よ
う
と
考
え
、
軍
事
予
算
を
大
幅

に
削
減
し
た
。
ケ
ソ
ン
大
統
領
の
心
も
揺
れ
動
い
て
い
た
（
10
）

。

そ
れ
で
も
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
へ
の
軍
事
訓
練
を
続
け
た
。
幕
僚
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
オ
ー
ド

（Jam
es

O
rd

）
両
少
佐
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
防
衛
計
画
の
作
成
に
精
を
出
し
た
。
そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
に
は
、
前
記
の
と
お
り
対
日
戦
争

を
想
定
し
た
「
オ
レ
ン
ジ
・
プ
ラ
ン
」
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
米
艦
隊
を
中
心
と
し
た
兵
力
で
太
平
洋
の
ア
メ
リ
カ
領
土
を
日
本
の

脅
威
か
ら
守
る
こ
と
を
基
本
目
標
と
し
て
お
り
、
同
艦
隊
の
最
大
の
拠
点
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
あ
っ
た
。
し
か
し
第
一
次
世
界
大
戦
後
、

日
本
が
南
洋
群
島
（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
）
の
委
任
統
治
国
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
飛
行
機
の
登
場
な
ど
か
ら
、
艦
隊
中
心
の
フ
ィ
リ

ピ
ン
防
衛
計
画
は
頼
り
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
自
身
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
は
そ
の
ま
ま
残
し
、
一
方
で
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
軍
事
的
自
立
を
目
指
し
た
。
し
か
し
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
軍
の
拡
充
と
発
展
の
た
め
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
援
助
は
欠
か
せ
な
か

っ
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
と
オ
ー
ド
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
案
を
基
本
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
防
衛
計
画
を
作
成
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
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支
援
が
得
ら
れ
な
い
以
上
、
そ
の
実
現
が
き
わ
め
て
厳
し
い
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

の
ち
に
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
脱
出
を
P
T
ボ
ー
ト
隊
を
率
い
て
成
功
さ
せ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
バ
ッ
ク
レ
ー
（C

harles
B

ulkeley

）
海

軍
大
尉
（
の
ち
少
将
）
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
つ
い
て
、「
彼
は
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
で
あ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
陸
軍
を
訓
練
す
る
た
め
の
名

誉
と
権
利
を
与
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
結
局
〝
在
郷
軍
（m

ilitia

）〞
で
し
か
な
か
っ
た
。
限
定
さ
れ
た
軍
隊
で
し
か
な
く
、
彼
が
最

善
と
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
防
衛
計
画
で
は
、
十
分
防
衛
を
達
成
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
そ
の
防
衛
計
画
を
酷
評
し
て

い
る
（
11
）

。
そ
れ
で
も
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
「
敵
軍
を
沿
岸
で
食
い
止
め
る
」
と
の
戦
略
に
固
執
し
、
そ
れ
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
。
戦
車
も
大

砲
も
機
関
銃
も
な
く
、
輸
送
手
段
も
十
分
で
は
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
防
予
算
は
削
減
さ
れ
て
お
り
、
陸
軍
の
陸

上
部
隊
ば
か
り
か
、
空
軍
の
戦
闘
機
集
団
も
海
軍
の
P
T
ボ
ー
ト
艇
隊
も
ほ
と
ん
ど
設
立
不
可
能
で
あ
っ
た
。
何
よ
り
も
米
陸
軍
省

は
一
九
四
〇
年
代
半
ば
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
独
立
す
る
以
上
、
同
群
島
の
防
衛
に
予
算
を
配
分
す
る
つ
も
り
な
ど
な
か
っ
た
（
12
）

。
ア
イ

ゼ
ン
ハ
ワ
ー
や
オ
ー
ド
は
、
も
は
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
日
本
の
攻
撃
か
ら
防
護
す
る
と
か
、
外
部
か
ら
の
援
助
な
し
に
侵
略
者
を
撃
破

す
る
と
い
っ
た
考
え
方
は
放
棄
し
て
い
た
。
海
空
軍
を
作
る
資
金
が
な
い
以
上
、
も
し
日
本
軍
が
侵
攻
し
て
き
た
場
合
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
現
地
軍
は
日
本
軍
相
手
に
消
耗
戦
を
行
い
、
強
力
な
同
盟
軍
が
救
援
に
来
る
ま
で
時
間
を
稼
ぐ
以
外
に
な
い
、
と
の
結
論
に
達
し

た
の
で
あ
る
（
13
）

。
事
実
上
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
ら
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
方
針
を
排
し
た
の
も
同
然
で
あ
っ
た
。

軍
事
問
題
に
加
え
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
政
治
的
に
も
物
議
を
醸
し
た
。
連
邦
政
府
の
設
置
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ク
・
マ
ー
フ
ィ
ー

（Frank
M

urphy

）
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
督
の
地
位
か
ら
初
代
の
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
「
高
等
弁
務
官
」
へ
と
横
滑
り
す
る
と
、
密
か
に
こ

の
高
等
弁
務
官
ポ
ス
ト
に
執
心
し
て
い
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
マ
ー
フ
ィ
ー
と
反
目
し
た
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
マ
ー
フ
ィ
ー
を
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
の
〝
番
犬
〞
と
見
な
し
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
他
方
マ
ー
フ
ィ
ー
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
ケ
ソ
ン
と
密
議
し
て
、
ア
メ

リ
カ
の
「
タ
イ
デ
ィ
ン
グ
ズ
・
マ
ク
ダ
フ
ィ
ー
法
」
の
条
件
を
骨
抜
き
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
応
酬
し
た
。
こ
の
対
立
に
際
し
て
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ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
一
九
三
六
（
同
一
一
）
年
に
高
等
弁
務
官
を
マ
ー
フ
ィ
ー
か
ら
ポ
ー
ル
・
マ
ク
ナ
ッ
ト
（PaulV

.M
cN

utt

）
へ
と

交
替
さ
せ
た
た
め
、
事
態
は
ひ
と
ま
ず
収
拾
さ
れ
た
が
、
マ
ー
フ
ィ
ー
は
退
任
前
に
、「
マ
ニ
ラ
の
軍
事
顧
問
が
ま
す
ま
す
厄
介
者

に
な
っ
て
い
る
」
と
ワ
シ
ン
ト
ン
に
警
告
し
た
。
そ
の
影
響
の
た
め
か
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
駐
留
の
米
陸
軍
正
規
軍
（
一
個
師
団
）
は
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
軍
事
顧
問
へ
の
協
力
を
拒
む
よ
う
に
な
っ
た
（
14
）

。

と
こ
ろ
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
こ
う
し
た
苦
境
に
あ
っ
た
と
き
、
日
米
関
係
は
急
速
に
悪
化
し
て
い
く
。
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）

年
に
日
中
戦
争
、
一
九
三
九
（
同
一
四
）
年
に
は
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
翌
年
九
月
に
ド
イ
ツ
に
対
し
フ
ラ
ン
ス
が
降
伏
す

る
と
、
日
本
軍
は
北
部
仏
印
（
ベ
ト
ナ
ム
北
部
）
へ
と
進
駐
し
、「
日
独
伊
三
国
同
盟
条
約
」
が
締
結
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
四
一

（
同
一
六
）
年
七
月
に
は
重
慶
の
�
介
石
政
権
を
支
援
す
る
イ
ン
ド
シ
ナ
・
ル
ー
ト
（
い
わ
ゆ
る
援
�
ル
ー
ト
）
を
封
鎖
す
る
た
め
、

日
本
軍
は
さ
ら
に
南
部
仏
印
へ
と
進
駐
し
た
の
で
あ
る
。
同
月
二
六
日
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
直
ち
に
在
米
日
本
資
産
の
凍
結
と
日
本

へ
の
石
油
の
禁
輸
措
置
を
と
り
、
対
日
圧
力
を
一
段
と
強
化
さ
せ
た
。
す
で
に
六
月
の
独
ソ
開
戦
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
は
ド
イ
ツ
の

脅
威
か
ら
逃
れ
て
い
た
。
一
方
の
日
本
は
独
ソ
開
戦
に
よ
っ
て
ソ
連
の
圧
力
か
ら
逃
れ
る
こ
と
に
な
り
、
南
方
へ
と
自
由
に
進
出
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
他
面
、
ア
メ
リ
カ
も
ま
た
太
平
洋
方
面
で
日
本
に
対
し
て
強
硬
姿
勢
に
転
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
日
米
両
国
の
関
係
が
険
悪
化
す
る
と
、
俄
然
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
防
衛
が
緊
急
課
題
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ワ
シ
ン
ト

ン
、
マ
ニ
ラ
間
の
摩
擦
は
棚
上
げ
さ
れ
た
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
米
極
東
陸
軍
（
U
S
A
F
F
E
）
司
令
部
を
マ
ニ
ラ
に
創
設
し
、
一

九
三
七
（
同
一
二
）
年
末
に
引
退
し
て
い
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
現
役
に
復
帰
さ
せ
、
少
将
か
ら
中
将
へ
と
格
上
げ
さ
せ
た
。
大
統
領

は
、
彼
を
米
極
東
陸
軍
司
令
官
に
任
命
す
る
ほ
か
な
い
と
の
陸
軍
参
謀
総
長
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
（G

eorge
C

.M
arshall

）
大

将
の
提
案
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
陸
軍
を
正
規
の
米
陸
軍
に
編
入

さ
せ
る
行
政
命
令
を
七
月
二
六
日
に
発
令
し
、
こ
れ
ま
で
別
々
で
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
駐
屯
の
米
陸
軍
と
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
指
揮
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し
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ス
カ
ウ
ト
と
を
一
体
化
さ
せ
た
（
15
）

。

こ
う
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
日
米
関
係
の
急
速
な
悪
化
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
情
勢
が
劇
的
な
変

貌
を
遂
げ
る
こ
と
で
、
再
び
ア
メ
リ
カ
本
国
や
世
界
か
ら
脚
光
を
浴
び
る
機
会
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
で
に
六
一
歳
に
達
し
て

て
い
た
も
の
の
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
さ
ぞ
溜
飲
を
下
げ
、
自
尊
心
を
高
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
以
降
、
彼
は
自
分
に
与
え
ら
れ
た
大

き
な
使
命
を
達
成
し
よ
う
と
自
己
を
奮
い
立
た
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

（
１
）

太
平
洋
戦
争
研
究
会
編
『
図
説
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
三
年
）
一
四
〜
一
五
頁
、
一
四
八
頁
参
照
。

（
２
）

同
上
書
一
六
〜
一
八
頁
参
照
。
前
掲
書
『
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
（
上
）
』
一
四
四
〜
一
四
五
頁
参
照
。
前
掲
書
『
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
の
時
代
』
一
五
〜
二
六
頁
参
照
。

（
３
）

正
式
名
は
メ
リ
ー
・
ピ
ン
ク
ニ
ー
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
（M

ary
“Pinkie”

M
acA

rthur

）、
ピ
ン
キ
ー
と
い
う
愛
称
で
呼
ば
れ
た
。
彼

女
は
貴
族
的
で
富
裕
な
綿
花
商
人
の
娘
で
あ
り
、
南
北
戦
争
時
に
兄
や
親
類
が
南
軍
に
加
わ
っ
て
戦
っ
た
軍
人
一
家
で
あ
っ
た
。
夫
ア
ー

サ
ー
と
の
間
で
ア
ー
サ
ー
三
世
、
マ
ル
コ
ム
、
ダ
グ
ラ
ス
の
三
男
児
を
産
ん
だ
が
、
次
男
は
幼
少
時
に
死
去
、
長
男
は
四
〇
代
半
ば
に
海

軍
大
佐
で
病
死
し
た
た
め
、
彼
女
は
三
男
の
ダ
グ
ラ
ス
に
愛
情
を
注
い
だ
。
ダ
グ
ラ
ス
の
士
官
学
校
時
代
に
は
近
く
の
ア
パ
ー
ト
に
住
み

着
く
な
ど
、
ダ
グ
ラ
ス
へ
の
愛
情
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
事
欠
か
な
い
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
精
神
面
で
は
父
親
よ
り
も
こ
の
母
親
か
ら
多
大

な
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
女
は
後
述
の
と
お
り
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
同
伴
し
て
マ
ニ
ラ
へ
出
向

く
が
、
そ
の
直
後
の
一
二
月
に
脳
血
栓
の
た
め
死
去
、
の
ち
に
故
郷
の
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
に
埋
葬
さ
れ
た
。

（
４
）

Ibid.,M
acA

rthur
and

W
ainw

right,p.2.

（
５
）

前
掲
書
『
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
（
上
）』
一
四
五
頁
、
一
五
六
頁
参
照
。

（
６
）

前
掲
書
『
図
説
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
』
一
九
〜
二
〇
頁
、
前
掲
書
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
時
代
』
四
二
頁
参
照
。

（
７
）

当
時
シ
ア
ー
ズ
・
ロ
ー
バ
ッ
ク
の
会
長
で
あ
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ッ
ド
は
ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
の
同
期
生
で
、
反
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
庇
護
し
た
。
―
―
前
掲
書
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
時
代
』
四
一
頁
よ
り
。
ま
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
副

官
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
、「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
と
の
蜜
月
が
終
わ
る
と
自
分
の
立
場
が
悪
く
な
り
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
マ
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ッ
カ
ー
サ
ー
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
止
ま
ら
せ
る
よ
う
に
手
配
し
た
」
と
証
言
し
て
い
る
。
―
―R

obert
H

.
Ferrell

ed.,
T

he
E

isenhow
er

D
iaries,1981,p.7.

前
掲
書
『
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
（
上
）』
一
五
八
〜
一
六
〇
頁
、
一
六
七
頁
参
照
。

（
８
）

前
掲
書
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
時
代
』
三
〇
〜
四
二
頁
、
四
九
〜
五
〇
頁
参
照
。

（
９
）

一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
、
テ
ネ
シ
ー
州
ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
に
誕
生
。
幼
少
時
に
両
親
の
離
婚
に
よ
り
同
州
の
マ
ー
ル
フ
リ
ー
ズ
ボ

ロ
の
祖
父
宅
で
母
と
二
人
の
兄
弟
と
と
も
に
成
長
す
る
。
父
は
裕
福
な
製
粉
所
の
経
営
者
で
あ
っ
た
。
母
方
の
実
家
は
テ
ネ
シ
ー
州
の
政

界
で
は
知
ら
れ
た
存
在
で
、
祖
父
は
南
部
連
合
の
退
役
軍
人
た
ち
の
指
導
者
で
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
副
官
と
な
る
ハ
フ
に
よ
れ
ば
、

ジ
ー
ン
は
南
北
戦
争
や
米
西
戦
争
で
戦
っ
た
親
戚
の
話
を
聞
い
て
育
ち
、「
町
で
も
っ
と
も
愛
国
心
の
強
い
少
女
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
軍

人
を
敬
愛
し
て
い
た
。
遺
産
を
得
た
ジ
ー
ン
は
、
三
七
歳
の
と
き
に
上
海
の
友
人
を
訪
ね
る
た
め
フ
ー
バ
ー
号
に
乗
船
し
て
い
た
が
、
船

長
が
彼
女
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
そ
の
従
妹
メ
ア
リ
ー
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
紹
介
し
、
メ
ア
リ
ー
が
ジ
ー
ン
を
気
に
入
っ
た
こ
と
か
ら
、
ジ

ー
ン
は
こ
の
一
行
と
親
し
く
な
っ
た
。
彼
女
は
マ
ニ
ラ
に
立
ち
寄
る
よ
う
に
と
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
誘
い
に
応
じ
、
下
船
後
は
マ
ニ
ラ
ホ

テ
ル
内
に
居
を
定
め
た
。
二
人
は
一
九
三
七
年
四
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
挙
式
、
翌
三
八
年
に
息
子
ア
ー
サ
ー
が
誕
生
し
た
。
ジ
ー
ン
夫

人
は
家
庭
を
築
く
こ
と
に
献
身
し
、
将
軍
の
妻
で
あ
る
こ
と
を
ひ
け
ら
か
す
こ
と
も
な
く
、
誠
実
で
飾
ら
な
い
人
柄
で
夫
を
支
え
た
賢
夫

人
と
の
評
価
が
高
い
。
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
一
月
、
一
〇
一
歳
で
死
去
し
た
。
そ
の
遺
体
は
夫
の
眠
る
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
の
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
記
念
館
に
葬
ら
れ
て
い
る
。

（
10
）

Ibid., M
acA

rthur
and

W
ainw

right,p.3.

（
11
）

A
dm

iralC
harles

B
ulkeley,10/5/1982

in
W

ashington.

（
12
）

E
ngineer

M
em

oirs
M

ajor
G

eneralH
ugh

J.C
asey,U

S
A

rm
y.

（
13
）

前
掲
書
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
時
代
』
五
二
〜
五
三
頁
参
照
。

（
14
）

同
上
書
五
一
〜
五
二
頁
、
五
六
頁
、
六
三
頁
参
照
。

（
15
）

Ibid., M
acA

rthur
and

W
ainw

right,p.4.

s

バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
の
誕
生
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で
は
視
点
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
へ
と
移
そ
う
。
ま
ず
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
の
誕
生
過
程
を
明
ら
か
に
し
た

い
。
す
で
に
触
れ
た
と
お
り
、
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
と
は
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
三
月
一
一
日
夜
に
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
と
バ
タ

ー
ン
半
島
南
部
か
ら
脱
出
し
た
一
五
名
の
陸
軍
将
兵
を
指
す
。
彼
ら
は
階
級
や
役
職
、
ま
た
着
任
の
経
緯
か
ら
大
き
く
二
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
類
で
き
る
。

ま
ず
上
層
部
を
形
成
す
る
第
一
グ
ル
ー
プ
は
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
少
将
、
マ
ー
シ
ャ
ル
准
将
、
ケ
ー
シ
ー
准
将
、
エ
ー
キ
ン
准
将
、

マ
ー
カ
ッ
ト
准
将
、
ジ
ョ
ー
ジ
准
将
、
ス
テ
ィ
バ
ー
ス
大
佐
、
ウ
イ
ロ
ビ
ー
大
佐
の
八
名
で
あ
り
、
脱
出
に
成
功
し
た
直
後
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
事
故
死
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
を
除
き
、
す
べ
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
側
近
と
し
て
重
要
な
役
割
を
分
担
す
る
要
人
達
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
中
下
層
部
を
形
成
す
る
第
二
グ
ル
ー
プ
は
、
デ
ィ
ラ
ー
中
佐
、
ウ
イ
ル
ソ
ン
中
佐
、
ハ
フ
中
佐
、
シ
ャ
ー
中
佐
、

モ
ア
ハ
ウ
ス
少
佐
、
マ
ク
ミ
ッ
キ
ン
グ
大
尉
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
軍
曹
の
七
名
で
あ
る
。
彼
ら
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
副
官
と
し
て
公
的
な

い
し
私
的
な
役
割
（
た
と
え
ば
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
家
族
の
世
話
な
ど
）
を
担
っ
た
か
、
あ
る
い
は
第
一
グ
ル
ー
プ
の
主
要
人
物
の
補
佐

役
を
担
っ
た
。
な
お
シ
ャ
ー
も
第
二
次
大
戦
の
最
中
に
飛
行
機
事
故
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

全
員
の
詳
細
な
軍
歴
と
着
任
経
緯
に
つ
い
て
の
情
報
に
は
限
界
が
あ
る
も
の
の
、
現
時
点
で
把
握
で
き
る
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
各

人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
素
描
す
る
。
な
お
各
人
の
年
齢
は
日
米
開
戦
時
点
の
も
の
で
あ
る
。

１
　
上
層
グ
ル
ー
プ

〔
１
〕

リ
チ
ャ
ー
ド
・
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド

サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
少
将
（
の
ち
中
将
）
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
側
近
中
の
側
近
と
し
て
最
重
要
人
物
と
見
な
さ
れ
る
。
彼
は
一
九
三

八
（
昭
和
一
三
）
年
に
中
国
の
天
津
に
部
隊
と
と
も
に
駐
屯
し
て
い
た
折
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
請
わ
れ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
転
任
し
た
。

オ
ー
ド
が
飛
行
機
事
故
で
亡
く
な
っ
た
た
め
、
そ
の
後
任
と
し
て
着
任
し
た
と
推
測
で
き
る
。
し
か
し
翌
三
九
（
同
一
四
）
年
末
に
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誰
か
ら
も
好
か
れ
て
い
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
中
佐
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
説
得
を
振
り
切
っ
て
帰
国
し
た
た
め
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
は

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
に
代
わ
っ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
連
邦
政
府
の
軍
事
顧
問
部
参
謀
長
と
な
っ
た
。
一
説
に
は
、
野
心
的
な
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド

が
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
に
取
っ
て
代
わ
ろ
う
と
し
た
た
め
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
間
に
冷
た
い
感
情
が
生
ま
れ
た
と

も
い
わ
れ
る
。

（
１
）

そ
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
一
九
四
一
（
同
一
六
）
年
七
月
に
現
役
に
復
帰
し
、
米
極
東
陸
軍
司
令
官
に
任
命
さ
れ
た

際
、
そ
の
ま
ま
参
謀
長
（
大
佐
）
に
就
任
し
た
。
当
時
四
八
歳
で
あ
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
よ
り
一
三
歳
年
少
で
あ
っ
た
。

彼
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
下
で
米
比
両
軍
の
発
展
と
強
化
に
尽
力
し
、
日
米
開
戦
後
は
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
を
拠
点
と
し
て
日
本
軍
の

猛
攻
に
抗
戦
し
た
も
の
の
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
と
も
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
逃
亡
し
た
。
以
降
、
対
日
戦
の
最
前
線
に
あ
っ
て
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
を
支
え
続
け
、
東
京
湾
内
の
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
号
上
で
の
降
伏
式
典
で
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
傍
ら
に
立
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

常
時
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
軍
の
総
括
指
揮
面
で
卓
越
し
た
能
力
を
発
揮
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
片
腕
と
な
っ
た
の
が
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
が
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
。

サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
の
軍
歴
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
一
一
月
に
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
に
生
ま
れ
、
実
父
は

ウ
エ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
選
出
の
上
院
議
員
で
あ
っ
た
。
東
部
名
門
の
イ
ェ
ー
ル
大
学
に
進
学
後
、
州
兵
と
し
て
徴
兵
さ
れ
、
第
一

次
大
戦
期
の
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
予
備
役
か
ら
正
規
の
陸
軍
少
尉
に
任
官
し
た
。
こ
れ
は
稀
な
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
翌
年
大

尉
へ
昇
進
し
、
フ
ラ
ン
ス
戦
線
で
戦
っ
た
。
戦
後
、
陸
軍
歩
兵
学
校
、
指
揮
幕
僚
学
校
、
陸
軍
大
学
と
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
歩
み
、

陸
軍
省
の
作
戦
訓
練
部
幕
僚
を
経
て
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
に
第
一
五
歩
兵
大
隊
長
と
な
っ
た
。
翌
年
に
中
佐
、
四
一
（
同

一
六
）
年
末
に
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
軍
の
参
謀
長
と
し
て
大
佐
か
ら
少
将
へ
と
昇
進
し
た
。

（
２
）

彼
の
人
柄
や
性
格
に
つ
い
て
は
毀
誉
褒
貶
が
あ
る
。
ウ
イ
ロ
ビ
ー
は
次
の
よ
う
に
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
を
評
価
し
て
い
る
。「
彼
は
厳

格
か
つ
禁
欲
的
性
格
で
、
こ
の
職
種
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
タ
イ
プ
だ
。
し
か
も
彼
は
秘
密
主
義
的
で
孤
高
の
人
物
で
、
誰
よ
り

も
一
生
懸
命
働
い
た
。
部
下
か
ら
好
き
嫌
い
さ
れ
る
こ
と
に
彼
は
無
頓
着
だ
っ
た
。
私
は
何
度
か
特
殊
な
状
況
下
で
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
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ド
と
原
則
的
な
意
見
の
対
立
が
あ
っ
て
衝
突
し
た
が
、
そ
れ
で
も
彼
を
信
用
し
た
。
彼
の
疲
れ
を
知
ら
な
い
タ
フ
さ
や
問
題
解
決
の

た
め
の
対
処
方
法
な
ど
を
信
頼
し
て
い
た
か
ら
だ
。
彼
は
有
能
で
あ
り
、〔
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
〕
将
軍
の
意
思
を
鋭
く
察
知
し
、
そ
れ
を

幕
僚
会
議
で
完
全
か
つ
明
確
に
成
立
さ
せ
た
。
そ
の
後
に
特
定
の
者
へ
、
計
画
の
実
施
を
促
す
よ
う
手
配
し
た
。
彼
は
計
画
能
力
と

実
施
能
力
と
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
た
理
想
的
な
参
謀
長
だ
っ
た
」。

他
方
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
悪
評
は
、
彼
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
へ
の
面
会
者
を
抑
制
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
面
、

多
忙
な
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
守
る
配
慮
で
も
あ
っ
た
が
、
半
面
、
自
己
の
権
威
を
強
め
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
。
多
く
の
者
は
サ
ザ

ー
ラ
ン
ド
の
冷
淡
な
対
応
に
苦
慮
し
、
彼
は
煙
た
が
れ
る
存
在
と
な
り
、
と
き
に
は
敬
遠
さ
れ
た
。
と
く
に
最
前
線
で
部
隊
を
指
揮

す
る
第
六
軍
司
令
官
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ク
ル
ー
ガ
ー
（W

alter
K

rueger

）
少
将
（
の
ち
大
将
）
や
第
五
軍
司
令
官
の
ロ
バ
ー
ト
・
ア

イ
ケ
ル
バ
ー
ガ
ー
（R

obertL.E
ichelberger

）
少
将
（
の
ち
中
将
）
は
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
を
嫌
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ウ
イ
ロ
ビ

ー
は
、「
参
謀
長
は
そ
の
置
か
れ
た
立
場
上
、〝
手
斧
を
使
う
男
（hatchet

m
an

）〞
と
呼
ば
れ
る
。
不
愉
快
で
あ
ろ
う
と
、〔
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
か
ら
の
〕
命
令
を
実
行
す
る
人
物
だ
か
ら
、
誰
か
ら
も
好
か
れ
な
い
」
と
同
情
す
る
。
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
と
も
っ
と
も
親
し
か

っ
た
マ
ー
シ
ャ
ル
参
謀
次
長
（
の
ち
参
謀
長
）
は
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
を
「
華
麗
で
あ
り
、
い
つ
も
輝
い
て
い
た
」
し
、
物
事
に
対
し

て
明
白
で
積
極
的
な
人
物
で
あ
っ
た
と
賞
賛
す
る
一
方
で
、
周
囲
か
ら
の
批
判
を
友
人
と
し
て
忠
告
す
る
と
、「
誰
か
が
こ
の
S
O

B
（Son

ofa
B

itch

）
と
い
う
悪
役
を
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
に
は
そ
の
気
は
な
い
し
、
君
も
ま
っ
た
く
そ
う

す
る
つ
も
り
は
な
い
。
そ
れ
な
ら
私
し
か
い
な
い
と
思
う
」
と
告
白
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
３
）

要
す
る
に
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
は
参
謀
長
と
し
て
終
始
冷
徹
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
献
身
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
忠
誠
ゆ
え
に
、
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
彼
を
常
時
傍
ら
に
置
き
、
と
く
に
司
令
部
内
の
人
事
面
や
軍
事
作
戦
面
の
ほ
か
、
ワ
シ
ン
ト
ン
と
の
機
密
の
交
信
等
で

も
っ
と
も
信
頼
し
、
有
能
な
相
談
相
手
と
し
て
彼
に
多
く
の
時
間
を
割
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
戦
争
後
期
よ
り
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
の

女
性
問
題
か
ら
両
者
間
に
密
か
な
齟
齬
が
生
じ
、
彼
は
日
本
の
降
伏
か
ら
間
も
な
い
一
九
四
五
（
同
二
〇
）
年
末
に
は
日
本
を
去
る
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こ
と
に
な
る
。

〔
２
〕

リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
ー
シ
ャ
ル

バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
の
第
二
番
目
が
参
謀
次
長
の
マ
ー
シ
ャ
ル
准
将
（
の
ち
少
将
）
で
あ
る
。
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
よ
り
二
歳
若
い
彼

は
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
前
後
の
数
カ
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
米
軍
の
兵
站
部
に
主
務
と
し
て
在
勤
し
た
経
験
が
あ
り
、
新
年
会
の

折
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
初
め
て
会
う
機
会
が
あ
っ
た
。
一
九
三
八
（
同
一
三
）
年
に
旧
知
の
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

が
幕
僚
を
求
め
て
い
る
と
の
手
紙
を
受
け
取
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
行
き
を
決
意
し
た
。
当
時
マ
ー
シ
ャ
ル
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
陸
軍
省
軍

需
兵
站
部
の
運
輸
課
長
職
に
在
っ
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
戦
勃
発
直
後
の
一
九
三
九
（
同
一
四
）
年
九
月
に
マ
ニ
ラ
に
着
任
し
た
。

兵
站
を
主
要
任
務
と
し
つ
つ
、
当
初
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
幹
部
の
訓
練
も
担
当
し
た
。
同
年
末
、
参
謀
長
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
が
帰
国

し
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
が
そ
の
ポ
ス
ト
を
埋
め
る
と
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
幕
僚
部
次
席
に
転
じ
、
一
九
四
一
（
同
一
六
）
年
七
月
の
米
極

東
陸
軍
創
設
時
に
参
謀
次
長
へ
と
就
任
し
た
。
四
六
歳
で
あ
っ
た
。
な
お
マ
ー
シ
ャ
ル
は
戦
争
の
機
運
が
高
ま
る
中
で
家
族
を
本
国

へ
帰
国
さ
せ
て
お
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
留
ま
る
か
、
帰
国
す
る
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
、
結
局
残
留
を
決
め
た
の
で
あ
る
。
ま
も
な
く

彼
は
中
佐
か
ら
大
佐
へ
と
昇
格
し
た
。

マ
ー
シ
ャ
ル
の
軍
歴
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
六
月
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
に
生
ま
れ
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
軍

学
校
（
V
M
I
）
卒
業
後
、
兵
站
学
校
、
陸
軍
大
学
に
進
ん
だ
。
こ
の
間
、
第
一
次
大
戦
期
に
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
と
同
じ
く
第
一
師
団

に
配
属
と
な
り
、
以
来
彼
と
親
交
を
深
め
た
。
ほ
ぼ
二
〇
年
間
、
兵
站
部
門
を
専
門
と
し
た
が
、
上
記
の
と
お
り
、
一
九
三
九
（
昭

和
一
四
）
年
以
降
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
総
司
令
部
で
は
一
貫
し
て
参
謀
次
長
を
務
め
て
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
を
補
佐
し
た
。
彼
の
不
在
時

に
は
参
謀
長
代
理
を
務
め
た
。
日
本
占
領
初
期
の
一
九
四
五
（
同
二
〇
）
年
末
に
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
が
退
任
し
、
そ
の
後
任
と
し
て
参

謀
長
に
昇
格
し
た
が
、
ま
も
な
く
母
校
の
バ
ー
ジ
ニ
ア
軍
学
校
の
校
長
に
転
じ
る
こ
と
と
な
り
、
翌
一
九
四
六
（
同
二
一
）
年
五
月
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に
日
本
を
去
っ
た
。

（
４
）

そ
の
人
柄
に
つ
い
て
日
本
占
領
期
の
民
政
局
（
G
S
）
局
長
コ
ー
ト
ニ
ー
・
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
（C

ourtney
W

hitney

）
少
将
は
、

「
性
格
上
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
ほ
ど
積
極
的
で
は
な
く
、
権
威
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
会
議
の
進
め
方
と
か
妥

協
の
方
法
と
か
で
は
、
無
愛
想
に
実
施
方
針
を
決
め
た
。
そ
れ
は
彼
の
性
格
で
あ
っ
た
」
と
証
言
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
彼
は
サ

ザ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
優
れ
た
指
導
力
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
独
断
専
行
す
る
こ
と
も
な
く
、
真
面
目
に
規
則
を
遵
守
し
な
が
ら
周

囲
を
ま
と
め
て
い
く
温
厚
な
調
整
型
人
間
で
あ
っ
た
た
め
、
司
令
部
内
で
は
ほ
と
ん
ど
敵
対
す
る
者
が
い
な
か
っ
た
。

（
５
）

〔
３
〕

ヒ
ュ
ー
・
ケ
ー
シ
ー

ケ
ー
シ
ー
准
将
（
の
ち
少
将
）
は
、
進
軍
に
際
し
て
不
可
欠
な
道
路
や
橋
の
建
設
、
ま
た
飛
行
場
の
設
営
な
ど
を
行
う
土
木
・
技

術
部
門
の
総
括
責
任
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
仕
事
ぶ
り
は
定
評
が
あ
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
厚
い
信
頼
を
得
て
い
た
。
ま
た
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
と
個
人
的
に
も
っ
と
も
親
し
か
っ
た
と
い
わ
れ
、
会
議
や
食
事
の
際
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
傍
ら
に
席
を
占
め
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
ケ
ー
シ
ー
が
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
に
選
抜
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
り
、
実
績
上
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
、
マ

ー
シ
ャ
ル
に
次
ぐ
第
三
番
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

彼
の
軍
歴
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
七
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
生
ま
れ
た
。
父
は

鉛
管
工
で
早
世
し
た
た
め
苦
学
し
た
が
、
成
績
優
秀
の
た
め
、
わ
ず
か
一
六
歳
で
ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
陸
軍
士
官
学
校
に
入
学
し
た
。

第
一
次
大
戦
の
た
め
に
卒
業
を
切
り
上
げ
、
陸
軍
技
術
部
隊
に
配
属
さ
れ
、
以
後
ほ
ぼ
一
貫
し
て
技
術
部
門
を
歩
ん
だ
。
と
く
に
港

湾
と
河
川
の
専
門
家
と
し
て
知
ら
れ
、
民
間
で
も
重
要
な
業
務
を
こ
な
し
た
ほ
か
、
ド
イ
ツ
留
学
時
に
は
博
士
号
を
授
与
さ
れ
る
ほ

ど
の
イ
ン
テ
リ
で
あ
っ
た
。
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
九
月
に
当
時
の
軍
事
顧
問
で
あ
っ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
要
請
で
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
連
邦
政
府
の
水
力
発
電
と
治
水
の
事
業
を
完
了
さ
せ
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
ケ
ソ
ン
か
ら
高
い
評
価
を
得
た
。
そ
れ
か
ら
三
年
を
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経
た
一
九
四
〇
（
同
一
五
）
年
末
に
ワ
シ
ン
ト
ン
に
戻
り
、
補
給
総
監
部
建
設
局
の
設
計
技
術
課
長
職
に
在
っ
た
が
、
日
米
開
戦
前

夜
の
一
九
四
一
（
同
一
六
）
年
一
〇
月
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
強
い
要
請
を
受
け
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
米
軍
の
技
術
部
長
に
帰
任
し
た
。
マ

ー
シ
ャ
ル
よ
り
三
歳
年
少
の
四
三
歳
で
、
当
時
は
大
佐
で
あ
っ
た
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
の
ケ
ー
シ
ー
（
通
称
パ
ッ
ト
）
は
、
バ
タ
ー
ン
戦
で
は
常
に
前
線
に
在
っ
て
技
術
面
を
指
揮
し
て
い
た
。
日
米

開
戦
直
後
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
マ
ニ
ラ
を
放
棄
し
て
バ
タ
ー
ン
半
島
に
逃
げ
込
む
際
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
（〝
ケ
ー
シ
ー
・
ダ
イ
ナ
マ
イ

ト
〞
と
い
わ
れ
た
）
を
用
い
て
主
要
な
幹
線
道
路
と
橋
梁
の
爆
破
を
担
当
し
た
の
が
ケ
ー
シ
ー
率
い
る
工
作
部
隊
で
あ
っ
た
。
同
部

隊
は
ま
た
第
一
次
バ
タ
ー
ン
攻
防
戦
で
は
日
本
の
戦
車
を
爆
破
す
る
装
置
（〝
ケ
ー
シ
ー
の
棺
桶
〞
と
呼
ば
れ
た
）
を
多
用
し
て
日
本

軍
を
苦
し
め
た
。
他
面
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
道
路
を
作
れ
」
と
命
じ
た
と
き
、「
そ
れ
は
無
理
で
す
」
と
言
っ
て

阻
止
す
る
な
ど
、
単
な
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
イ
エ
ス
マ
ン
で
は
な
く
、
む
し
ろ
彼
に
物
怖
じ
せ
ず
に
直
言
で
き
る
稀
有
な
人
物
で
あ

っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
裏
表
な
く
率
直
な
物
言
い
を
す
る
ケ
ー
シ
ー
を
大
切
に
し
た
。
ま
た
ケ
ー
シ
ー
は
理
数
系
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

出
身
と
し
て
理
論
家
的
な
発
想
や
主
張
を
す
る
点
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
好
感
を
寄
せ
ら
れ
た
原
因
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
な
お
Ｐ
Ｔ
ボ

ー
ト
に
よ
る
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
脱
出
過
程
に
お
い
て
、
第
二
日
目
の
朝
、
ケ
ー
シ
ー
の
搭
乗
艇
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
搭
乗
の
第
四
三
号

艇
を
日
本
の
艦
艇
と
間
違
え
て
攻
撃
を
開
始
し
よ
う
と
し
た
際
、
そ
れ
を
ケ
ー
シ
ー
ら
が
間
一
髪
で
止
め
た
と
の
実
話
が
あ
る
。
両

者
の
浅
か
ら
ぬ
因
縁
を
感
じ
さ
せ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
退
避
以
降
、
ケ
ー
シ
ー
は
彼
の
技
術
部
隊
を
統
率
し
て
対
日
戦
で
数
々
の
勲
功
を
上
げ
た
。
そ
し
て
日
本

の
降
伏
直
後
に
は
、
廃
墟
と
化
し
た
東
京
を
い
ち
早
く
視
察
す
る
危
険
な
仕
事
を
請
け
負
う
な
ど
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
本
隊
の
さ
き
が

け
役
を
果
し
た
。
い
か
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
彼
へ
の
信
頼
が
厚
か
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。
占
領
期
、
約
四
年
間
に
わ
た
り
米
極

東
陸
軍
お
よ
び
極
東
軍
の
技
術
部
長
を
務
め
た
後
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
七
月
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
下
を
去

り
、
同
年
末
に
陸
軍
を
退
役
し
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
の
付
き
合
い
は
八
年
も
の
長
き
に
及
ん
だ
。

（
６
）
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〔
４
〕

ス
ペ
ン
サ
ー
・
エ
ー
キ
ン

エ
ー
キ
ン
准
将
（
の
ち
少
将
）
は
、
暗
号
を
含
む
通
信
部
門
の
総
括
責
任
者
で
あ
っ
た
。
と
く
に
エ
ー
キ
ン
率
い
る
チ
ー
ム
は
、

戦
時
中
に
苦
心
の
末
に
日
本
軍
の
暗
号
を
完
全
に
解
読
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
軍
の
勝
利
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
そ
の
意
味
で
、
同
チ

ー
ム
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
〝
秘
密
兵
器
〞
と
い
わ
れ
た
。
彼
は
日
米
開
戦
後
の
第
一
次
バ
タ
ー
ン
戦
で
前
線
に
出
る
こ
と
を
要
望
し

た
が
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
「
君
は
重
要
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
」
と
説
得
さ
れ
、
や
む
な
く
後
方
で
日
本
軍
の
交
信
傍
受

や
暗
号
の
解
析
に
精
力
を
注
い
だ
。
ま
た
ラ
ジ
オ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
関
与
し
、「
自
由
の
声
（V

oice
of

Freedom

）」
を
世
界
に

向
け
て
日
に
三
回
放
送
さ
せ
て
、
米
軍
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
士
気
を
鼓
舞
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
エ
ー

キ
ン
は
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
に
選
抜
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

彼
は
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
二
月
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
パ
ー
セ
ル
ビ
ル
で
生
ま
れ
た
。
一
九
一
〇
（
同
二
三
）
年
に
バ
ー
ジ

ニ
ア
の
陸
軍
学
校
を
卒
業
後
、
歩
兵
将
校
と
し
て
各
地
に
勤
務
し
、
第
一
次
大
戦
に
も
参
戦
し
た
。
そ
の
後
、
上
級
歩
兵
学
校
、
航

空
学
校
、
指
揮
参
謀
学
校
、
陸
軍
大
学
に
在
学
し
た
が
、
暗
号
を
含
む
通
信
部
門
に
入
っ
た
経
緯
な
ど
は
、
そ
の
機
密
性
の
た
め
か

定
か
で
は
な
い
。
ま
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
軍
へ
の
配
属
の
経
緯
な
ど
も
不
詳
で
あ
る
。
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
の
中
で
は
最
年
長
の
五
二

歳
で
あ
り
、
そ
の
人
柄
は
地
味
な
が
ら
も
好
評
で
あ
り
、
後
述
す
る
ウ
イ
ロ
ビ
ー
と
の
関
係
を
除
け
ば
、
司
令
部
内
で
の
人
間
関
係

は
誰
と
も
良
好
で
あ
っ
た
。

エ
ー
キ
ン
の
活
躍
は
、
む
し
ろ
バ
タ
ー
ン
脱
出
以
降
に
あ
っ
た
。
脱
出
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
日
本
軍
の
暗
号
解
読
本
部
を
設

置
し
、
暗
号
解
読
に
全
力
を
傾
注
す
る
一
方
、
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
か
し
て
、
前
線
で
の
各
作
戦
で
は
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
た
。
た
と
え
ば
、
日
本
側
が
発
信
す
る
ラ
ジ
オ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
傍
受
す
る
た
め
の
中
継
基
地
を
開
拓
し
、
日
本
軍
が
実

施
を
予
定
し
て
い
る
爆
撃
攻
撃
の
目
標
に
関
す
る
情
報
を
事
前
に
�
む
と
、
直
ち
に
自
軍
が
そ
の
爆
撃
攻
撃
を
予
防
な
い
し
反
撃
で
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き
る
よ
う
に
そ
の
情
報
を
前
線
指
揮
官
へ
緊
急
伝
達
し
た
。
そ
の
結
果
、
米
陸
軍
の
航
空
部
隊
は
多
く
の
敵
機
を
迎
撃
な
い
し
撃
墜

で
き
た
。
し
か
も
エ
ー
キ
ン
の
機
密
情
報
は
、
陸
軍
内
に
止
ま
ら
ず
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ハ
ル
ゼ
ー
（W

illiam
F.

H
alsey

Jr.

）
提
督

率
い
る
第
三
艦
隊
の
情
報
部
へ
も
提
供
さ
れ
る
な
ど
、
と
も
す
れ
ば
険
悪
と
な
り
が
ち
な
陸
海
軍
間
を
協
調
さ
せ
る
ほ
ど
の
貢
献
も

果
た
し
た
。
情
報
戦
こ
そ
が
戦
争
の
帰
趨
を
握
る
こ
と
を
エ
ー
キ
ン
は
熟
知
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
三
月
、
つ
い
に
エ
ー
キ
ン
・
チ
ー
ム
は
日
本
軍
の
暗
号
の
完
全
な
解
読
に
成
功
し
、
以
後
、
日
本
軍

の
動
向
に
つ
い
て
非
常
に
価
値
あ
る
情
報
を
次
々
と
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。
と
く
に
翌
四
四
（
同
一
九
）
年
春
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
の
要
地
ホ
ー
ラ
ン
デ
ィ
ア
で
の
水
陸
〝
蛙
飛
び
〞
作
戦
に
も
、
こ
の
チ
ー
ム
の
貴
重
な
情
報
が
大
い
に
活
か
さ
れ
た
。
た
だ
し
同

じ
く
情
報
部
門
を
担
当
す
る
参
謀
第
二
部
（
G
２
）
の
ウ
イ
ロ
ビ
ー
と
の
関
係
は
悪
化
し
て
い
く
。
そ
れ
は
ウ
イ
ロ
ビ
ー
が
暗
号
解

読
に
必
要
な
資
料
を
必
要
時
に
エ
ー
キ
ン
側
へ
回
さ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
エ
ー
キ
ン
も
精
度
の
高
い
情
報
を
G
２
を
介

さ
ず
、
直
接
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
伝
達
し
た
た
め
、
ウ
イ
ロ
ビ
ー
は
そ
れ
を
疎
ま
し
く
感
じ
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。
両
者
の
対
立
は
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
下
で
功
名
争
い
が
主
要
因
で
も
あ
っ
た
。

日
本
降
伏
後
、
エ
ー
キ
ン
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
随
伴
し
て
厚
木
に
到
着
し
、
そ
の
後
、
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
後
G
H

Q
／
S
C
A
P
）
の
民
間
通
信
局
（
C
C
S
）
局
長
に
就
任
し
た
。
そ
し
て
約
一
年
半
後
の
一
九
四
七
（
同
二
二
）
年
三
月
に
離
任
、

本
国
に
帰
国
し
た
。
同
年
少
将
と
な
り
、
陸
軍
の
通
信
局
長
と
し
て
対
日
軍
事
占
領
問
題
に
関
与
し
、
一
九
五
一
（
同
二
六
）
年
に

退
役
し
た
。

（
７
）

〔
５
〕

ウ
イ
リ
ア
ム
・
マ
ー
カ
ッ
ト

マ
ー
カ
ッ
ト
准
将
（
の
ち
少
将
）
は
沿
岸
砲
兵
隊
の
責
任
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
経
歴
に
は
不
明
な
点
が
多
い
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

軍
内
の
特
別
任
務
を
帯
び
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
任
務
で
あ
っ
た
の
か
は
現
在
も
依
然
、
機
密
事
項
と
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な
っ
て
い
る
。
彼
が
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
に
選
抜
さ
れ
た
の
は
、
対
空
砲
兵
隊
部
門
の
責
任
者
で
あ
っ
た
こ
と
以
外
に
、
そ
の
よ
う

な
特
殊
な
理
由
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

マ
ー
カ
ッ
ト
の
軍
歴
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
三
月
、
モ
ン
タ
ナ
州
の
セ
ン
ト
ル
イ
ス
生
ま
れ
。
ワ

シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
の
私
立
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
一
九
一
三
〜
一
七
（
大
正
二
〜
六
）
年
に
新
聞
記
者
を
務
め
た
の
ち
、
第
一

次
大
戦
時
に
沿
岸
砲
部
隊
に
入
隊
し
て
陸
軍
少
尉
と
な
っ
た
。
大
戦
後
の
数
年
間
、『
シ
ア
ト
ル
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
自
動
車
担
当
編

集
長
と
な
る
が
、
一
九
二
〇
（
同
九
）
年
に
陸
軍
大
尉
、
沿
岸
砲
学
校
、
指
揮
幕
僚
学
校
を
経
て
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
に

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
軍
の
幕
僚
と
し
て
マ
ニ
ラ
に
赴
任
し
、
対
空
砲
部
門
の
長
に
任
命
さ
れ
た
（
少
佐
）

（
８
）

。
日
米
開
戦
時
に
は
、
サ
ザ
ー

ラ
ン
ド
よ
り
一
歳
年
少
の
四
六
歳
で
、
准
将
へ
と
昇
格
し
て
い
た
。
バ
タ
ー
ン
攻
防
戦
を
経
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
と
も
に
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
へ
逃
亡
後
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
、
ア
ー
キ
ペ
ラ
ゴ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
各
戦
闘
を
通
じ
て
少
将
へ
と
昇
進
し

た
。
こ
の
間
に
お
け
る
彼
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
地
味
な
性
格
も
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
周
囲
の
者
か
ら
あ
ま
り
語
ら
れ
て
い

な
い
。

マ
ー
カ
ッ
ト
は
日
本
降
伏
直
後
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
と
も
に
来
日
し
、
新
設
さ
れ
た
連
合
国
四
カ
国
（
米
・
ソ
・
英
・
中
）
に
よ

る
「
対
日
理
事
会
（
A
C
J
）」
で
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
代
理
と
し
て
、
短
期
間
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
代
表
を
務
め
た
。
そ
の
一
方
で
、

一
九
四
五
（
同
二
〇
）
年
末
、
総
司
令
部
（
G
H
Q
）
で
最
大
の
組
織
を
誇
っ
た
経
済
科
学
局
（
E
S
S
）
の
二
代
目
局
長
に
就
任
し

た
。
初
代
局
長
の
レ
イ
モ
ン
ド
・
ク
レ
ー
マ
ー
（R

aym
ond

K
ram

er
）
大
佐
が
就
任
後
わ
ず
か
三
カ
月
で
帰
国
し
た
た
め
で
あ
る
。

経
済
政
策
に
は
精
通
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
彼
は
シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
・
フ
ァ
イ
ン
（Sherw

ood
Fine

）
局
長
顧
問
ら
経
済
専
門
家

に
そ
れ
を
ほ
と
ん
ど
任
せ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
フ
ァ
イ
ン
は
マ
ー
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
、「
繊
細
で
思
慮
深
く
て
、
典
型
的
な
軍
人
タ

イ
プ
と
は
ほ
ど
遠
い
人
物
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
陸
軍
士
官
学
校
の
出
身
で
は
な
い
せ
い
か
、
他
の
職
業
軍
人
た
ち
と
は
一
味
違
っ

て
い
ま
し
た
。
…
…
将
校
に
な
っ
て
何
年
も
し
て
か
ら
指
揮
・
幕
僚
学
校
へ
行
き
ま
し
た
が
、
み
ん
な
か
ら
よ
そ
者
の
よ
う
に
見
ら
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れ
ま
し
た
」
と
証
言
し
て
い
る
（
９
）

。
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
で
あ
り
な
が
ら
、
サ
ー
ク
ル
内
で
は
孤
立
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
ま

た
マ
ー
カ
ッ
ト
の
副
官
を
務
め
た
日
系
二
世
の
キ
ャ
ピ
ー
・
ハ
ラ
ダ
（C

appy
H

arada

）
中
尉
に
よ
れ
ば
、
彼
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
へ

の
忠
誠
心
に
厚
く
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
勤
務
中
は
絶
対
に
帰
宅
し
な
い
な
ど
徹
底
し
た
献
身
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
他
面
、
大
変
な
野
球

好
き
で
、
野
球
の
話
に
な
る
と
機
嫌
が
直
る
と
の
一
面
も
あ
っ
た
と
い
う
。

（
10
）

マ
ー
カ
ッ
ト
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
解
任
以
後
も
E
S
S
局
長
の
地
位
を
去
る
こ
と
な
く
、
占
領
終
了
時
ま
で
六
年
半
も
の
長
期
間
、

同
局
長
を
務
め
た
。
こ
れ
は
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
と
し
て
は
最
長
記
録
で
あ
り
、
彼
は
最
後
の
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
と
な
っ
た
。
た
だ

し
、
マ
ー
カ
ッ
ト
は
こ
の
局
長
の
地
位
よ
り
も
〝
M
資
金
〞
の
方
で
日
本
国
内
で
は
有
名
と
な
っ
て
い
る
。
M
資
金
に
な
ぜ
彼
の
名

前
が
冠
せ
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
実
態
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
も
そ
も
M
資
金
が
存
在
し
た
の
か
否
か
も
依
然
謎

の
ま
ま
で
あ
る
。
マ
ー
カ
ッ
ト
は
本
国
に
帰
国
後
、
陸
軍
省
民
事
政
府
事
務
局
（
O
C
A
M
G
）
に
務
め
た
の
ち
に
退
役
し
て
い
る
。

（
11
）

ウ
イ
ロ
ビ
ー
が
G
２
退
任
後
、
求
職
し
て
も
再
就
職
で
き
な
か
っ
た
事
実
と
比
較
す
れ
ば
、
マ
ー
カ
ッ
ト
へ
の
ア
メ
リ
カ
政
府
の
優

遇
ぶ
り
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

〔
６
〕

ハ
ロ
ル
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ

ジ
ョ
ー
ジ
准
将
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
下
で
陸
軍
航
空
部
隊
の
統
括
責
任
者
と
な
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
日
米
開
戦
時
、
日
本
軍

の
奇
襲
攻
撃
に
よ
っ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
最
大
の
航
空
基
地
ク
ラ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
（
飛
行
場
）
の
米
軍
機
が
ほ
ぼ
全
滅
し
、
ワ
シ
ン
ト

ン
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ば
か
り
の
陸
軍
航
空
部
隊
司
令
官
の
ル
イ
ス
・
ブ
リ
ア
ト
ン
（Lew

is
H

.
B

rereton

）
少
将
が
短
期
間
で
マ
ニ

ラ
を
去
る
と
、
ジ
ョ
ー
ジ
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
そ
の
後
任
者
に
任
命
さ
れ
た
。
す
で
に
彼
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
対
し
て
空
軍
部
門

全
般
に
わ
た
る
幅
広
い
情
報
や
知
識
を
提
供
し
て
お
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
厚
い
信
頼
を
得
て
い
た
。
実
際
、
日
米
開
戦
以
前
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
最
新
鋭
の
爆
撃
機
B
17
を
配
備
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
が
尽
力
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
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る
。ジ

ョ
ー
ジ
の
軍
歴
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
九
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ロ
ッ
ク
ポ
ー
ト
に
生
ま
れ
た
。

陸
軍
入
隊
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
兵
の
二
等
兵
と
な
り
、
第
一
次
大
戦
時
の
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
陸
軍
航
空
隊
に
配
属
さ
れ

た
。
そ
し
て
空
軍
戦
術
学
校
の
指
揮
・
幕
僚
学
校
を
卒
業
後
、
小
柄
な
彼
は
戦
闘
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
な
り
、〝
空
の
勇
士
（air

ace

）�

と
し
て
「
特
別
飛
行
勲
章
」
を
授
与
さ
れ
た
。
そ
の
後
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
陸
軍
の
空
軍
部
隊
を
指
揮
し
、
日
米
開
戦
後
は
粘
り
強
い
戦

闘
で
も
っ
と
も
卓
越
し
た
軍
人
の
一
人
と
し
て
称
賛
さ
れ
た
。
彼
は
最
下
級
の
兵
卒
か
ら
出
発
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
准
将
ま
で

躍
進
し
た
実
力
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
人
柄
に
つ
い
て
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、「
表
面
は
大
雑
把
に
見
え
た
が
、
実
は
心
が
温
か
く
、
皆
彼

を
知
れ
ば
気
が
合
う
よ
う
な
好
人
物
で
、
無
数
の
友
人
が
い
た
」
と
賞
賛
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
自
身
も
、
ジ
ョ
ー
ジ
を
非
常
に
好
ん

だ
。
彼
と
も
っ
と
も
親
密
で
あ
っ
た
ケ
ー
シ
ー
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
に
つ
い
て
「
彼
は
非
常
に
実
直
で
活
発
な
人
物
で
あ
り
、
バ
タ
ー
ン

で
戦
っ
て
い
た
当
時
、
米
軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
中
国
へ
と
送
り
込
む
計
画
を
立
て
た
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
積
極
的
な
性
格
と
と
も

に
、
空
軍
を
統
括
す
る
立
場
か
ら
、
ジ
ョ
ー
ジ
は
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
の
一
人
に
指
名
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時
四
九
歳
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
か
ら
脱
出
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
到
着
か
ら
間
も
な
い
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
四
月
、
パ
ラ
シ

ュ
ー
ト
訓
練
機
が
彼
の
搭
乗
し
て
い
た
飛
行
機
に
衝
突
し
、
一
命
を
落
と
し
た
の
で
あ
る
。
彼
の
葬
儀
は
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
、
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
夫
妻
も
参
列
し
た
。
こ
れ
は
戦
争
中
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
参
列
し
た
唯
一
の
葬
式
で
あ
っ
た
。
い
か
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が

ジ
ョ
ー
ジ
の
死
を
悼
ん
だ
か
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
そ
の
後
、
イ
リ
ノ
イ
州
ロ
ー
レ
ン
ス
ビ
ル
で
彼
を
記
念
し
た
飛
行
場
、

ジ
ョ
ー
ジ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
開
設
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
こ
の
式
典
に
は
約
二
万
五
〇
〇
〇
人
が
集
ま
っ
た
。
同
飛
行
場
は
翌

一
九
四
三
（
同
一
八
）
年
一
月
に
完
成
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

（
12
）
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〔
７
〕

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
テ
ィ
バ
ー
ス
　

ス
テ
ィ
バ
ー
ス
大
佐
（
の
ち
少
将
）
は
、
本
来
参
謀
第
一
部
（
G
１
）
の
人
事
担
当
幕
僚
で
あ
り
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
参
謀
長
の
補

佐
的
役
割
を
担
っ
た
人
物
で
あ
る
。
多
く
の
関
係
者
が
「
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
の
実
務
の
大
半
は
彼
が
請
け
負
っ
て
い
た
」
と
証
言
す
る

よ
う
に
、
ス
テ
ィ
バ
ー
ス
は
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
の
片
腕
的
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
も
敵
の
多
か
っ
た
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
と
は
対
照
的
に
、

温
和
な
人
柄
で
調
整
能
力
が
あ
っ
た
た
め
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
の
人
間
的
欠
陥
を
補
っ
て
い
た
と
も
い
え
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル
参
謀
次
長

は
、
ス
テ
ィ
バ
ー
ス
に
つ
い
て
「
い
つ
も
静
か
な
人
物
だ
っ
た
。
め
っ
た
に
話
を
し
な
か
っ
た
が
、
し
っ
か
り
研
究
し
て
い
た
。
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
は
彼
を
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
か
ら
連
れ
て
行
っ
た
。
彼
は
ど
こ
に
い
っ
て
も
詳
細
な
人
事
を
配
す
る
点
で
最
善
の
人

物
で
あ
る
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
考
え
た
た
め
だ
」
と
証
言
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
、
彼
は
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
の
一
員

に
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時
五
〇
歳
で
あ
っ
た
。

ス
テ
ィ
バ
ー
ス
の
軍
歴
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
一
〇
月
、
イ
リ
ノ
イ
州
に
生
ま
れ
、
ウ
イ
ス
コ
ン

シ
ン
州
の
大
学
卒
業
後
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
、
陸
軍
に
入
隊
、
第
一
次
大
戦
終
結
後
、
少
佐
と
な
っ
た
。
歩
兵
学
校
上
級
コ

ー
ス
、
指
揮
・
幕
僚
学
校
へ
と
進
み
、
一
九
三
六
（
昭
和
二
）
年
に
イ
リ
ノ
イ
州
D
S
M
（
O
L
C
）
S
S
A
W
C
を
修
了
し
た
の

ち
、
マ
ニ
ラ
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
軍
に
配
属
と
な
り
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
の
下
で
人
事
担
当
幕
僚
に
任
命
さ
れ
た
。
参
謀
第
二
部
（
G
２
）

の
ウ
イ
ロ
ビ
ー
は
、「
ス
テ
ィ
バ
ー
ス
は
感
じ
が
良
く
、
楽
天
的
で
、
控
え
め
だ
っ
た
。
彼
は
陽
気
で
も
威
勢
が
い
い
わ
け
で
も
な

く
、
ま
た
酒
飲
み
で
も
な
く
、
静
か
に
わ
が
道
を
行
く
タ
イ
プ
だ
っ
た
。
日
本
の
降
伏
以
前
に
健
康
の
問
題
だ
っ
た
と
思
う
が
、
彼

は
本
国
へ
帰
国
し
た
」
と
証
言
す
る
と
お
り
、
戦
争
終
結
時
の
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
一
二
月
に
大
佐
で
退
役
し
、
翌
四
六

（
同
二
一
）
年
九
月
に
少
将
の
地
位
で
終
わ
っ
て
い
る
。
帰
国
後
の
消
息
は
不
明
で
あ
り
、
も
っ
と
も
知
ら
れ
て
い
な
い
人
物
で

あ
る
。

（
13
）
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〔
８
〕

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
イ
ロ
ビ
ー

ウ
イ
ロ
ビ
ー
大
佐
（
の
ち
少
将
）
は
、
情
報
部
門
の
参
謀
第
二
部
（
G
２
）
で
一
貫
し
て
責
任
者
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
時
代
に
は
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
や
マ
ー
シ
ャ
ル
ほ
ど
の
地
位
と
権
威
を
得
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
日
本
占
領
期
に
入
る
と

G
H
Q
内
で
俄
然
影
響
力
を
拡
大
し
、
民
政
局
（
G
S
）
局
長
の
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
と
権
勢
を
二
分
す
る
ほ
ど
の
絶
大
な
力
を
も
つ
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
四
月
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
解
任
に
殉
じ
て
日
本
を
去
る
ま
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
傍

に
在
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
と
マ
ー
シ
ャ
ル
が
日
本
を
去
っ
て
以
後
、
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
残
留
組
の
筆
頭
格
と

な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

し
か
し
ウ
イ
ロ
ビ
ー
は
そ
の
生
い
立
ち
な
ど
、
こ
の
サ
ー
ク
ル
内
で
は
異
色
で
あ
っ
た
。
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
、
ド
イ
ツ

の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
で
プ
ロ
イ
セ
ン
男
爵
の
父
と
ア
メ
リ
カ
人
の
母
の
間
で
生
ま
れ
、
一
九
歳
の
と
き
に
母
方
の
姓
を
継
ぎ
、
ア
メ

リ
カ
に
帰
化
し
た
。
ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー
グ
大
学
卒
業
後
、
カ
ン
サ
ス
大
学
大
学
院
へ
と
進
学
。
以
後
陸
軍
に
入
り
、
第
一
次
大
戦
時
に

少
尉
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
戦
線
に
加
わ
っ
た
。
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
か
ら
一
〇
年
間
、
南
米
で
広
範
な
情
報
活
動
を
行
っ
た

の
ち
、
一
九
三
四
〜
三
五
（
昭
和
九
〜
一
〇
）
年
に
指
揮
幕
僚
学
校
の
教
官
と
な
っ
た
。
ウ
イ
ロ
ビ
ー
に
よ
れ
ば
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

が
陸
軍
参
謀
総
長
と
し
て
同
学
校
を
視
察
し
た
際
、
地
図
や
ス
ラ
イ
ド
な
ど
視
覚
に
訴
え
る
ウ
イ
ロ
ビ
ー
の
軍
事
史
の
講
義
に
興
味

を
抱
き
、「
君
に
（
将
来
の
）
チ
ャ
ン
ス
を
あ
げ
よ
う
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
と
い
う
。
ウ
イ
ロ
ビ
ー
は
こ
れ
を
生
涯
の
誇
り
と

し
、
自
ら
求
職
活
動
を
行
い
、
一
九
三
九
（
同
一
四
）
年
に
マ
ニ
ラ
に
着
任
し
た
。

た
だ
し
当
初
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
米
陸
軍
の
兵
站
部
（
G
４
）
に
配
属
さ
れ
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
グ
ル
ナ
ー
ト
（G

eorge
G

runert

）
司
令

官
の
下
で
バ
タ
ー
ン
半
島
の
防
衛
線
強
化
に
関
与
し
た
。
二
年
後
の
一
九
四
一
（
同
一
六
）
年
七
月
に
米
極
東
陸
軍
が
創
設
さ
れ
、

司
令
官
が
グ
ル
ナ
ー
ト
か
ら
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
へ
と
交
代
す
る
と
、
彼
は
念
願
の
G
２
へ
移
動
と
な
っ
た
。
時
に
五
〇
歳
。
以
来
、
一

九
五
一
（
同
二
六
）
年
ま
で
丸
一
〇
年
間
、
ウ
イ
ロ
ビ
ー
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
専
属
の
情
報
部
長
と
し
て
彼
の
側
近
の
座
を
占
め
、
絶
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大
な
権
限
を
握
る
の
で
あ
る
。

（
14
）

か
つ
て
指
揮
・
幕
僚
学
校
の
受
講
生
で
あ
っ
た
マ
ー
シ
ャ
ル
参
謀
次
長
は
、「
将
軍
〔
ウ
イ
ロ
ビ
ー
〕
は
私
が
こ
れ
ま
で
会
っ
た
人

物
の
中
で
も
っ
と
も
偉
大
な
歴
史
の
学
究
者
で
あ
り
、
き
わ
め
て
知
識
が
豊
富
で
、
自
制
的
で
威
厳
が
あ
り
、
格
式
ば
っ
た
人
物
だ

っ
た
」
と
賞
賛
す
る
（
15
）

が
、
こ
れ
は
総
司
令
部
内
で
は
少
数
派
の
見
解
と
い
え
る
。
大
方
の
ウ
イ
ロ
ビ
ー
評
に
は
、「
変
人
で
通
っ
て

お
り
、
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
の
よ
う
な
話
し
方
を
す
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
と
は
あ
ま
り
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
他
の

人
か
ら
友
人
と
は
思
わ
れ
て
お
ら
ず
、
敵
も
多
か
っ
た
。
彼
は
占
領
期
の
日
本
で
様
々
な
不
思
議
な
出
来
事
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る

が
、
諜
報
機
関
関
連
の
資
料
が
な
く
、
彼
が
や
っ
て
い
た
機
密
任
務
に
つ
い
て
は
誰
も
知
ら
な
い
」
と
の
悪
評
が
付
き
ま
と
う
。

（
16
）

事
実
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
解
任
後
、
彼
は
帰
国
し
て
中
央
情
報
局
（
C
I
A
）
の
仕
事
に
就
こ
う
と
し
た
が
、
事
実
上
拒
否
さ
れ
た
。

ス
ペ
イ
ン
の
フ
ラ
ン
コ
総
統
な
ど
と
も
親
交
が
あ
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
〝
リ
ト
ル
・
フ
ァ
シ
ス
ト
〞
と
呼
ん
だ
こ
と
は
あ
ま
り
に

も
有
名
で
あ
る
。

占
領
前
半
期
、
彼
は
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
や
ケ
ー
デ
ィ
ス
ら
民
政
局
（
G
S
）
が
推
進
す
る
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
即
し
た
日
本
の
「
非

軍
事
化
・
民
主
化
」
路
線
を
厳
し
く
批
判
し
、
ま
た
G
S
と
激
し
く
対
立
し
た
が
、
冷
戦
が
深
刻
化
す
る
過
程
で
ア
メ
リ
カ
政
府
の

占
領
政
策
が
日
本
の
「
経
済
的
自
立
化
」
路
線
へ
と
転
換
す
る
と
、
反
共
主
義
を
掲
げ
る
ウ
イ
ロ
ビ
ー
は
吉
田
茂
首
相
と
の
提
携
を

強
め
、
日
本
の
内
政
に
対
し
て
大
き
な
影
響
力
を
発
揮
す
る
な
ど
、
日
本
で
広
く
知
ら
れ
る
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
の
一
人
で
も
あ
っ

た
。２

　
中
下
層
グ
ル
ー
プ

〔
９
〕

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ウ
イ
ル
ソ
ン

ウ
イ
ル
ソ
ン
中
佐
（
の
ち
大
佐
）
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
お
よ
び
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
の
専
属
副
官
で
あ
っ
た
。
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
に
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選
ば
れ
た
の
は
、
主
と
し
て
こ
の
理
由
に
よ
る
。
彼
は
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
に
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
に
生
ま
れ
た
。

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
在
学
中
に
陸
軍
へ
の
関
心
を
深
め
て
入
隊
し
、
歩
兵
師
団
に
配
属
さ
れ
た
。
第
一
次
大
戦
時
は
メ
キ

シ
コ
国
境
の
軍
務
に
就
い
た
。
そ
し
て
日
本
軍
に
よ
る
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
攻
撃
の
直
前
に
マ
ニ
ラ
に
向
け
て
出
航
し
、
着
任
後
、
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
の
副
官
に
任
命
さ
れ
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
に
も
仕
え
た
。
日
米
開
戦
後
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
と
も

に
マ
ニ
ラ
か
ら
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
へ
移
動
し
、
そ
の
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
と
脱
出
し
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
お
よ
び
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド

の
副
官
業
務
の
の
ち
、
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
以
降
、
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
の
士
官
候
補
生
学
校
勤
務
を
経
て
、
シ
ド
ニ
ー
で
の
米

軍
資
産
歳
出
部
門
の
仕
事
に
従
事
し
た
。
日
本
の
敗
戦
、
そ
し
て
占
領
期
を
迎
え
る
と
再
び
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
幕
僚
に
任
命
さ
れ
た

ほ
か
、
G
H
Q
の
歴
史
部
門
の
長
に
就
任
し
た
。
一
九
四
八
年
に
海
外
で
の
七
年
間
の
勤
務
を
終
え
て
帰
国
し
、
ア
ラ
バ
マ
州
兵
の

指
揮
官
に
選
ば
れ
た
。
一
九
五
三
（
同
二
八
）
年
に
大
佐
で
退
役
、
そ
の
後
歴
史
学
を
修
得
し
て
、
高
校
の
教
師
と
な
っ
た
変
り
種

で
あ
る
。

（
17
）

〔
10
〕

レ
グ
ラ
ン
デ
・
デ
ィ
ラ
ー

デ
ィ
ラ
ー
中
佐
（
の
ち
准
将
）
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
副
官
と
し
て
、
ま
た
広
報
担
当
者
と
し
て
辣
腕
を
振
る
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ

ー
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
本
国
の
み
な
ら
ず
、
世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
た
一
因
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
指
示
の
下
に
デ
ィ
ラ
ー
が
巧
み
に

操
作
し
た
情
報
管
理
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
有
用
性
が
彼
を
バ
タ
ー
ン
・
ボ
ー
イ
ズ
と
さ
せ
た
ゆ
え
ん
で
あ
っ
た
。

一
九
三
〇
年
代
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
滞
在
し
て
い
た
デ
ィ
ラ
ー
は
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
七
月
に
初
め
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

に
面
会
し
た
際
、「
君
は
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
に
シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
大
学
を
卒
業
し
た
ね
。
同
年
の
ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
の
ク
ラ

ス
は
私
を
学
長
に
し
て
く
れ
る
ほ
ど
親
切
で
名
誉
あ
る
ク
ラ
ス
だ
か
ら
、
君
と
私
は
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
だ
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、
副
官

に
な
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
。
一
時
躊
躇
し
な
が
ら
も
承
諾
す
る
と
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
デ
ィ
ラ
ー
の
手
を
握
り
、
目
を
見
て
、「
君
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は
今
や
私
の
家
族
の
一
員
だ
」
と
語
り
か
け
た
と
い
う
。
恐
ら
く
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
彼
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
実
績
を
買
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
人
心
収
攬
の
術
の
一
端
を
垣
間
見
せ
る
話
で
あ
る
。

以
降
、
デ
ィ
ラ
ー
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
献
身
的
な
専
属
副
官
と
な
り
、
と
く
に
広
報
面
を
担
当
し
た
。
彼
が
細
心
の
注
意
を
払
っ

た
の
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
名
誉
や
イ
メ
ー
ジ
に
傷
が
つ
か
な
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
観
点
か
ら
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
関
す
る
不
利
な

報
道
が
流
れ
な
い
よ
う
、
内
部
か
ら
不
用
意
な
情
報
や
噂
が
外
部
へ
と
漏
れ
な
い
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
し
た
。
同
時
に
デ
ィ
ラ
ー

は
密
か
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
私
有
財
産
を
管
理
し
て
い
た
。
要
す
る
に
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
広
報
係
と
財
務
係
を
兼
ね
た
秘
書
官
で

あ
っ
た
。
彼
は
太
平
洋
戦
争
を
通
じ
て
広
報
面
で
そ
の
力
量
を
発
揮
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
英
雄
視
す
る
世
論
や
風
評
の
形
成
に
一

役
買
っ
た
。
そ
し
て
終
戦
時
に
お
け
る
ミ
ズ
ー
リ
号
上
の
日
本
降
伏
式
典
に
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
従
っ
て
参
列
し
た
。
そ
の
直
後
に

副
官
か
ら
軍
事
秘
書
と
な
り
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
六
月
ま
で
務
め
た
。
以
後
帰
国
し
、
准
将
と
し
て
退
任
し
た
。

（
18
）

〔
11
〕

シ
ド
ニ
ー
・
ハ
フ

ハ
フ
中
佐
は
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
一
〇
月
当
時
、
ア
ジ
ア
艦
隊
所
属
の
駆
逐
艦
に
乗
船
す
る
海
軍
少
尉
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
勤
務
し
て
お
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
到
着
直
後
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
面
会
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
高
速
魚
雷
艇

（
彼
は
〝
Ｐ
Ｔ
ボ
ー
ト
〞
と
呼
ば
ず
に
〝
Q
ボ
ー
ト
〞
と
呼
ん
だ
と
い
う
）
に
詳
し
い
ハ
フ
の
説
明
に
興
味
を
抱
き
、
同
ボ
ー
ト
を
イ
ギ

リ
ス
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
導
入
す
る
相
談
を
も
ち
か
け
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
ハ
フ
は
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
と
一
緒
の
ゴ
ル
フ
中
に
心
臓

麻
痺
を
起
こ
し
て
帰
国
し
、
海
軍
を
退
任
す
る
に
い
た
っ
た
。
す
る
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
退
任
し
た
ハ
フ
を
今
度
は
陸
軍
士
官
と

し
て
マ
ニ
ラ
へ
と
呼
び
戻
し
、
彼
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
専
属
副
官
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
防
衛
に
不
可
欠
な
P
T
ボ
ー
ト
艇
隊
建
設

の
構
想
を
ま
と
め
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
い
か
に
P
T
ボ
ー
ト
に
執
心
し
て
い
た
か
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
が
、
実
際
こ
の
努

力
と
先
見
性
が
、
あ
の
P
T
ボ
ー
ト
を
使
用
し
た
劇
的
な
バ
タ
ー
ン
脱
出
を
も
た
ら
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
自
身
の
命
ば
か
り
か
、
そ
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の
家
族
と
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
す
べ
て
を
救
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

な
お
ハ
フ
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
家
の
ジ
ー
ン
夫
人
と
息
子
ア
ー
サ
ー
の
世
話
係
も
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
彼
の
人
柄
や
容
貌
が
ジ
ー

ン
の
眼
鏡
に
適
っ
て
、
彼
女
に
慕
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
理
由
で
、
彼
は
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
の
一
員
に
選
ば
れ
た

の
で
あ
る
。

バ
タ
ー
ン
脱
出
後
、
ハ
フ
は
一
九
四
四
（
同
一
九
）
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
女
性
と
結
婚
す
る
が
、
そ
の
前
後
、
パ
ー
テ
ィ
等
で

の
華
や
か
な
女
性
関
係
が
災
い
し
て
ジ
ー
ン
夫
人
か
ら
疎
ま
れ
、
結
局
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
専
属
副
官
か
ら
外
さ
れ
た
。
日
本
占
領
開

始
直
後
に
ハ
フ
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
帰
国
を
申
し
出
た
が
、
慰
留
さ
れ
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
専
属
副
官
へ
と
戻
り
、
以
降
、
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
解
任
ま
で
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
解
任
さ
れ
る
と
共
に
帰
国
し
、
一
九
五
四
（
同
二
九
）
年
に
請

わ
れ
て
再
び
専
属
副
官
に
な
り
、
一
九
六
三
（
同
三
八
）
年
に
亡
く
な
る
ま
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
身
辺
を
守
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。

（
19
）

〔
12
〕

ジ
ョ
セ
フ
・
シ
ャ
ー

シ
ャ
ー
中
佐
（
の
ち
大
佐
）
は
、
米
陸
軍
の
最
高
機
密
で
あ
る
日
本
軍
の
暗
号
解
読
に
専
念
し
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
一
九
三
〇

年
代
中
期
以
降
、
日
本
の
暗
号
機
で
あ
る
パ
ー
プ
ル
・
マ
シ
ー
ン
の
解
読
作
業
を
極
秘
に
開
始
し
て
お
り
、
最
終
的
に
は
太
平
洋
戦

争
の
最
中
に
海
軍
と
も
協
力
し
て
そ
の
解
読
に
成
功
し
た
。
そ
の
よ
う
な
国
家
機
密
に
関
与
し
て
い
た
た
め
、
彼
の
個
人
情
報
は
今

な
お
非
公
開
と
な
っ
て
い
る
。
彼
が
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
の
一
員
に
選
ば
れ
た
の
は
、
そ
う
し
た
特
殊
技
能
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ

と
に
加
え
て
、
も
し
彼
が
日
本
軍
に
捕
ま
れ
ば
暗
号
解
読
の
実
態
が
す
べ
て
明
ら
か
と
な
る
な
ど
自
軍
に
と
っ
て
き
わ
め
て
損
失
と

な
り
、
逆
に
日
本
軍
に
と
っ
て
は
大
変
有
益
と
な
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

バ
タ
ー
ン
か
ら
退
避
す
る
際
、
シ
ャ
ー
は
暗
号
解
読
の
た
め
の
機
械
装
置
一
式
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
と
運
び
込
み
、
上
司
で
あ

る
エ
ー
キ
ン
准
将
の
中
央
事
務
所
に
そ
れ
を
設
置
し
て
、
自
ら
の
極
秘
の
使
命
を
継
続
し
た
。
こ
う
し
て
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
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年
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
で
つ
い
に
日
本
軍
の
暗
号
解
読
を
完
成
さ
せ
た
。
し
か
し
同
年
八
月
、
シ
ャ
ー
は
イ
ン
ド
に
お
い
て
飛
行
機

事
故
で
死
去
し
た
。
軍
事
機
密
に
よ
り
彼
の
死
は
公
表
さ
れ
ず
、
テ
ネ
シ
ー
州
の
家
族
だ
け
に
知
ら
さ
れ
た
。
な
お
葬
儀
に
は
そ
の

妻
と
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
参
謀
長
が
参
列
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

（
20
）

〔
13
〕

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
モ
ア
ハ
ウ
ス

モ
ア
ハ
ウ
ス
少
佐
（
の
ち
中
佐
）
は
軍
医
で
あ
り
、
事
実
上
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
家
の
専
属
医
で
あ
っ
た
。
彼
が
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ

ズ
に
選
ば
れ
た
理
由
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
妻
ジ
ー
ン
や
幼
少
の
息
子
ア
ー
サ
ー
が
P
T
ボ
ー
ト
で
逃
避
す
る
間
、
医
師
を
必
要
と

し
た
か
ら
で
あ
る
。

彼
は
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
三
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
生
ま
れ
、
大
学
の
医
学
部
を
卒
業
後
、
大
学
院
修
士
課
程
を
経
て
、

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
第
二
一
師
団
に
所
属
後
、
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
で
医
学
博
士
号
を
取
得
し
た
。
そ
の
後
も
上
級
医
学
学
校
へ

と
進
学
す
る
な
ど
、
終
始
軍
医
の
道
を
歩
ん
だ
。
マ
ニ
ラ
赴
任
の
時
期
と
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
バ
タ
ー
ン
で
の
勤
務
の
際
、
ケ

ー
シ
ー
お
よ
び
エ
ー
キ
ン
と
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
医
務
担
当
の
専
属
副
官
に
抜
擢
さ
れ
、
側
近

の
一
人
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
ジ
ー
ン
夫
人
は
、
一
九
四
二
（
同
一
七
）
年
三
月
の
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
脱
出
時
に
初
め
て

モ
ア
ハ
ウ
ス
と
会
っ
た
と
証
言
し
て
お
り
、
あ
く
ま
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
一
家
の
専
属
医
師
と
い
う
役
割
を
急
遽
担
わ
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。

一
九
四
三
（
同
一
八
）
年
か
ら
四
四
（
同
一
九
）
年
初
頭
に
か
け
て
、
彼
は
一
時
帰
国
し
た
際
に
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
政
治
に
は

興
味
を
持
っ
て
い
な
い
」、
つ
ま
り
大
統
領
に
な
る
意
思
が
な
い
と
講
演
し
た
が
、
そ
れ
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
真
意
を
正
し
く
伝
え

て
い
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
逆
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
参
謀
長
に
よ
っ
て
、
彼
は
副
官
の
地
位
を
追
わ
れ
た
。

一
九
四
四
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
佐
と
な
り
、
戦
後
の
四
七
（
同
二
二
）
年
に
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
博
士
号
を
取
得
、
翌
四
八
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（
同
二
三
）
年
に
は
ア
メ
リ
カ
本
国
の
中
佐
と
な
っ
た
。

（
21
）

〔
14
〕

ジ
ョ
セ
フ
・
マ
ク
ミ
ッ
キ
ン
グ

マ
ク
ミ
ッ
キ
ン
グ
大
尉
は
、
ス
ペ
イ
ン
人
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
と
の
混
血
で
若
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
陸
軍
の
大
尉
で
あ
っ
た
。
現
地
の
上

流
家
庭
の
出
身
で
あ
る
た
め
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
主
要
家
族
と
交
流
が
あ
り
、
人
脈
が
豊
富
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
彼
は
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
や
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
社
会
と
の
仲
介
役
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
。
彼
が
唯
一
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
と
し
て
バ
タ
ー
ン

ボ
ー
イ
ズ
に
加
え
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。
ジ
ー
ン
夫
人
は
、「
マ
ク
ミ
ッ
キ
ン
グ
は
ス
ペ
イ
ン
人
で
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
住
ん
で
お
り
、
ロ
ム
ロ
将
軍
に
似
て
い
た
。
将
軍
が
彼
を
陸
軍
に
入
れ
、
将
軍
の
幕
僚
に
し
た
。
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
将

軍
の
下
で
直
接
働
い
た
。
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
が
彼
を
ボ
ー
ト
に
乗
せ
る
よ
う
に
言
っ
た
。
彼
は
家
族
（
母
親
と
二
人
の
妹
）
を
日
本
軍

に
よ
っ
て
殺
さ
れ
て
い
る
の
で
、
自
分
も
殺
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
と
言
っ
て
。
彼
は
マ
ニ
ラ
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
た
。
彼
と
妻
は

私
た
ち
と
親
し
い
友
人
で
あ
っ
た
」
と
証
言
し
て
い
る
。

し
か
し
マ
ク
ミ
ッ
キ
ン
グ
は
戦
時
中
に
何
ら
か
の
原
因
で
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
と
衝
突
し
た
た
め
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
に
G

２
の
諜
報
機
関
の
職
務
を
解
任
さ
れ
て
、
総
務
的
な
仕
事
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
へ
と
左
遷
さ
れ
た
。
よ
う
や
く
一
九
四
五
（
同
二
〇
）
年

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
凱
旋
し
て
マ
ニ
ラ
に
戻
っ
た
も
の
の
、
家
族
全
員
が
日
本
軍
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
て
い
る
事
実
を
知
り
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
。
彼
は
戦
後
マ
ニ
ラ
で
録
音
テ
ー
プ
製
造
会
社
を
興
し
、
事
業
家
と
し
て
は
大
成
し
た
。

（
22
）

〔
15
〕

ポ
ー
ル
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ

ロ
ジ
ャ
ー
ズ
軍
曹
（
の
ち
中
尉
）
は
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
の
専
属
秘
書
官
で
あ
り
、
の
ち
に
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
秘
書
官
も
兼
ね
た

人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
中
西
部
で
生
ま
れ
、
ミ
ズ
ー
リ
州
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ウ
ェ
ル
大
学
在
学
中
に
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陸
軍
に
入
隊
し
、
日
米
開
戦
直
前
の
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
〇
月
、
米
極
東
陸
軍
の
兵
卒
と
し
て
マ
ニ
ラ
に
到
着
し
た
。
直

ち
に
そ
の
優
れ
た
速
記
能
力
が
認
め
ら
れ
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
参
謀
長
の
速
記
者
兼
タ
イ
ピ
ス
ト
に
任
命
さ
れ
た
。
彼
は
サ
ザ
ー
ラ
ン

ド
に
と
っ
て
不
可
欠
な
人
物
と
し
て
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
に
選
ば
れ
た
唯
一
の
下
士
官
で
あ
っ
た
。
当
時
二
二
歳
で
、
最
年
少
で
も

あ
っ
た
。

バ
タ
ー
ン
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
退
避
し
た
の
ち
も
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
以
前
同
様
に
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
専
用
の
速
記
者
兼
タ
イ
ピ

ス
ト
と
し
て
の
職
務
を
続
け
た
。
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
も
と
よ
り
、
現
地
と
本
国
の
間
の
極
秘
の
交
信
も
タ
イ
プ
し
て
い
た
た
め
、

彼
は
す
べ
て
の
局
面
に
ほ
ぼ
精
通
し
て
い
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
間
の
確
執
を
も
熟
知
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が

一
因
で
彼
は
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
陥
っ
た
。
し
か
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
凱
旋
後
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
廃
墟
と
化
し
た
マ
ニ
ラ
を
見
て
罪
の
意
識

に
苛
ま
れ
た
。
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
を
脱
出
し
た
の
ち
、
残
さ
れ
た
多
く
の
友
人
達
が
捕
虜
に
な
り
、
多
く
の
者
が
命
を
落
と
し
た
こ

と
を
知
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
戦
後
、
彼
は
本
国
に
戻
り
、
博
士
号
を
取
得
し
、
大
学
の
経
済
学
教
授
と
な
っ
た
が
、
戦
争
に
つ
い
て

語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
時
、
彼
は
懇
願
さ
れ
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
モ
デ
ル
と
し
た
映
画
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
シ
ー
ザ
ー
」
へ
の

出
演
を
承
諾
し
た
も
の
の
、
そ
の
撮
影
途
中
で
現
場
を
立
ち
去
る
と
い
っ
た
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
。
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
に

ガ
ン
で
死
去
し
た
が
、
自
殺
説
も
あ
る
。

（
23
）

３
　
そ
の
他

以
上
の
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
一
五
名
に
加
え
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
と
も
に
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
を
脱
出
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ま

で
同
行
し
た
主
要
人
物
が
い
た
。
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
（F

rancis
W

.
R

ockw
ell

）
海
軍
少
将
と
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
レ
イ

（H
.Jam

es
R

ay

）
海
軍
大
佐
で
あ
る
。

レ
イ
の
消
息
は
不
明
で
あ
る
が
、
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
に
つ
い
て
は
次
の
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
彼
は
日
米
開
戦
直
前
の
一
九
四
一
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（
昭
和
一
六
）
年
一
一
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
沿
岸
防
衛
司
令
官
に
任
命
さ
れ
た
。
開
戦
直
後
、
日
本
軍
の
猛
攻
撃
に
よ
り
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
米
空
軍
が
潰
滅
状
態
に
陥
り
、
そ
の
た
め
ト
ー
マ
ス
・
ハ
ー
ト
（T

hom
as

C
.

H
art

）
少
将
率
い
る
ア
ジ
ア
艦
隊
は
南
方
へ
と
退

避
し
た
が
、
同
年
一
二
月
下
旬
に
司
令
部
が
マ
ニ
ラ
か
ら
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
へ
移
動
す
る
と
、
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
海

軍
の
総
責
任
者
（
第
一
六
海
軍
区
司
令
官
兼
任
）
に
任
命
さ
れ
、
海
軍
沿
岸
防
衛
軍
と
と
も
に
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
へ
移
動
し
、
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
の
指
揮
下
に
入
っ
た
。
と
く
に
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
は
、
レ
イ
参
謀
長
と
と
も
に
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
関
心
を
示
す
P
T
ボ
ー
ト

を
使
用
し
た
脱
出
シ
ナ
リ
オ
を
作
り
上
げ
、
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
厚
い
信
頼
を
獲
得
し
た
。
な

お
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
解
任
さ
れ
た
一
九
五
一
（
同
二
六
）
年
時
点
で
、
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
は
ハ
ワ
イ
を
拠
点
と
す
る
太
平
洋
艦
隊
本
部

勤
務
と
な
っ
て
お
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
夫
妻
が
東
京
を
発
っ
て
オ
ア
フ
島
に
立
ち
寄
っ
た
際
、
自
己
の
宿
舎
を
提
供
し
て
い
る
。

（
24
）

も
う
一
人
、
四
隻
の
P
T
ボ
ー
ト
艇
隊
の
指
揮
官
バ
ッ
ク
リ
ー
海
軍
中
尉
（
の
ち
少
将
）
に
つ
い
て
も
特
記
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

彼
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
脱
出
を
成
功
へ
と
導
い
た
英
雄
と
し
て
内
外
に
そ
の
名
を
高
か
ら
し
め
た
人
物
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
八
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
生
ま
れ
た
彼
は
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
当
時
（
三
〇
歳
）、
フ
ロ
リ

ダ
州
キ
ー
ウ
エ
ス
ト
で
高
速
魚
雷
艇
の
実
験
に
携
わ
っ
て
い
た
。
荒
れ
狂
う
海
の
中
で
、
P
T
ボ
ー
ト
が
装
備
す
る
魚
雷
の
性
能
の

向
上
や
魚
雷
発
射
誘
導
装
置
の
改
善
、
ま
た
五
〇
ミ
リ
機
関
銃
等
の
戦
闘
能
力
の
向
上
な
ど
を
目
的
と
す
る
様
々
な
テ
ス
ト
に
関
与

し
て
い
た
。
現
場
の
二
人
の
指
揮
官
の
中
か
ら
ど
ち
ら
か
一
人
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
や
む
な
く
彼
の
コ
レ

ヒ
ド
ー
ル
行
き
が
決
ま
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
帰
国
し
て
わ
ず
か
八
カ
月
後
の
こ
と
で
あ
り
、
気
乗
り
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
選

択
の
余
地
は
な
か
っ
た
。
同
年
八
月
、
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
出
向
く
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
米
海
軍
の
魚
雷
艇
隊
の
指
揮
を
命
じ
ら
れ
る
と
同

時
に
、
戦
闘
態
勢
を
取
る
よ
う
厳
命
さ
れ
た
た
め
、
タ
ン
カ
ー
に
積
み
込
ん
だ
六
隻
の
P
T
ボ
ー
ト
す
べ
て
が
、
マ
ニ
ラ
到
着
ま
で

燃
料
を
満
タ
ン
に
し
て
船
上
で
訓
練
を
行
う
な
ど
、
常
時
開
戦
の
態
勢
を
保
っ
た
と
い
う
。
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バ
ッ
ク
リ
ー
の
マ
ニ
ラ
到
着
時
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
日
本
海
軍
の
猛
攻
撃
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
防
衛
す
る
手
段
と
し
て
、
Ｐ
Ｔ
ボ

ー
ト
二
〇
〇
隻
を
保
有
す
べ
き
こ
と
を
強
く
主
張
し
て
い
た
。
彼
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
依
頼
さ
れ
て
魚
雷
艇
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト

を
提
出
し
た
。
彼
の
下
に
は
現
有
の
六
隻
の
P
T
ボ
ー
ト
に
加
え
、
さ
ら
に
六
隻
が
ハ
ワ
イ
か
ら
到
着
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
ら
は
日
米
開
戦
時
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
彼
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
魚
雷
艇
四
艇
を
使
っ
て
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
相
手
に
初
歩
的
訓
練
を
実
施
し
た
。
一
方
、
沿
岸
防
備
担
当
の
海
軍
大
佐
（
レ
イ
と
思
わ
れ
る
）
が
魚
雷
艇
を
攻
撃
用
に
も
使

う
よ
う
主
張
し
た
こ
と
か
ら
、
バ
ッ
ク
リ
ー
率
い
る
艇
隊
は
、
ハ
ー
ト
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
両
司
令
官
が
見
守
る
中
で
模
擬
実
験
を
行

い
、
高
速
魚
雷
艇
が
軽
巡
洋
艦
に
対
し
て
高
い
攻
撃
能
力
を
も
つ
こ
と
を
実
証
し
た
。
以
後
、
P
T
ボ
ー
ト
隊
は
従
来
の
警
備
中
心

の
任
務
か
ら
攻
撃
主
体
の
任
務
へ
と
転
換
し
た
と
い
う
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
こ
の
よ
う
な
実
績
を
踏
ま
え
て
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
脱
出

時
に
は
本
国
政
府
や
軍
部
首
脳
が
想
像
し
な
か
っ
た
P
T
ボ
ー
ト
を
選
択
し
て
驚
か
せ
た
が
、
無
事
に
脱
出
を
成
功
さ
せ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
成
功
劇
は
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
へ
の
大
き
な
贈
り
物
だ
っ

た
」
と
バ
ッ
ク
リ
ー
は
自
慢
す
る
。

ま
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
バ
ッ
ク
リ
ー
の
よ
う
な
大
胆
で
無
鉄
砲
な
フ
ァ
イ
タ
ー
を
好
ん
だ
。「
知
ら
な
い
者
が
操
作
す
る
潜
水

艦
に
は
乗
り
た
く
な
い
。
私
は
こ
の
男
が
好
き
だ
か
ら
、
彼
に
自
分
の
運
を
任
せ
た
い
」
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。

実
際
バ
ッ
ク
リ
ー
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
期
待
に
応
え
、
厳
し
い
試
練
を
乗
り
越
え
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
そ
の
家
族
、
そ
し
て
バ
タ

ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
を
南
方
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
カ
ガ
ヤ
ン
ま
で
無
事
送
り
届
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
彼
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
に
参

加
し
、
次
い
で
太
平
洋
へ
と
戻
り
P
T
ボ
ー
ト
の
指
揮
官
と
な
っ
た
。
海
軍
で
も
多
岐
に
わ
た
る
経
験
を
積
み
、
一
九
八
〇
年
代
ま

で
現
役
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
九
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
存
命
し
た
た
め
、
バ
タ
ー
ン
・
グ
ル
ー
プ
を
知
る
最
後
の
人
物
と
な
っ
た
。

（
25
）
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P
ersons

Interview
ed:

M
acA

rhur
O

ral
H

istory
P

roject
com

piled
by

Judy
R

.H
otard.

（
４
）

O
ralR

em
iniscences

ofM
ajor

G
eneralR

ichard
J.M

arshall,July
27,1971.

（
５
）

E
xcerpts

from
O

ralR
em

iniscences
ofM

ajor
G

eneralC
ourtney

W
hitney,A

ugust28,1967.

（
６
）

Ibid.,E
ngineer

M
em

oirs
M

ajor
G

eneralH
ugh

J.C
asey,U

S
A

rm
y.

（
７
）

M
acA

rthur
M

em
orialLibrary

C
ollection.

（
８
）

M
acA

rthur
M

em
orialLibrary

C
ollection.

思
想
の
科
学
研
究
会
編
『
共
同
研
究
　
日
本
占
領
』（
徳
間
書
店
、
一
九
七
二
年
刊
）

四
四
一
頁
参
照
。

（
９
）

竹
前
栄
治
著
『
日
本
占
領
　
G
H
Q
高
官
の
証
言
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
八
年
刊
）
一
六
七
頁
。

（
10
）

C
appy

H
arada

氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
一
九
八
四
年
九
月
一
四
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
に
て
）。

（
11
）

M
acA

rthur
M

em
orialLibrary

C
ollection.

（
12
）

Ibid.,O
ralR

em
iniscences

ofM
ajor

G
eneralR

ichard
J.M

arshall; ibid.E
ngineer

M
em

oirs
M

ajor
G

eneralH
ugh

J.
C

asey,U
S

A
rm

y;T
he

Sun
N

ew
s,M

ay
1,1942;T

he
A

rgus,M
elbourne,M

ay
1,1942.

（
13
）

M
acA

rthur
M

em
orialLibrary

C
ollection.

（
14
）

O
ralR

em
iniscences

ofM
ajor

G
eneralC

harles
A

.W
illoughby,July

30,1971.

（
15
）

Ibid.,O
ralR

em
iniscences

ofM
ajor

G
eneralR

ichard
J.M

arshall.

（
16
）

M
acA

rthur
M

em
orialLibrary

C
ollection.

（
17
）

M
acA

rthur
M

em
orialLibrary

C
ollection.

（
18
）

G
eneralLeG

rande
D

iller,9/26/1982.

（
19
）

Sid
H

uff,M
y

Fifteen
Y

ears
W

ith
G

eneralM
acA

rthur;B
y

his
long-tim

e
aide

C
ol.Sid

H
uff,U

SA
w

ith
Joe

A
lex
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M
orris,1964.

（
20
）

M
acA

rthur
M

em
orialLibrary

C
ollection.

（
21
）

M
acA

rthur
M

em
orialLibrary

C
ollection.

（
22
）

Papers
ofJean

M
acA

rhur,O
ralH

istory,T
ranscript#7,G

R
13,A

ugust17,1984.
（
23
）

R
G

-46:Papers
ofLieutenantPaulP.R

ogers,U
SA

.

（
24
）

Ibid.,Jean
Faircloth

M
acA

rthur
#7.

（
25
）

Ibid.,A
dm

iralC
harles

B
alkeley.

d

日
米
開
戦
前
夜
か
ら
マ
ニ
ラ
脱
出
ま
で

―
―
一
九
四
一
年
一
〇
月
か
ら
同
年
一
二
月
ま
で
―
―

１
　
日
米
開
戦
以
前
の
ワ
シ
ン
ト
ン

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
二
月
八
日
午
前
三
時
一
九
分
（
現
地
時
間
で
は
七
日
午
前
八
時
一
九
分
）、
日
本
軍
に
よ
る
ハ
ワ
イ
・

パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
攻
撃
開
始
に
よ
っ
て
日
米
開
戦
の
火
蓋
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。
で
は
、
そ
の
直
前
に
お
け
る
ワ
シ
ン
ト
ン
と
現

地
マ
ニ
ラ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
防
衛
構
想
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
、
開
戦
二
カ
月
前
の
一
〇
月
八
日
、
陸
軍
参
謀
部
の
戦
争
計
画
部
（
W
P
D
）
部
長
レ
ナ
ー
ド
・
ゲ
ロ
ー

（Leonard
T

.
G

erow

）
准
将
の
下
で
ま
と
め
ら
れ
た
覚
書
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
の
戦
略
概
念
」
が
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン

（H
enry

L.Stim
son

）
陸
軍
長
官
に
提
出
さ
れ
た
。

（
１
）

そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

①
日
本
は
ソ
連
東
部
、
中
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
支
配
を
熱
望
し
て
い
る
。
も
し
状
況
が
有
利
に
な
れ
ば
、
日
本
は
戦
争
へ
と
乗

り
出
す
だ
ろ
う
。
②
現
在
の
抑
止
力
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
強
力
か
つ
攻
撃
的
な
空
軍
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
さ
ら
に
強

化
す
べ
き
で
あ
る
。
③
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
は
日
本
の
南
進
の
経
路
に
当
る
。
も
し
日
本
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
避
け
て
西
進
す
れ
ば
、
日
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本
の
兵
站
線
は
常
に
空
と
海
か
ら
の
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
る
。
も
し
日
本
が
東
進
す
れ
ば
、
米
太
平
洋
艦
隊
の
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
に

な
る
。
た
と
え
日
本
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
通
路
を
巧
み
に
避
け
て
も
、
英
・
蘭
合
同
空
軍
か
ら
の
攻
撃
に
直
面
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

（
日
本
の
南
進
）
作
戦
は
コ
ス
ト
が
大
き
く
、
最
後
の
手
段
以
外
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
へ
の
攻
撃
実
施
を
躊
躇
す
る

だ
ろ
う
。
⑤
四
一
年
五
月
時
点
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
は
約
二
万
九
〇
〇
〇
名
（
訓
練
中
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
陸
軍
予
備
軍
は
九
万
一
〇
〇
〇
名
）

の
ほ
か
、
対
空
砲
部
隊
一
個
連
隊
、
戦
車
一
個
大
隊
（
五
四
両
）
等
で
あ
り
、
重
爆
撃
機
九
機
、
新
型
機
八
一
機
を
保
有
す
る
空
軍

は
、
同
年
末
に
重
爆
撃
機
三
五
機
、
軽
爆
撃
機
五
二
機
、
そ
の
他
五
〇
機
へ
と
拡
充
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

上
記
の
よ
う
に
W
P
D
は
、
日
本
の
軍
事
能
力
を
決
し
て
軽
視
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
陸
空
軍
へ
の
信
頼
度
が

比
較
的
高
く
、
日
本
軍
の
南
進
に
対
す
る
連
合
国
軍
の
抑
止
効
果
と
い
う
点
で
は
意
外
な
ほ
ど
楽
観
的
で
あ
っ
た
。

マ
ー
シ
ャ
ル
陸
軍
参
謀
総
長
も
、
一
〇
月
二
一
日
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
宛
覚
書
で
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
守
備
す
る
米
比
軍
は

三
万
一
〇
〇
〇
名
で
あ
る
。
日
本
は
揺
れ
動
い
て
お
り
、
日
本
の
眼
前
に
あ
る
強
力
な
（
連
合
国
の
）
空
海
軍
が
日
本
軍
の
行
動
を

抑
止
す
る
か
、
あ
る
い
は
日
本
を
枢
軸
国
側
か
ら
引
き
離
す
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
日
本
が
（
開
戦
へ
と
）
動
け
ば
、
そ
の
制
圧

は
困
難
で
あ
ろ
う
」
と
万
一
の
事
態
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
（
２
）

。

ま
た
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
翌
一
一
月
一
九
日
、
日
米
交
渉
決
裂
と
い
う
最
悪
の
事
態
に
備
え
て
、
参
謀
部
幕
僚
に
日
本
空
襲
を
実
施

す
る
た
め
の
情
報
収
集
を
指
示
し
た
。
と
く
に
彼
は
、
一
二
月
一
日
に
宣
戦
が
布
告
さ
れ
た
場
合
、
ソ
連
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
周

辺
基
地
か
ら
（
米
軍
機
が
）
日
本
を
攻
撃
す
る
可
能
性
を
考
慮
し
て
い
た
た
め
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
日
本
を
ど
の
よ
う
に
攻
撃
す
る

の
か
を
知
り
た
が
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
下
に
派
遣
さ
れ
た
極
東
陸
軍
航
空
部
隊
司
令
官
の
ブ
レ

ア
ト
ン
少
将
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
た
。
ブ
レ
ア
ト
ン
が
一
一
月
に
マ
ニ
ラ
到
着
後
、
鉄
鋼
産
業
、
石
油
・
電
力
産
業
な
ど
に
関
わ

る
日
本
本
土
の
工
業
地
帯
約
六
〇
〇
の
目
標
箇
所
を
示
し
た
地
図
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
下
へ
送
ら
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
米
空
軍
に
よ

る
日
本
空
襲
が
討
議
さ
れ
た
。
最
優
先
の
攻
撃
目
標
と
な
る
鉄
鋼
産
業
が
特
定
地
域
に
過
度
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
や
、
横
浜
や
東
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京
な
ど
大
都
市
が
人
口
過
密
で
あ
る
た
め
、
空
襲
の
効
果
は
大
き
い
と
判
断
さ
れ
た
。
し
か
し
最
終
的
に
は
、「
わ
れ
わ
れ
が
攻
勢

に
転
じ
る
に
は
早
す
ぎ
る
。
一
六
〇
機
か
ら
一
七
〇
機
の
重
爆
撃
機
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
配
備
さ
れ
れ
ば
空
軍
力
は
強
化
さ
れ
る
が
、

現
状
で
は
強
力
な
空
軍
と
は
い
え
ず
、
論
議
さ
れ
て
い
る
日
本
空
襲
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
空
軍
力
が
依
然
弱
い
」
と
否
定
的
な
結
論

と
な
っ
た
。

（
３
）

さ
ぞ
マ
ー
シ
ャ
ル
は
落
胆
し
た
で
あ
ろ
う
。

対
日
攻
撃
が
難
し
い
と
な
れ
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
防
衛
態
勢
は
受
身
に
徹
す
る
ほ
か
な
い
。
一
一
月
二
六
日
午
前
、
マ
ー
シ
ャ
ル

は
、
ゲ
ロ
ー
部
長
、
陸
軍
空
軍
部
隊
司
令
官
ヘ
ン
リ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
（H

enry
H

.
A

rnold

）
少
将
、
W
P
D
部
員
の
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
バ
ン
デ
ィ
（C

harles
W

.B
undy

）、
ト
マ
ス
・
ハ
ン
デ
ィ
（T

hom
as

T
.H

andy

）
両
大
佐
を
参
謀
総
長
室
に
集
め
て
重
要
な
会

議
を
行
っ
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、「
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
と
ハ
ル
国
務
長
官
が
日
本
と
の
交
渉
は
早
期
に
中
断
す
る
だ
ろ
う
と
考

え
て
い
る
」、
ま
た
「
両
者
は
開
戦
時
に
日
本
軍
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
猛
攻
撃
す
る
可
能
性
を
予
期
し
て
い
る
が
、
私
は
そ
の
可
能
性

は
な
い
と
述
べ
た
」
旨
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
と
し
て
、「
日
本
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
攻
撃
を
実
施
す
る
に
は
前
記
の

よ
う
な
多
く
の
障
害
が
あ
る
か
ら
だ
」
と
指
摘
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
対
し
、「
ど
の
よ
う
な
指
示
を
出
す
か

が
緊
急
課
題
で
あ
る
」
と
の
認
識
で
一
致
し
、
も
し
「
交
渉
が
行
き
詰
ま
り
、
開
戦
を
回
避
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は

（
日
本
か
ら
の
）
最
初
の
明
白
な
第
一
撃
を
避
け
る
よ
う
」
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
へ
伝
達
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
日
本
軍

へ
の
偵
察
行
動
を
制
約
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
米
海
軍
を
支
援
し
て
、
同
海
軍
に
日
本
の
輸
送
船
団
を
攻
撃
さ
せ
る
こ
と
も
提
言
さ

れ
た
。

（
４
）

以
上
の
よ
う
に
、
マ
ー
シ
ャ
ル
が
日
米
開
戦
を
確
信
し
な
が
ら
も
、
日
本
軍
の
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
攻
撃
の
可
能
性
と
同
様
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
侵
攻
の
可
能
性
を
ほ
と
ん
ど
否
定
し
て
い
た
こ
と
は
き
わ
め
て
重
大
で
あ
っ
た
。
海
軍
を
統
率
す
る
作
戦
部
長
の
ハ
ロ
ル

ド
・
ス
タ
ー
ク
（H

arold
R

.
Stark

）
大
将
も
マ
ー
シ
ャ
ル
の
見
解
に
同
調
し
て
い
た
。
で
は
陸
海
軍
の
両
首
脳
は
、
日
本
軍
の
最

初
の
進
攻
地
点
を
ど
の
よ
う
に
予
想
し
て
い
た
の
か
。
両
者
は
翌
二
七
日
の
大
統
領
宛
覚
書
（
主
題
「
極
東
情
勢
」）
の
中
で
、「
も
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し
交
渉
が
決
裂
し
た
な
ら
ば
、
日
本
は
ビ
ル
マ
、
タ
イ
、
マ
ラ
ヤ
、
蘭
印
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
攻
撃
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
最
近
の
日
本
軍
の
動
き
は
す
べ
て
南
方
へ
と
向
い
て
い
る
。
た
だ
し
ル
ソ
ン
島
の
米
軍
部
隊
が
移
動
し
な
い
限
り
、
マ
ラ
ヤ

や
蘭
印
へ
の
直
接
攻
撃
は
難
し
い
。
と
す
れ
ば
、
ビ
ル
マ
か
タ
イ
が
比
較
的
大
き
な
衝
突
無
し
に
介
入
で
き
る
地
域
と
な
り
、
両
国

へ
の
攻
撃
が
日
本
の
目
標
と
な
る
」
と
推
定
し
た
。
た
だ
し
両
者
は
、「
ビ
ル
マ
攻
撃
は
難
し
く
失
敗
す
る
だ
ろ
う
」
と
の
楽
観
的

な
分
析
を
依
然
示
し
た
。

そ
こ
で
マ
ー
シ
ャ
ル
と
ス
タ
ー
ク
は
、「
日
本
が
タ
イ
へ
と
進
駐
し
た
場
合
、
米
・
英
・
蘭
三
国
政
府
は
日
本
に
対
し
、『
境
界
行

為
は
戦
争
を
導
き
入
れ
る
』
と
警
告
す
べ
き
で
あ
る
。
警
告
を
発
す
る
以
前
に
は
、
連
合
国
の
軍
事
対
抗
措
置
は
取
ら
れ
る
べ
き
で

は
な
い
」
と
大
統
領
に
進
言
し
た
。
結
局
両
者
の
進
言
が
容
れ
ら
れ
て
、
一
二
月
一
日
、
三
国
政
府
は
「
米
・
英
・
蘭
印
の
重
大
な

利
害
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
の
周
辺
水
域
な
い
し
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
日
本
遠
征
軍
の
行
動
を
敵
対
行
為
と
見
な
す
」
旨
の
警
告

を
日
本
政
府
に
発
し
た
。

（
５
）

同
日
、
日
本
側
は
御
前
会
議
で
米
英
蘭
三
国
へ
の
開
戦
を
決
断
し
て
い
た
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
陸
海
軍

首
脳
は
日
本
へ
の
対
抗
措
置
に
踏
み
切
ろ
う
と
は
せ
ず
、
傍
観
す
る
態
度
を
取
り
続
け
た
。
日
本
軍
に
よ
る
ハ
ワ
イ
お
よ
び
フ
ィ
リ

ピ
ン
へ
の
奇
襲
作
戦
が
秒
読
み
段
階
に
入
っ
て
い
る
と
は
ま
っ
た
く
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
現
有
勢
力
の
存
在
が
日
本
軍
の
南
方
進
出
を
牽
制
し
て
い
る
と
軍
部
が
深
く
信
じ
て
い
た
こ
と
は
、
結
果
論
と
し
て
も
、
驚
く

べ
き
誤
認
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
で
は
、
ま
だ
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
や
ハ
ル
の
方
が
的
確
な
予
想
を
し
て
い
た
と
い
え
る
。

２
　
日
米
開
戦
以
前
の
マ
ニ
ラ

で
は
現
地
マ
ニ
ラ
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
七
月
二
六
日
に
創
設
さ
れ
た
米
極
東
軍
（
U
S
A
F
F
E
）

司
令
官
に
就
任
し
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
八
月
一
日
、
戦
争
計
画
部
（
W
P
D
）
が
勧
告
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
防
衛
力
の
大
幅
な
強
化

（
七
月
三
一
日
に
マ
ー
シ
ャ
ル
に
よ
る
承
認
済
み
）
を
当
然
な
が
ら
認
め
た
。
そ
の
結
果
、
七
月
以
降
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
大
量
の
人
員
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と
物
資
が
投
入
さ
れ
、
一
一
月
に
は
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
兵
部
隊
が
投
入
さ
れ
て
、
米
軍
守
備
隊
は
三
万
一
〇
九
五
名
（
こ
の
う
ち

一
万
二
〇
〇
〇
名
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ス
カ
ウ
ト
）
へ
と
増
強
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
フ
ィ
リ
ピ
ン
陸
軍
の
予
備
軍
一
〇
個
師
団
、
約
一
〇

万
名
が
存
在
し
た
。

（
６
）

そ
の
一
方
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
防
衛
の
土
台
を
築
い
て
き
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
米
軍
司

令
官
の
グ
ル
ナ
ー
ト
少
将
を
そ
の
地
位
か
ら
追
い
落
と
し
た
。
そ
し
て
グ
ル
ナ
ー
ト
の
上
級
幕
僚
た
ち
を
自
己
の
幕
僚
に
転
任
さ
せ

て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
部
隊
の
将
校
に
対
す
る
訓
練
を
徹
底
的
に
行
わ
せ
た
。
こ
の
グ
ル
ナ
ー
ト
解
任
に
対
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
へ
の

不
満
や
不
信
感
を
抱
い
た
上
級
将
校
が
米
軍
内
に
少
な
か
ら
ず
い
た
。

（
７
）

一
〇
月
二
八
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
マ
ー
シ
ャ
ル
に
対
し
、
楽
観
的
な
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
軍
事
状
況
の
概
要
を
示
し
た
上
で
、
現
地

軍
の
「
士
気
は
高
く
、
訓
練
の
結
果
、
期
待
以
上
の
も
の
へ
と
進
展
し
た
」
と
自
慢
げ
に
報
告
し
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

防
衛
の
た
め
に
陸
軍
省
が
作
成
し
た
「
レ
イ
ン
ボ
ー
Ⅴ
」
の
作
戦
計
画
を
修
正
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

そ
も
そ
も
「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
作
戦
計
画
と
は
、
一
九
三
九
（
同
一
四
）
年
六
月
に
策
定
さ
れ
た
戦
争
の
想
定
計
画
で
あ
り
、
五
種

類
の
異
な
っ
た
情
勢
を
基
礎
と
し
て
お
り
、
従
来
の
オ
レ
ン
ジ
・
プ
ラ
ン
な
ど
の
色
別
計
画
と
は
区
別
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
「
レ
イ

ン
ボ
ー
Ⅱ
」
は
五
計
画
の
中
で
、
太
平
洋
に
対
し
も
っ
と
も
積
極
的
な
作
戦
を
行
う
内
容
で
あ
っ
た
。
し
か
し
第
二
次
大
戦
勃
発
後

に
フ
ラ
ン
ス
が
敗
退
し
、
イ
ギ
リ
ス
も
降
伏
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
緊
急
事
態
に
直
面
し
、
ア
メ
リ
カ
は
ア
ジ
ア
よ
り
も
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
方
が
自
国
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
よ
り
重
大
か
つ
深
刻
で
あ
る
と
受
け
止
め
た
。
そ
こ
で
翌
一
九
四
〇
（
同
一
五
）
年
一

一
月
、
ス
タ
ー
ク
と
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
が
参
戦
す
る
場
合
、
大
西
洋
で
は
〝
攻
勢
〞
を
取
り
、
太
平
洋
で
は
〝
防
勢
〞
を

取
る
と
の
戦
略
を
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
進
言
し
た
。
こ
う
し
て
ア
メ
リ
カ
は
「
レ
イ
ン
ボ
ー
Ⅱ
」
か
ら
、
単
独
の
戦
争
を
想
定
す
る

「
レ
イ
ン
ボ
ー
Ⅳ
」
へ
と
傾
き
、
艦
隊
を
ハ
ワ
イ
に
留
め
た
ま
ま
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
海
軍
の
増
援
部
隊
を
派
遣
し
な
い
な
ど
、「
太

平
洋
方
面
で
は
戦
略
防
勢
を
取
る
」
作
戦
を
固
め
た
。
さ
ら
に
一
九
四
一
（
同
一
六
）
年
四
月
、
統
合
参
謀
本
部
（
J
C
S
）
と
ス

テ
ィ
ム
ソ
ン
陸
軍
長
官
は
、「
ま
ず
西
半
球
の
防
衛
を
確
保
し
、
米
軍
部
隊
を
東
大
西
洋
と
ア
フ
リ
カ
お
よ
び
欧
州
大
陸
の
い
ず
れ
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か
、
ま
た
は
双
方
に
速
や
か
に
投
入
し
、
独
伊
両
国
を
屈
服
さ
せ
る
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
ら
連
合
国
と
協
同
し
て
攻
勢
作
戦
を
実
施

す
る
。
欧
州
の
枢
軸
諸
国
に
対
す
る
作
戦
の
成
功
に
よ
っ
て
、
主
力
部
隊
を
太
平
洋
へ
と
振
り
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
は
、
太

平
洋
で
は
日
本
に
対
し
て
戦
略
防
勢
を
取
る
」
と
い
う
「
レ
イ
ン
ボ
ー
V
」
の
作
戦
へ
転
じ
る
こ
と
を
承
認
し
た
の
で
あ
る
。

（
８
）

と
こ
ろ
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
上
記
の
「
レ
イ
ン
ボ
ー
V
」
の
作
戦
計
画
を
、「
マ
ニ
ラ
湾
防
衛
と
い
う
古
い
コ
ン
セ
プ
ト
に
基

づ
い
て
い
る
」
た
め
に
同
意
で
き
な
い
と
切
り
捨
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
軍
事
力
が
向
上
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
、「
群
島
の
完
全
な

防
衛
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
沿
岸
の
防
衛
」
の
た
め
の
新
計
画
を
承
認
す
る
よ
う
強
く
求
め
た
の
で
あ
る
。
以
前
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
ら
幕
僚

が
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
た
軍
事
戦
略
に
彼
は
引
き
続
き
固
執
し
て
い
た
。

一
一
月
初
旬
、
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
マ
ニ
ラ
に
到
着
し
た
極
東
陸
軍
航
空
部
隊
司
令
官
ブ
レ
ア
ト
ン
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
宛
書
簡
を
携
え
て
お
り
、
こ
の
書
簡
で
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
主
張
す
る
「
レ
イ
ン
ボ
ー
V
」
修
正
案
を
承
認
し

て
い
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
の
承
認
を
得
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
北
部
ル
ソ
ン
軍
と
南
部
ル
ソ
ン
軍
を
創
設
し
、
南
方
に
も
ビ
サ
ヤ
軍
と

ミ
ン
ダ
ナ
オ
軍
を
新
設
し
た
。
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ウ
ェ
ー
ン
ラ
イ
ト
（Jonathan

W
ainw

right

）
少
将
に
率
い
ら
れ
た
北
部
ル
ソ
ン
軍

（
約
二
万
八
〇
〇
〇
名
）
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
陸
軍
第
一
一
、
第
二
一
、
第
三
一
の
三
個
師
団
、
第
二
六
騎
兵
連
隊
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ス
カ

ウ
ト
）、
そ
し
て
米
軍
第
四
五
歩
兵
大
隊
か
ら
成
り
、
そ
の
役
割
は
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
と
バ
タ
ー
ン
半
島
を
含
む
マ
ニ
ラ
北
方
の
全
域

を
防
衛
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
南
部
ル
ソ
ン
軍
（
約
一
万
六
〇
〇
〇
名
）
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
陸
軍
第
四
一
、
第
五
一
の
二
個
師
団
と

米
軍
野
戦
砲
連
隊
で
構
成
さ
れ
、
指
揮
官
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
パ
ー
カ
ー
（G

eorge
M

.Parker,Jr.

）
准
将
で
あ
り
、
マ
ニ
ラ
南
部
の
防

衛
に
当
っ
た
。

（
９
）

一
〇
月
に
技
術
部
長
と
し
て
帰
任
し
た
ケ
ー
シ
ー
大
佐
（
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
の
一
人
）
は
、
当
時
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
回
顧
し

て
い
る
。「
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
軍
事
施
設
や
軍
備
な
ど
の
改
善
は
ま
っ
た
く
実
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
私
が
到
着
す
る
直
前
、

そ
れ
ら
の
改
善
が
決
定
さ
れ
、
急
速
に
防
衛
力
が
強
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
多
く
の
部
隊
を
太
平
洋
へ
増
派
す
る
準
備
が
進
み
、
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武
器
な
ど
多
く
の
装
備
品
を
追
加
す
る
命
令
が
下
り
、
空
軍
の
強
化
も
手
配
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
飛
行
場
の
建
設
と
改
善
、
レ
ー
ダ

ー
な
ど
通
信
施
設
も
準
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
戦
争
勃
発
時
に
は
そ
う
し
た
準
備
は
完
了
し
て
い
な
か
っ
た
。
も
し
戦

争
が
勃
発
す
る
三
、
四
カ
月
前
に
達
成
さ
れ
て
い
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
も
っ
と
う
ま
く
防
衛
で
き
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
当
時
は
ま
だ

防
衛
力
強
化
の
初
期
段
階
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」。

（
10
）

ケ
ー
シ
ー
の
証
言
の
と
お
り
、
結
果
的
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
防
衛
体
制
強
化
は
、
日
米
開
戦
時
に
は
間
に
合
わ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

３
　
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
潰
滅

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
一
月
二
四
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
ア
ジ
ア
艦
隊
司
令
官
の
ハ
ー
ト
少
将
か
ら
無
線
電
報
を
受
け
取

っ
た
。
ス
タ
ー
ク
海
軍
作
戦
本
部
長
か
ら
の
情
報
で
あ
り
、「
日
米
交
渉
は
き
わ
め
て
危
う
い
。
…
…
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
い
し
グ
ア
ム

へ
の
攻
撃
の
可
能
性
が
あ
る
」
と
の
警
告
で
あ
っ
た
。
続
い
て
二
七
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
陸
軍
省
か
ら
、「
日
本
と
の
交
渉
は
終

わ
り
つ
つ
あ
る
。
…
…
敵
対
的
な
行
動
が
今
や
起
こ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
…
…
日
本
の
敵
対
行
動
に
先
駆
け
て
、
貴
官
に
必
要

と
思
わ
れ
る
偵
察
行
動
な
い
し
そ
の
他
の
手
段
を
講
じ
る
よ
う
命
じ
る
。
も
し
敵
対
行
動
が
起
こ
っ
た
な
ら
ば
、
貴
官
は
ブ
レ
ア
ト

ン
将
軍
を
介
し
て
貴
官
に
発
せ
ら
れ
た
『
レ
イ
ン
ボ
ー
V
』
に
基
づ
く
行
動
を
遂
行
せ
よ
。
海
軍
作
戦
部
長
が
こ
れ
に
同
意
し
て
い

る
こ
と
を
ハ
ー
ト
に
伝
達
せ
よ
」
と
の
電
文
を
受
け
取
っ
た
。

同
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
高
等
弁
務
官
の
セ
イ
ヤ
ー
（Francis

B
.Sayre

）
お
よ
び
ハ
ー
ト
と
協
議
し
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
両

者
に
対
し
、「
現
在
の
日
本
軍
の
動
向
か
ら
し
て
、
来
春
以
前
に
お
け
る
日
本
か
ら
の
攻
撃
は
な
い
と
確
信
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

当
時
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
陸
軍
第
三
一
師
団
を
指
揮
し
て
い
た
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・
ブ
リ
ュ
ー
メ
ル
（C

lifford
B

luem
el

）
准
将
も
、
一
一

月
初
旬
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
「
東
条
内
閣
は
戦
争
内
閣
で
は
な
い
。
こ
の
内
閣
が
倒
れ
て
そ
の
次
の
内
閣
が
戦
争
を
実
行
す
る
内
閣
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と
な
る
だ
ろ
う
」
と
語
っ
た
と
証
言
し
て
お
り
（
11
）

、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
日
本
軍
の
奇
襲
作
戦
を
ま
っ
た
く
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
翌
二
八
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
マ
ー
シ
ャ
ル
に
対
し
て
、「
す
べ
て
完
璧
な
防
衛
体
制
を

整
え
て
い
る
」
と
、
ま
た
し
て
も
自
信
に
満
ち
た
電
文
を
送
っ
た
。
ア
ー
ノ
ル
ド
陸
軍
空
軍
部
隊
司
令
官
か
ら
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
空

軍
基
地
を
防
衛
す
る
よ
う
警
告
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
開
戦
二
日
前
の
一
二
月
六
日
、「
こ
こ
の
空
軍

基
地
す
べ
て
は
警
戒
態
勢
に
あ
る
」
と
冷
淡
な
回
答
を
出
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。

（
12
）

以
上
の
よ
う
に
、
マ
ニ
ラ
の
現
地
軍
も
ワ
シ
ン
ト
ン
の
陸
海
軍
首
脳
と
同
様
に
、
日
本
軍
に
よ
る
攻
撃
を
予
測
せ
ず
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
と
幕
僚
た
ち
は
具
体
的
な
戦
闘
態
勢
を
取
っ
て
い
な
か
っ
た
。
明
ら
か
に
慢
心
と
油
断
が
あ
っ
た
。
先
の
ケ
ー
シ
ー
は
、「
米

軍
側
に
は
日
本
軍
と
の
衝
突
を
警
戒
す
る
よ
う
な
特
別
な
空
気
は
ま
っ
た
く
な
く
、
通
常
の
戦
争
準
備
程
度
で
あ
っ
て
、
興
奮
す
る

様
子
な
ど
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
た
と
え
日
米
間
で
戦
争
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
ハ
ワ
イ
は
あ
ま
り
に
も
（
日
本
か
ら
）
遠
い
た

め
攻
撃
な
ど
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
、
と
い
う
の
が
わ
れ
わ
れ
の
大
方
の
感
じ
で
あ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

（
13
）

そ
れ
ゆ
え
、
一
二
月

七
日
付
の
ワ
シ
ン
ト
ン
発
マ
ニ
ラ
宛
の
機
密
電
報
で
、「
午
前
八
時
、
オ
ア
フ
島
の
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
と
飛
行
場
が
、
日
本
の
空
母

か
ら
発
進
し
た
六
〇
機
の
急
降
下
爆
撃
機
に
よ
る
攻
撃
を
受
け
、
地
上
の
施
設
と
航
空
機
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
戦
艦
三
隻
が

撃
沈
さ
れ
、
さ
ら
に
戦
艦
三
隻
も
決
定
的
な
打
撃
を
被
っ
た
。
一
一
時
か
ら
始
ま
っ
た
第
二
次
空
襲
で
は
、
ウ
ェ
ー
キ
、
グ
ア
ム
も

攻
撃
さ
れ
た
と
の
報
告
が
あ
る
。
空
襲
は
す
べ
て
爆
弾
、
魚
雷
、
機
銃
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
第
一
目
標
は
空
海
軍
の
施
設

と
艦
艇
に
あ
っ
た
」
と
の
報
告
に
接
し
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
ら
は
さ
ぞ
耳
を
疑
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
14
）

で
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
そ
の
幕
僚
た
ち
は
、
こ
の
緊
急
事
態
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
の
か
。
ジ
ョ
ン
・
J
・
ベ
ッ
ク
の
著
作
を

中
心
に
、
マ
ニ
ラ
側
の
対
応
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
15
）

ハ
ワ
イ
攻
撃
の
時
点
で
、
参
謀
長
の
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
少
将
、
参
謀
次
長
の
マ
ー
シ
ャ
ル
准
将
と
技
術
部
長
の
ケ
ー
シ
ー
大
佐
は
第

一
軍
事
宿
舎
で
就
寝
中
で
あ
っ
た
。
午
前
三
時
過
ぎ
、
通
信
部
長
の
エ
ー
キ
ン
准
将
が
部
屋
に
入
っ
て
き
て
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
に
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「
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
が
日
本
の
航
空
部
隊
に
よ
っ
て
攻
撃
さ
れ
た
」
と
告
げ
た
。
直
ち
に
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
は
個
人
専
用
回
線
の
電
話

を
使
っ
て
、
マ
ニ
ラ
ホ
テ
ル
の
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
・
ア
パ
ー
ト
に
い
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
連
絡
し
た
。「
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
！
」
と
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
は
ま
だ
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
に
繰
り
返
し
た
。
午
前
三
時
五
五
分
、
ア
ジ
ア
艦
隊
司
令
官
の
ハ
ー
ト
か
ら
マ
ッ
カ
ー
サ

ー
は
攻
撃
の
確
認
を
受
け
た
。
ハ
ー
ト
は
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
の
太
平
洋
艦
隊
司
令
官
（
キ
ン
メ
ル
大
将
）
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
諾

し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

午
前
五
時
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
幕
僚
は
、
マ
ニ
ラ
市
内
の
古
い
城
壁
内
に
あ
る
カ
レ
・
ビ
ク
ト
リ
ア
一
号
棟
に
緊
急
集
合
し
た
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
米
比
両
軍
に
緊
急
態
勢
を
命
令
し
た
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
市
町
村
に
あ
る
自
警
団
を
警
察
軍
お
よ
び
民
間
緊
急
軍
と

し
て
改
編
す
る
よ
う
措
置
し
た
。
極
東
空
軍
司
令
官
の
ブ
レ
ア
ト
ン
は
同
じ
午
前
五
時
に
司
令
部
を
訪
ね
た
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は

会
議
中
で
あ
っ
た
た
め
、
ブ
レ
ア
ト
ン
は
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
に
対
し
て
、
台
湾
南
方
の
日
本
空
軍
基
地
を
B
17
爆
撃
機
に
よ
っ
て
攻
撃

す
る
許
可
を
求
め
た
。
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
は
こ
の
攻
撃
計
画
に
同
意
し
、「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
夜
明
け
の
攻
撃
許
可
が
得
ら
れ
る
だ

ろ
う
」
と
述
べ
た
。
司
令
部
を
去
っ
た
ブ
レ
ア
ト
ン
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
の
命
令
が
出
る
の
を
待
っ
た
。

午
前
七
時
半
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
陸
軍
省
か
ら
第
二
の
電
報
を
受
け
取
っ
た
。「
米
・
英
・
蘭
と
日
本
と
の
戦
争
は
始
ま
っ
た
。

日
本
は
一
二
月
七
日
早
朝
に
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
を
空
爆
し
た
。『
レ
イ
ン
ボ
ー
V
』
に
明
記
さ
れ
た
任
務
を
遂
行
せ
よ
。
英
・
蘭
両

国
と
の
協
力
に
加
え
て
、
貴
官
の
主
要
な
使
命
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
防
衛
を
達
成
せ
よ
」
と
の
趣
旨
で
あ
っ
た
。
午
前
七
時
五
五
分
、

ワ
シ
ン
ト
ン
の
ゲ
ロ
ー
か
ら
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
電
話
が
入
り
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
攻
撃
さ
れ
て
い
る
か
」
と
尋
ね
ら
れ
る
と
、
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
「
ま
っ
た
く
攻
撃
は
な
い
」、
た
だ
前
夜
の
一
一
時
半
か
ら
一
二
時
に
か
け
て
「
爆
撃
機
の
編
隊
が
飛
来
し
た
と
伝
え

ら
れ
た
が
、
沿
岸
か
ら
三
〇
マ
イ
ル
の
地
点
で
引
き
返
し
た
」
と
答
え
、「
わ
れ
わ
れ
に
は
海
軍
か
ら
ま
っ
た
く
情
報
が
な
か
っ
た
」

と
苦
言
を
呈
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
マ
ー
シ
ャ
ル
に
対
し
て
、「
わ
れ
わ
れ
の
尻
尾
は
し
っ
か
り
上
に
立
っ
て
い
る
（
戦
闘
意
欲
は
十

分
で
あ
る
と
の
意
味
）」
と
の
伝
言
を
依
頼
し
た
（
16
）

。
な
お
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
攻
撃
の
第
一
報
に
接
し
た
と
き
、
米
軍
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の
勝
利
を
確
信
す
る
発
言
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
自
身
の
回
想
記
で
は
、「
私
は
日
本
軍
が
ハ
ワ
イ
攻
撃
に
成

功
し
た
と
聞
い
て
驚
嘆
し
た
」
と
素
直
に
記
述
し
て
お
り
、
い
か
に
日
本
軍
の
奇
襲
が
想
定
外
で
あ
っ
た
か
を
如
実
に
物
語
っ
て

い
る
。

（
17
）

４
　
ク
ラ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
潰
滅

さ
ら
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
さ
ら
に
驚
愕
さ
せ
る
事
態
が
、
こ
の
電
話
連
絡
か
ら
約
四
時
間
後
に
起
る
。
そ
れ
は
日
本
軍
機
に
よ
る

マ
ニ
ラ
近
郊
の
ク
ラ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
空
軍
基
地
へ
の
急
襲
で
あ
っ
た
。

午
前
八
時
三
〇
分
、
ク
ラ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
北
方
の
か
な
り
上
空
を
航
空
機
の
一
群
が
飛
行
中
と
の
報
告
が
入
り
、
飛
行
場
の
B

17
爆
撃
機
全
機
に
対
し
て
飛
行
準
備
が
命
じ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
二
〇
分
後
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
は
ブ
レ
ア
ト
ン
に
電
話
し
、「
予
定

し
て
い
た
台
湾
爆
撃
を
延
期
す
る
」
と
命
じ
た
。
そ
の
わ
ず
か
一
三
分
後
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
は
ク
ラ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
北
方
か
ら
日

本
軍
機
が
飛
来
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。
ブ
レ
ア
ト
ン
は
直
ち
に
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
ね
、
も
し
日
本
軍
機
が
ク
ラ
ー
ク

フ
ィ
ー
ル
ド
の
攻
撃
に
成
功
し
た
ら
「
B
17
に
よ
る
攻
撃
作
戦
は
不
可
能
と
な
る
」
と
伝
え
、
改
め
て
攻
撃
実
施
の
許
可
を
要
望
し

た
。
午
前
一
〇
時
一
〇
分
直
前
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
は
ブ
レ
ア
ト
ン
を
呼
び
出
し
、「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
台
湾
へ
偵
察
隊
を
送
る
こ
と

を
決
定
し
て
い
る
」
と
伝
え
た
。
そ
こ
で
B
17
へ
の
燃
料
補
給
と
大
掛
か
り
な
攻
撃
の
説
明
を
行
う
た
め
、
飛
行
隊
員
に
全
員
集
合

の
暗
号
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
せ
ら
れ
た
。
ま
ず
B
17
三
機
が
偵
察
の
た
め
に
台
湾
へ
飛
び
立
ち
、
そ
の
後
に
残
り
の
全
機
が
爆
撃
に
向

け
て
発
進
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。

午
前
一
一
時
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
は
ブ
レ
ア
ト
ン
に
電
話
し
、「
爆
撃
命
令
は
下
り
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。
五
五
分
後
、
サ
ザ
ー

ラ
ン
ド
は
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
の
指
令
で
」
再
び
ブ
レ
ア
ト
ン
に
電
話
し
、
二
時
間
後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
対
空
作
戦
の
報
告
を

求
め
た
。
と
こ
ろ
が
午
後
一
二
時
三
五
分
、
偵
察
行
動
に
出
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
達
が
説
明
を
受
け
て
い
る
最
中
（
そ
の
他
の
者
た
ち
は
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昼
食
中
）、
日
本
の
爆
撃
機
や
戦
闘
機
の
一
群
が
二
万
フ
ィ
ー
ト
（
約
六
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
上
空
か
ら
ク
ラ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
を

急
襲
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
皮
肉
に
も
、
レ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
は
日
本
の
攻
撃
時
に
ク
ラ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
設
営
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
が
、
警
戒
態
勢
が
取
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
日
本
軍
の
攻
撃
に
際
し
て
何
ら
効
果
が
な
か
っ
た
。
そ
し
て
午
後
一
時
三
七

分
に
日
本
軍
の
攻
撃
が
終
了
し
た
と
き
、
米
極
東
空
軍
の
戦
力
は
半
減
し
て
い
た
。
B
17
爆
撃
機
三
五
機
の
う
ち
一
八
機
、
P
40
戦

闘
機
五
三
機
と
P
35
戦
闘
機
三
機
、
そ
の
他
雑
多
な
航
空
機
二
五
な
い
し
三
〇
機
（
合
計
九
九
な
い
し
一
〇
四
機
）
が
す
べ
て
破
壊
さ

れ
た
。
さ
ら
に
整
備
員
八
〇
名
が
死
去
し
、
一
五
〇
名
が
負
傷
し
た
。
こ
こ
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
空
軍
は
潰
滅
状
態
と
な
り
、
ク
ラ
ー
ク

フ
ィ
ー
ル
ド
は
第
二
の
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
二
月
九
日
の
『
朝
日
新
聞
』
は
、「
ハ
ワ
イ
・
比
島
に
赫か
く

々か
く

の

大
戦
果
　
比
島
で
敵
機
百
を
撃
墜
」
と
そ
の
戦
果
を
大
々
的
に
報
じ
た
。

以
降
、「
空
軍
力
を
用
い
て
敵
の
攻
撃
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
島
を
防
衛
す
る
」
と
の
方
針
は
、
根
本
か
ら
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
こ
う
し
て
ブ
レ
ア
ト
ン
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
ク
ラ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
潰
滅
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
午
後
三
時
五
〇

分
、
ブ
レ
ア
ト
ン
は
米
極
東
軍
司
令
部
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
そ
の
潰
滅
に
つ
い
て
討
議
し
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
午
後
五
時
三
〇
分

に
セ
イ
ヤ
ー
高
等
弁
務
官
と
の
会
議
を
も
っ
た
が
、
セ
イ
ヤ
ー
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
部
屋
に
入
る
と
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
「
部
屋
の

中
を
行
っ
た
り
来
た
り
」
し
て
お
り
、
そ
の
顔
に
は
沈
痛
な
表
情
が
う
か
が
え
た
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
回
想
記
の
中
で
、
こ
の
惨
劇
を
次
の
よ
う
に
叙
述
し
て
い
る
。「
（
日
本
の
）
陸
軍
機
三
〇
七
機
、
海
軍
機
四
四

四
機
、
合
計
七
五
一
機
の
す
さ
ま
じ
い
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
七
対
三
の
比
率
で
不
利
だ
っ
た
。
午
前
十
一
時
四
五
分
、

圧
倒
的
な
勢
力
の
敵
編
隊
が
ク
ラ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
飛
行
場
に
迫
っ
て
い
る
と
の
報
告
が
入
っ
た
。
味
方
の
戦
闘
機
は
直
ち
に
飛
び

立
っ
て
こ
の
編
隊
に
向
か
っ
た
が
、
爆
撃
機
は
離
陸
が
遅
れ
て
大
損
害
を
こ
う
む
っ
た
。
な
ん
と
言
っ
て
も
、
こ
ち
ら
の
空
軍
は
小

さ
過
ぎ
て
、
劣
勢
の
前
に
手
の
下
し
よ
う
が
な
か
っ
た
。
結
局
損
害
は
避
け
ら
れ
ず
、
味
方
の
空
軍
力
は
敵
に
圧
倒
さ
れ
た
」。

（
18
）

し
か
し
こ
の
記
述
に
は
か
な
り
誤
り
が
あ
る
。
第
一
に
、
ク
ラ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
を
急
襲
し
た
日
本
海
軍
機
は
一
式
陸
攻
一
〇
六
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機
、
ゼ
ロ
戦
八
五
機
の
計
一
九
一
機
編
成
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
当
時
の
米
極
東
陸
軍
航
空
部
隊
は
、
第
四
混
成
隊
、
第
一
九
爆
撃

隊
、
第
二
四
追
撃
隊
、
第
二
七
爆
撃
隊
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ク
ラ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
な
ど
五
つ
の
航
空
基
地
に
、
爆
撃
機
の

B
17
三
五
機
、
B
18
Ａ
一
八
機
、
A
27
九
機
、
B
10
B
一
二
機
、
戦
闘
機
の
P
40
E
一
〇
七
機
、
P
26
A
一
六
機
、
P
35
A
五
二
機
、

総
計
二
四
九
機
を
保
有
し
て
い
た
。

（
19
）

現
地
の
米
航
空
兵
力
は
数
の
上
で
決
し
て
劣
勢
と
は
い
え
ず
、
上
記
の
日
本
軍
機
数
に
は
誇

張
が
あ
っ
た
。

と
く
に
深
刻
な
問
題
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
ブ
レ
ア
ト
ン
の
作
戦
計
画
に
耳
を
傾
け
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ブ
レ
ア
ト
ン
は
パ

ー
ル
ハ
ー
バ
ー
攻
撃
の
情
報
を
入
手
す
る
と
、
早
朝
の
五
時
過
ぎ
、
マ
ニ
ラ
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
部
に
駆
け
つ
け
、
前
記
の
と
お

り
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
に
B
17
爆
撃
機
一
八
機
を
出
撃
さ
せ
、
台
湾
水
域
に
い
る
日
本
軍
輸
送
船
を
爆
撃
す
る
こ
と
を
進
言
し
た
。
彼

は
す
で
に
マ
ニ
ラ
着
任
以
前
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
日
本
空
襲
策
を
協
議
し
て
お
り
、
ま
た
台
湾
の
日
本
軍
へ
の
攻
撃
作
戦
を
検
討
し
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
こ
の
提
案
を
無
視
し
許
可
し
な
か
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
よ
れ
ば
、「
サ
ザ
ー
ラ

ン
ド
が
こ
の
問
題
で
私
に
会
っ
た
事
実
は
な
く
、
ま
た
ブ
レ
ア
ト
ン
も
私
に
対
し
て
は
台
湾
攻
撃
な
ど
と
い
う
案
を
一
度
も
口
に
し

な
か
っ
た
。
私
は
そ
の
話
を
、
そ
の
後
何
ヶ
月
か
経
っ
て
新
聞
報
道
で
は
じ
め
て
知
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
提
案
が
あ
っ
た
こ

と
は
司
令
部
の
記
録
に
全
く
残
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
お
そ
ら
く
非
常
に
ぼ
ん
や
り
と
し
た
軽
い
提
案
だ
っ
た
に
違
い
な

い
」
と
斥
け
て
い
る
。

（
20
）

し
か
し
な
が
ら
、
前
後
の
文
脈
か
ら
し
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
ま
っ
た
く
台
湾
攻
撃
の
作
戦
に
つ
い
て
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
こ
の
言
が
彼
の
自
己
弁
護
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

当
時
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
の
沿
岸
砲
兵
部
隊
の
中
隊
長
を
務
め
て
い
た
ベ
ン
ソ
ン
・
ガ
イ
ト
ン
（B

enson
G

uyton

）
大
尉
は
次
の
よ

う
に
証
言
し
て
い
る
。「
八
日
の
早
朝
三
時
に
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
攻
撃
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
が
、
昼
に
は
ク
ラ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド

攻
撃
の
一
報
を
受
け
た
。
…
…
（
の
ち
に
）
ク
ラ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
を
守
備
し
て
い
た
対
空
砲
部
隊
に
そ
の
責
任
が
向
け
ら
れ
た
。

こ
の
部
隊
は
連
隊
長
か
ら
命
令
さ
れ
る
ま
で
ま
っ
た
く
砲
撃
し
な
か
っ
た
。
戦
争
勃
発
の
一
〇
日
前
、
私
は
『
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
に
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飛
来
す
る
も
の
は
何
で
も
撃
て
』
と
の
命
令
を
受
け
て
い
た
。
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
は
ク
ラ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る

防
衛
態
勢
を
固
め
て
い
た
。
わ
が
軍
の
航
空
機
は
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
に
飛
来
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は

（
敵
味
方
の
）
識
別
に
苦
労
し
な
か
っ
た
。
ク
ラ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
連
中
は
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
」。

さ
ら
に
ガ
イ
ト
ン
は
、
ブ
レ
ア
ト
ン
や
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
の
責
任
で
は
な
く
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
自
身
の
責
任
を
は
っ
き
り
と
指
摘
す

る
。「
私
は
何
人
か
の
B
17
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
話
し
た
。
彼
ら
は
す
べ
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
台
湾
出
撃
を
さ
せ
な
か
っ
た
と
の
意
見

で
あ
っ
た
。
空
軍
は
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
が
攻
撃
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
と
、
直
ち
に
爆
撃
機
に
燃
料
を
注
入
し
、
爆
弾
を
装
�
さ
せ
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
対
し
て
『
準
備
が
完
了
し
て
お
り
、
以
前
決
定
し
た
台
湾
の
目
標
を
攻
撃
で
き
る
』
と
報
告
し
た
。
し
か
し
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
『
そ
れ
は
で
き
な
い
』
と
述
べ
た
。
結
局
〝
偵
察
行
動
〞
に
限
定
さ
れ
た
」。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
「
ブ
レ
ア
ト
ン
か
ら

ま
っ
た
く
報
告
を
聞
い
て
お
ら
ず
、
そ
の
報
告
は
参
謀
長
を
通
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
証
言
し
て
い
る
が
、
ガ
イ
ト
ン
は
「
パ
イ
ロ

ッ
ト
と
副
操
縦
士
の
大
半
、
九
〇
〜
一
〇
〇
％
が
『
こ
れ
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
責
任
だ
』
と
私
に
話
し
た
」
と
断
言
す
る
。

（
21
）

逆
に
ケ
ー
シ
ー
は
、
ブ
レ
ア
ト
ン
の
責
任
論
を
唱
え
て
い
る
。
す
で
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
ク
ラ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
B
17
全
機
を

ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
へ
退
避
さ
せ
る
よ
う
ブ
レ
ア
ト
ン
に
命
令
を
発
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
そ
の
命
令
を
実
施
し
て
い
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
ケ
ー
シ
ー
は
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
が
ブ
レ
ア
ト
ン
の
参
謀
長
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ブ
レ
イ
デ
ィ
（F

rancis
M

.

B
rady

）
に
、「
な
ぜ
ミ
ン
ダ
ナ
オ
へ
行
か
な
い
の
か
、
早
く
（
B
17
を
）
移
動
さ
せ
ろ
」
と
激
怒
し
な
が
ら
命
令
し
た
の
を
目
撃
し

て
お
り
、「
も
し
命
令
通
り
に
実
行
さ
れ
て
い
れ
ば
、
米
軍
機
は
潰
滅
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ろ
う
」
と
証
言
す
る
。
と
こ
ろ
が
空

襲
を
受
け
る
前
日
、
第
二
七
爆
撃
部
隊
関
係
者
に
よ
る
〝
ブ
リ
ア
ト
ン
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
〞
が
あ
り
、
彼
ら
は
恐
ら
く
そ
の
後
に
B
17

の
移
動
を
実
施
す
る
予
定
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
と
も
か
く
ケ
ー
シ
ー
は
、
こ
の
事
件
の
責
任
は
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
で

は
な
く
、
命
令
実
施
を
怠
っ
た
ブ
レ
ア
ト
ン
ら
空
軍
関
係
者
に
あ
る
」
と
主
張
す
る
。
同
様
の
指
摘
は
、
や
は
り
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ

ズ
と
な
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
副
官
ハ
フ
か
ら
も
出
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）
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確
か
に
ブ
レ
ア
ト
ン
は
、
昼
食
中
に
対
空
防
護
す
る
用
意
を
欠
い
た
非
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
前
段
階
で
、

サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
を
介
し
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
の
B
17
全
機
の
退
避
命
令
を
実
行
せ
ず
、
B
17
一
六
機
を
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
デ
ル
モ

ン
テ
飛
行
場
へ
移
動
さ
せ
る
に
止
ま
っ
た
点
は
弁
解
の
余
地
が
な
い
。
他
方
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
ブ
レ
ア
ト
ン
が
強
く
望
ん
だ
台
湾

の
日
本
軍
飛
行
場
空
爆
の
命
令
発
出
に
逡
巡
し
す
ぎ
た
。「
攻
撃
に
は
至
ら
な
い
偵
察
行
動
に
限
る
」
と
の
命
令
を
ワ
シ
ン
ト
ン
が

発
し
て
い
た
と
は
い
え
、
こ
の
瞬
時
の
判
断
ミ
ス
は
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
ほ
ど
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
結
局
彼
が
修
正
を
求

め
た
「
レ
イ
ン
ボ
ー
V
」
作
戦
計
画
の
実
施
を
自
ら
怠
っ
た
と
同
然
で
あ
っ
た
。

さ
て
日
本
側
は
、
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
で
の
大
戦
果
に
続
い
て
、
対
フ
ィ
リ
ピ
ン
緒
戦
で
も
大
成
功
を
収
め
た
。
日
本
の
陸
軍
航
空

部
隊
は
ル
ソ
ン
島
北
部
の
ツ
ゲ
ガ
ラ
オ
飛
行
場
と
中
部
の
バ
ギ
オ
兵
営
を
爆
撃
し
、
海
軍
航
空
部
隊
は
マ
ニ
ラ
に
近
い
ク
ラ
ー
ク
飛

行
場
と
イ
バ
飛
行
場
を
空
爆
し
た
。
さ
ら
に
二
日
後
に
は
ニ
コ
ル
ス
、
ニ
ー
ル
ソ
ン
両
飛
行
場
な
ど
を
爆
撃
し
、
こ
の
二
日
間
の
空

襲
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
米
航
空
戦
力
を
ほ
ぼ
壊
滅
さ
せ
る
ほ
ど
の
大
戦
果
を
上
げ
た
。
し
か
も
米
空
軍
基
地
に
止
ま
ら
ず
、
マ
ニ
ラ
湾

に
臨
む
カ
ビ
テ
の
米
海
軍
基
地
に
も
激
し
い
攻
撃
を
加
え
た
。
米
軍
側
に
と
っ
て
不
幸
中
の
幸
い
は
、
ク
ラ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
空

爆
直
後
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
グ
ラ
ス
フ
ォ
ー
ド
（W

illiam
A

.
G

lassford

）
少
将
が
指
揮
す
る
ア
ジ
ア
艦
隊
が
安
全
な
南
方
へ
と
緊
急

退
避
し
、
難
を
逃
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
23
）

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
ブ
レ
ア
ト
ン
は
彼
の
指
揮
す
る
第
一
九
爆
撃
連
隊
の
航
空
部
隊
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
蘭
印
の
ジ
ャ
ワ

島
へ
退
避
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
本
人
が
そ
れ
を
「
進
言
し
た
」
と
記
述
し
て
い
る
が
、
ブ
レ
ア
ト
ン
自
身
は

「
残
っ
て
戦
い
た
い
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
進
言
し
た
が
、
退
避
と
な
っ
た
」
と
あ
り
、
両
者
の
発
言
は
食
い
違
う
。
ク
ラ
ー
ク
フ
ィ

ー
ル
ド
で
大
き
な
失
敗
を
犯
し
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
は
、
ブ
レ
ア
ト
ン
へ
の
負
い
目
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ

ー
は
マ
ー
シ
ャ
ル
参
謀
総
長
に
直
結
す
る
ブ
レ
ア
ト
ン
を
嫌
っ
て
、
彼
を
遠
ざ
け
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、

「
あ
と
に
残
っ
た
戦
闘
機
隊
が
ジ
ョ
ー
ジ
将
軍
の
み
ご
と
な
指
揮
の
下
で
大
い
に
奮
闘
し
た
が
、
結
局
壊
滅
し
た
。
そ
れ
で
も
ジ
ョ
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ー
ジ
将
軍
は
残
っ
た
四
機
で
ス
ー
ビ
ッ
ク
湾
に
最
後
の
攻
撃
を
か
け
、
増
援
部
隊
を
乗
せ
た
敵
の
輸
送
艦
一
隻
を
撃
沈
す
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
、
ブ
レ
ア
ト
ン
の
後
任
ジ
ョ
ー
ジ
准
将
の
功
績
を
指
摘
す
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
は
の
ち
に
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
の
一
員
と
な

る
人
物
で
あ
る
。

（
24
）

な
お
ブ
レ
ア
ト
ン
は
、
一
二
月
一
〇
日
、
電
話
を
し
て
き
た
ア
ー
ノ
ル
ド
空
軍
司
令
官
に
対
し
て
、「
私
と
し
て

は
最
善
を
尽
く
し
て
台
湾
攻
撃
を
主
張
し
た
が
、
上
層
の
権
威
者
（
つ
ま
り
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
）
の
厳
し
い
守
勢
的
態
度
に
よ
っ
て
斥

け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
釈
明
し
て
い
る
。

（
25
）

さ
て
ク
ラ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
米
陸
軍
航
空
部
隊
の
壊
滅
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
軍
の
緒
戦
に
お
け
る
手
痛
い
敗
北
と
な
っ
た
。
日

本
軍
の
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
攻
撃
が
米
太
平
洋
艦
隊
の
崩
壊
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
軍
の
ク
ラ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
攻
撃
は
米
極
東
空

軍
の
崩
壊
を
意
味
し
、
ハ
ワ
イ
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
結
ぶ
「
太
平
洋
の
防
波
堤
」
は
崩
れ
去
っ
た
の
で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
の
敗
北

は
、
す
な
わ
ち
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
敗
北
で
あ
り
、
そ
れ
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
自
身
の
輝
か
し
い
軍
歴
に
汚
点
を
残
す
結
果
と
な
っ
た
。

し
か
し
彼
は
自
己
の
責
任
論
を
一
蹴
し
、
批
判
の
矛
先
を
ワ
シ
ン
ト
ン
と
海
軍
へ
と
向
け
た
。「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
わ
が
空
軍
力
が
役

に
立
つ
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
、
真
珠
湾
の
米
艦
隊
が
壊
滅
し
た
こ
と
で
、
も
は
や
意
味
の
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
当
時
、

太
平
洋
の
米
軍
は
『
レ
イ
ン
ボ
ー
V
』
と
呼
ば
れ
る
基
本
的
な
戦
略
計
画
を
立
て
て
い
た
。
…
…
太
平
洋
で
戦
争
が
起
こ
っ
た
場
合

に
は
海
軍
が
海
上
の
補
給
線
を
維
持
し
、
地
上
兵
力
は
四
カ
月
な
い
し
六
カ
月
敵
の
攻
撃
を
も
ち
こ
た
え
、
そ
の
間
に
太
平
洋
艦
隊

が
巨
大
な
海
上
戦
力
を
動
か
し
て
救
援
部
隊
を
運
び
込
む
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
海
軍
が
補
給
線
を
維
持
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
修
理
資
材
、
兵
器
、
爆
弾
、
燃
料
そ
の
他
の
必
要
な
補
給
が
と
ぎ
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
あ
る
航
空
部
隊
は
活
動

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
…
…
真
珠
湾
に
対
す
る
一
撃
は
、
太
平
洋
艦
隊
に
損
害
を
与
え
た
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
在
フ
ィ
リ

ピ
ン
航
空
部
隊
が
将
来
力
を
発
揮
す
る
可
能
性
も
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
た
」
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
強
弁
し
た
。

ま
た
海
軍
に
対
し
て
も
、「『
あ
の
時
米
艦
隊
は
マ
ニ
ラ
に
向
か
い
、
窮
境
に
あ
る
現
地
の
米
軍
を
救
援
す
べ
き
だ
っ
た
と
多
く
の

人
が
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
で
き
な
か
っ
た
。
当
時
わ
れ
わ
れ
が
持
っ
て
い
た
程
度
の
戦
力
で
は
、
そ
の
よ
う
な
行
動
は
惨
憺
た
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る
結
果
に
終
わ
っ
た
だ
ろ
う
』
と
海
軍
作
戦
部
長
キ
ン
グ
（
ス
タ
ー
ク
の
誤
り
）
提
督
は
主
張
し
て
い
る
が
、
し
か
し
海
軍
は
自
分

の
力
を
過
小
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
窮
境
に
あ
る
米
軍
を
救
う
た
め
封
鎖
線
を
突
破
す
る
こ
と
は
で
き
た
は
ず
だ
と
私
は
考

え
て
い
る
。
日
本
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
封
鎖
は
あ
る
程
度
形
だ
け
の
封
鎖
だ
っ
た
。
…
…
真
珠
湾
で
は
空
母
は
一
隻
も
失
わ
れ
な
か
っ
た
。

…
…
し
か
も
海
軍
は
日
本
側
の
暗
号
を
解
読
し
て
日
本
艦
隊
の
所
在
場
所
を
知
っ
て
い
た
し
、
大
西
洋
と
地
中
海
に
は
連
合
国
が
大

海
軍
力
を
擁
し
て
い
た
。
も
し
米
海
軍
が
あ
の
時
本
気
で
努
力
し
て
い
た
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
日
本
軍
の
手
に
渡
さ
ず
に
す
み
、
日

本
軍
の
南
と
東
へ
の
進
撃
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
指
摘
し
、
海
軍
の
判
断
の
甘
さ
と

弱
気
を
非
難
し
た
。

さ
ら
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
批
判
の
矛
先
は
、
本
国
の
最
高
指
導
者
に
ま
で
向
け
ら
れ
た
。「
お
そ
ら
く
最
高
レ
ベ
ル
で
は
、
極
東

で
の
犠
牲
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
西
洋
戦
争
を
優
先
さ
せ
る
と
い
う
方
針
を
と
っ
く
に
決
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
日
本
軍
の
真

珠
湾
攻
撃
後
（
一
二
月
一
二
日
）
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
か
れ
た
会
談
で
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ド
イ
ツ
を
破
る
こ
と
に
ま

ず
集
中
す
る
と
い
う
政
策
を
確
認
し
た
。
欧
州
で
勝
利
を
収
め
る
ま
で
は
、
太
平
洋
で
の
作
戦
は
手
元
に
あ
る
限
ら
れ
た
戦
力
で
日

本
軍
を
阻
止
す
る
程
度
に
と
ど
め
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
米
国
の
陸
軍
参
謀
総
長
（
マ
ー
シ
ャ
ル
）
は
こ
の
方
針
を
支

持
し
て
い
た
。
し
か
し
、
不
幸
な
こ
と
に
、
私
は
こ
の
よ
う
な
重
大
な
会
議
の
内
容
を
当
時
ま
っ
た
く
知
ら
さ
れ
ず
、
わ
れ
わ
れ
を

救
援
す
る
た
め
の
勇
敢
な
努
力
が
は
じ
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
と
信
じ
込
ん
で
い
た
。
私
は
極
東
で
の
米
航
空
戦
力
を
強
化
す
る
こ
と

を
か
ね
て
か
ら
主
張
し
て
い
た
。
も
し
私
の
こ
の
計
画
が
実
現
し
て
い
た
ら
、
全
く
別
な
結
果
に
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
」

（
26
）

。

ア
メ
リ
カ
が
〝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
一
主
義
〞
を
取
り
、
太
平
洋
方
面
で
は
守
勢
方
針
を
維
持
す
る
こ
と
は
「
レ
イ
ン
ボ
ー
V
」
に
明

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
知
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
彼
は
、
あ
た
か
も
自
己
は
正
し
く
、

悪
い
の
は
他
者
、
つ
ま
り
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ス
タ
ー
ク
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル

と
ス
タ
ー
ク
が
日
本
軍
の
奇
襲
攻
撃
の
可
能
性
を
軽
視
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
て
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
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攻
撃
も
ク
ラ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
攻
撃
も
ほ
と
ん
ど
予
測
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
点
で
は
同
罪
と
い
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
の

非
を
認
め
ず
、
責
任
を
他
者
に
転
嫁
す
る
、
そ
の
た
め
に
は
強
弁
や
虚
言
も
辞
さ
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
負
の

性
癖
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

５
　
米
軍
首
脳
の
軍
事
作
戦
修
正

さ
て
ハ
ワ
イ
と
マ
ニ
ラ
で
の
相
次
ぐ
大
敗
北
を
受
け
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
陸
海
軍
首
脳
は
従
来
の
軍
事
作
戦
計
画
の
大
幅
な
修
正

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
二
月
一
一
日
付
の
ス
タ
ー
ク
海
軍
作
戦
部
長
か
ら
マ
ー
シ
ャ
ル
陸
軍
参
謀
総

長
宛
の
秘
密
文
書
（
主
題
「
太
平
洋
に
お
け
る
危
険
な
戦
略
的
状
況
」）
は
、
以
下
の
よ
う
な
作
戦
の
修
正
を
提
言
し
て
い
た
（
27
）

。

①
オ
ア
フ
急
襲
で
米
戦
艦
・
巡
洋
艦
が
打
撃
を
受
け
た
結
果
、
日
本
は
海
軍
力
す
べ
て
を
攻
撃
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。
日
本
は
現
在
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
島
と
ウ
ェ
ー
キ
島
を
空
軍
基
地
と
潜
水
艦
基
地
と
し
て
使
用
す
る
た
め
、
両
島
占
領
を
企
図
し

て
い
る
。
②
現
在
太
平
洋
中
部
に
展
開
す
る
日
本
艦
隊
は
、
戦
艦
八
な
い
し
九
、
空
母
五
な
い
し
六
、
重
巡
洋
艦
一
二
な
い
し
一
四
、

軽
巡
洋
艦
八
、
新
型
駆
逐
艦
三
〇
か
ら
五
〇
、
潜
水
艦
約
四
〇
、
輸
送
船
五
〇
か
ら
六
〇
各
隻
、
そ
の
他
の
諸
種
艦
艇
や
偵
察
機
か

ら
成
る
。
③
こ
の
恐
る
べ
き
日
本
艦
隊
に
比
し
て
、
米
艦
隊
は
大
型
空
母
三
、
重
巡
洋
艦
一
〇
、
軽
巡
洋
艦
三
な
い
し
四
、
駆
逐
艦

三
五
、
潜
水
艦
一
三
な
い
し
一
四
各
隻
し
か
な
い
。
守
備
隊
に
加
え
て
、
ハ
ワ
イ
諸
島
の
沿
岸
基
地
に
は
、
偵
察
爆
撃
機
約
三
〇
機
、

陸
軍
の
重
爆
撃
機
一
〇
な
い
し
一
五
機
、
軽
爆
撃
機
数
機
、
そ
の
他
四
〇
機
、
海
軍
の
急
降
下
爆
撃
機
一
個
飛
行
隊
、
戦
闘
機
数
機

が
あ
る
。
こ
れ
ら
航
空
機
は
攻
撃
力
が
弱
く
、
オ
ア
フ
防
衛
の
対
空
砲
火
が
不
十
分
で
あ
る
。
④
不
十
分
な
航
空
戦
力
に
加
え
て
、

海
軍
艦
艇
は
再
度
の
空
襲
へ
の
防
備
が
不
十
分
の
ま
ま
で
あ
る
。
も
し
再
び
攻
撃
さ
れ
れ
ば
、
港
湾
内
の
艦
艇
と
商
船
は
深
刻
な
打

撃
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
残
る
軍
用
機
す
べ
て
が
破
壊
さ
れ
よ
う
。
海
軍
造
船
所
の
ほ
か
、
電
力
・
燃
料
施
設
も
深
刻
な
打
撃
を

受
け
よ
う
。
ハ
ワ
イ
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
食
糧
は
四
五
日
分
か
ら
六
〇
日
分
で
あ
る
。
⑤
日
本
軍
の
オ
ア
フ
上
陸
は
成
功
し
な
い
だ
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ろ
う
が
、
ハ
ワ
イ
、
マ
ウ
イ
、
モ
ロ
カ
イ
そ
の
他
の
諸
島
へ
の
占
領
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
米
太
平
洋
艦
隊
は
日
本
軍
の
上
陸
を
阻
止

で
き
な
い
だ
ろ
う
。
⑦
ハ
ワ
イ
諸
島
が
日
本
に
占
領
さ
れ
れ
ば
、
米
国
西
岸
、
ア
ラ
ス
カ
、
パ
ナ
マ
運
河
、
太
平
洋
を
通
過
す
る
航

路
が
襲
撃
さ
れ
よ
う
。
⑧
こ
の
緊
急
事
態
に
際
し
て
陸
・
海
軍
は
ハ
ワ
イ
の
全
艦
艇
、
地
上
部
隊
、
空
軍
な
ど
の
最
大
限
の
活
用
を

考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

同
文
書
は
ま
た
、
上
記
を
踏
ま
え
て
、
第
一
に
ハ
ワ
イ
諸
島
の
軍
備
強
化
、
艦
船
の
米
西
岸
へ
の
移
送
、
陸
海
軍
航
空
機
お
よ
び

食
糧
の
ハ
ワ
イ
へ
の
移
送
、
ハ
ワ
イ
湾
口
で
の
機
雷
敷
設
、
小
型
機
に
よ
る
常
時
監
視
な
ど
を
提
言
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
マ
ー
シ
ャ
ル
は
翌
日
、
ハ
ワ
イ
よ
り
も
む
し
ろ
「
パ
ナ
マ
運
河
と
米
本
土
へ
の
空
襲
を
防
止
す
る
」
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
異
論
を
唱
え
た
（
28
）

。
実
際
、
二
一
日
の
陸
軍
省
W
P
D
の
草
案
（
主
題
「
戦
略
概
観
」）
は
、「
日
本
は
初
期
段
階
で
重
要
な

成
功
を
収
め
た
。
日
本
は
西
太
平
洋
の
支
配
を
達
成
し
た
わ
け
で
な
い
が
、
東
太
平
洋
の
支
配
へ
と
強
く
乗
り
出
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
日
本
の
立
場
は
南
西
太
平
洋
上
の
連
合
国
領
土
に
深
刻
な
脅
威
を
及
ぼ
し
て
お

り
、
さ
ら
に
ビ
ル
マ
経
由
の
中
国
援
助
ル
ー
ト
を
封
鎖
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
現
状
を
分
析
し
た
上
で
、
日
本
は
「
南
西
太
平
洋

に
お
け
る
主
要
な
作
戦
を
続
け
る
だ
ろ
う
。
ビ
ル
マ
・
ル
ー
ト
を
封
鎖
し
、
蘭
印
お
よ
び
同
地
域
の
連
合
国
領
土
の
再
獲
得
を
狙
う

だ
ろ
う
。
今
後
の
可
能
性
と
し
て
は
、
ロ
シ
ア
太
平
洋
沿
岸
地
域
へ
の
攻
撃
、
中
国
征
服
の
完
成
、
ハ
ワ
イ
諸
島
の
占
領
達
成
、
イ

ン
ド
へ
の
行
動
、
パ
ナ
マ
運
河
へ
の
空
襲
と
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
と
オ
ア
フ
へ
の
空
襲
の
実
施
が
あ
り
う
る
」
と
予
想
し
て
お
り
、
そ

の
情
勢
分
析
は
米
海
軍
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
た
（
29
）

。

以
上
の
よ
う
な
大
局
的
見
地
か
ら
、
同
月
一
六
日
、
陸
軍
省
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
戦
略
的
重
要
性
は
十
分
認

識
さ
れ
て
お
り
、
貴
官
を
支
援
す
る
と
の
決
意
は
ま
っ
た
く
揺
ら
い
で
い
な
い
し
、
今
後
も
揺
ら
が
な
い
。
補
給
問
題
は
太
平
洋
で

の
海
軍
の
損
失
に
よ
り
複
雑
化
し
て
い
る
が
、
貴
官
の
一
二
月
一
四
日
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
あ
る
よ
う
に
爆
撃
機
の
適
切
な
増
強
は
早

急
に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
」
と
激
励
を
込
め
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
。
こ
れ
を
受
け
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
大
き
な
期
待
を
抱
い
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た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
そ
の
期
待
は
裏
切
ら
れ
て
い
く
。
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
、
マ
ー

シ
ャ
ル
、
ノ
ッ
ク
ス
、
ス
タ
ー
ク
を
招
集
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
要
求
す
る
空
母
派
遣
問
題
を
討
議
し
た
。
席
上
ス
タ
ー
ク
は
、
空

母
の
極
東
派
遣
は
「
艦
隊
の
破
壊
力
を
分
断
す
る
」
と
主
張
し
、
航
空
機
を
補
給
す
る
た
め
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
空
母
を
派
遣
し
て
ほ

し
い
と
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
要
望
に
反
対
し
た
。
結
局
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
空
母
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
派
遣
せ
ず
に
同
地
へ
は
航
空
機
を

運
搬
す
る
方
法
を
実
施
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
こ
の
問
題
を
決
着
さ
せ
た
（
30
）

。
海
軍
側
の
積
極
的
協
力
を
得
ら
れ
な
い
た
め
、
マ
ー
シ

ャ
ル
は
次
第
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
よ
り
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
反
撃
の
拠
点
と
し
て
重
視
す
る
方
針
を
進
め
て
い
く
。
そ
れ
は
結
局
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
に
持
久
戦
を
強
い
る
こ
と
と
な
っ
た
。

６
　
日
本
軍
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
上
陸
作
戦

こ
の
よ
う
に
ワ
シ
ン
ト
ン
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
軍
へ
の
積
極
的
な
支
援
態
勢
を
固
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
の
に
対
し

て
、
日
本
軍
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
方
面
の
制
空
権
を
確
保
す
る
初
期
段
階
か
ら
現
地
に
上
陸
を
敢
行
す
る
本
格
的
段
階
へ
と
進
め
て
い
た
。

す
で
に
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
一
月
六
日
、
台
湾
軍
司
令
官
で
あ
っ
た
本
間
雅
晴
中
将
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
攻
略
軍
の
第
一
四

軍
（
通
称
号
「
渡
」、
第
四
八
、
第
一
六
両
師
団
、
第
六
五
旅
団
等
を
基
幹
と
す
る
総
兵
力
六
万
五
〇
〇
〇
名
）
司
令
官
に
任
命
さ
れ
、
一

〇
日
に
は
陸
軍
参
謀
総
長
の
杉
山
元
大
将
か
ら
「
作
戦
要
領
」
を
示
達
さ
れ
た
。
そ
の
中
の
「
第
一
四
軍
作
戦
計
画
概
要
」
は
次
の

よ
う
に
定
め
て
い
た
。
作
戦
目
的
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
敵
を
「
撃
破
」
し
、
そ
の
主
要
な
根
拠
を
「
覆
滅
」
す
る
こ
と
。
作
戦
方
針

は
、
陸
軍
は
海
軍
と
協
同
し
て
ル
ソ
ン
島
に
上
陸
し
、
速
や
か
に
マ
ニ
ラ
を
攻
略
し
た
の
ち
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
要
地
を
占
領
す
る
こ
と
。

作
戦
自
体
は
、
ま
ず
第
五
飛
行
集
団
が
ル
ソ
ン
島
の
敵
航
空
勢
力
を
空
襲
し
撃
滅
す
る
こ
と
か
ら
開
始
し
、
次
い
で
第
四
八
師
団

（
歩
兵
三
個
連
隊
、
捜
索
一
個
連
隊
、
山
砲
一
個
連
隊
、
野
戦
重
砲
一
個
連
隊
、
工
兵
一
個
連
隊
、
戦
車
二
個
連
隊
、
輜
重
兵
一
個
連
隊
な
ど
）

と
上
島
支
隊
（
歩
兵
一
個
連
隊
な
ど
）
が
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
上
陸
し
、
中
部
ル
ソ
ン
の
敵
を
撃
破
し
て
マ
ニ
ラ
を
攻
略
す
る
と
と
も
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に
、
第
一
六
師
団
（
歩
兵
二
個
連
隊
、
捜
索
一
個
連
隊
、
野
砲
一
個
連
隊
、
工
兵
一
個
連
隊
な
ど
）
が
ラ
モ
ン
湾
に
上
陸
し
、
南
部
ル
ソ

ン
の
敵
を
撃
破
し
て
マ
ニ
ラ
を
攻
略
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
31
）

。

要
す
る
に
、
日
本
軍
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
作
戦
（
い
わ
ゆ
る
比
島
攻
略
作
戦
）
の
方
針
は
、
ま
ず
ル
ソ
ン
島
を
占
領
し
て
マ
ニ
ラ
を
攻

略
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
作
戦
要
領
は
マ
レ
ー
作
戦
と
異
な
り
、
ま
ず
航
空
部
隊
を
も
っ
て
敵
の
航
空
勢
力
を
撃
破
し
、
次
い
で
数

個
の
先
遣
隊
を
も
っ
て
ル
ソ
ン
島
北
部
の
飛
行
場
を
占
領
し
て
、
速
や
か
に
戦
闘
お
よ
び
爆
撃
隊
を
進
出
さ
せ
、
そ
の
掩
護
の
下
に

軍
主
力
を
も
っ
て
ル
ソ
ン
北
西
岸
の
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
、
一
部
を
も
っ
て
南
東
岸
の
ラ
モ
ン
湾
に
上
陸
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
後
、

両
部
隊
は
相
呼
応
し
て
マ
ニ
ラ
に
向
っ
て
進
軍
し
、
マ
ニ
ラ
の
攻
略
を
も
っ
て
こ
の
作
戦
の
目
的
達
成
と
し
て
い
た
。
こ
の
作
戦
方

針
は
、
陸
軍
参
謀
本
部
が
長
年
作
戦
計
画
と
し
て
温
め
て
き
た
内
容
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
日
本
海
軍
が
伝
統
的
に
南
進
論
の
見
地

か
ら
米
海
軍
と
の
〝
対
決
〞
を
重
視
し
て
き
た
の
に
対
し
て
、
日
本
陸
軍
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
米
軍
を
〝
軽
視
〞
し
て
き
た
た
め
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
作
戦
は
マ
レ
ー
作
戦
と
比
較
す
る
と
「
は
る
か
に
気
楽
な
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
た
」
の
で
あ
る
（
32
）

。

一
一
月
二
四
日
か
ら
二
七
日
ま
で
台
北
で
作
戦
会
議
が
開
か
れ
、
そ
こ
で
軍
主
力
は
作
戦
開
始
か
ら
一
五
日
目
頃
に
リ
ン
ガ
エ
ン

湾
へ
上
陸
す
る
旨
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
折
、
第
一
四
軍
参
謀
長
の
前
田
正
實
中
将
は
、「
今
度
の
戦
争
は
比
島
人
を
相
手
と
す
る

の
で
は
な
く
米
国
を
相
手
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
掠
奪
、
民
家
の
焼
却
な
ど
な
い
よ
う
特
に
指
導
さ
れ
た
い
」
と
要
望
し
た
。
二

七
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
日
米
交
渉
で
「
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
」
が
提
示
さ
れ
た
。
日
本
側
は
そ
の
厳
し
い
内
容
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
は
す
で

に
対
日
戦
を
決
意
し
た
上
で
最
後
通
牒
を
提
出
し
た
と
受
け
止
め
た
。
こ
う
し
て
一
二
月
一
日
、
御
前
会
議
が
開
か
れ
、「
対
米
英

蘭
開
戦
の
件
」
に
つ
い
て
聖
断
が
下
り
、
そ
れ
か
ら
一
週
間
後
の
八
日
の
開
戦
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
南
方
軍
総
司
令

官
の
寺
内
寿
一
大
将
は
、
第
一
四
軍
な
ど
南
方
軍
の
諸
部
隊
に
対
し
て
、
各
進
攻
作
戦
を
開
始
す
る
よ
う
命
令
を
伝
達
し
た
（
33
）

。

さ
て
第
一
四
軍
の
作
戦
準
備
は
順
調
に
進
み
、
陸
上
お
よ
び
航
空
の
各
先
遣
部
隊
は
、
七
日
朝
ま
で
に
出
発
準
備
を
完
了
し
た
。

日
本
で
は
数
少
な
い
機
械
化
兵
団
と
し
て
有
名
な
第
四
八
師
団
（
土
橋
勇
逸
中
将
）
は
一
万
六
〇
〇
〇
名
で
あ
り
、
そ
の
先
遣
部
隊
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の
田
中
、
菅
野
両
支
隊
は
、
一
一
月
二
七
日
に
台
湾
の
高
雄
か
ら
出
航
、
一
二
月
初
頭
ま
で
に
馬
公
に
集
結
し
、
上
陸
訓
練
な
ど
作

戦
準
備
を
実
施
し
た
上
で
、
一
二
月
一
〇
日
か
ら
二
〇
日
に
か
け
て
ル
ソ
ン
島
北
部
の
ア
パ
リ
と
ビ
ガ
ン
、
続
い
て
レ
ガ
ス
ピ
に
上

陸
し
た
。
次
い
で
本
間
軍
司
令
官
以
下
の
主
力
約
四
万
三
〇
〇
〇
名
（
第
四
八
師
団
、
第
五
飛
行
集
団
、
船
舶
部
隊
な
ど
軍
直
轄
部
隊
）

は
、
集
合
や
乗
船
な
ど
に
相
当
な
時
間
を
費
や
し
た
が
、
第
三
艦
隊
の
護
衛
の
下
に
、
七
六
隻
の
大
輸
送
船
団
、
九
隻
の
海
軍
輸
送

船
と
と
も
に
南
進
し
、
二
一
日
に
ル
ソ
ン
島
北
西
部
の
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
到
着
し
た
。
他
方
、
第
一
六
師
団
（
森
岡
皐
中
将
）
の
主

力
約
七
〇
〇
〇
名
は
、
一
七
日
、
二
四
隻
の
輸
送
船
隊
で
奄
美
大
島
を
出
航
し
、
台
風
や
強
風
な
ど
に
翻
弄
さ
れ
た
が
、
米
航
空
機

や
潜
水
艦
の
妨
害
を
受
け
る
こ
と
な
く
南
下
し
、
二
四
日
に
は
ル
ソ
ン
島
南
東
部
の
ラ
モ
ン
湾
に
到
着
し
た
。

こ
れ
を
迎
撃
す
る
米
比
陸
軍
部
隊
は
約
一
五
万
名
で
あ
っ
た
。
主
力
は
米
比
軍
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
師
団
（
三
歩
兵
連
隊
、
二
野
戦
砲
兵

連
隊
）
の
ほ
か
、
一
歩
兵
連
隊
、
一
騎
兵
連
隊
、
二
戦
車
大
隊
（
各
Ｍ
３
戦
車
五
四
両
）、
二
野
戦
砲
兵
連
隊
、
一
沿
岸
砲
兵
連
隊
等

で
あ
り
、
ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
現
地
軍
の
一
〇
個
師
団
（
定
員
七
五
〇
〇
名
）
と
巡
警
隊
な
ど
約
一
二
万
名
で
あ
っ
た
。
数
の
上
で
は

圧
倒
的
に
優
位
な
米
比
軍
で
は
あ
っ
た
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
現
地
軍
の
各
師
団
は
戦
車
や
大
砲
な
ど
の
装
備
が
不
足
で
脆
弱
で
あ
っ
た
。

開
戦
直
後
に
第
一
四
軍
が
得
た
敵
情
報
で
は
、
米
比
軍
は
主
力
（
米
師
団
と
比
島
軍
五
個
師
団
の
各
主
力
）
を
中
部
ル
ソ
ン
に
集
結
さ

せ
て
、
日
本
軍
の
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
上
陸
作
戦
に
備
え
て
お
り
、
一
部
（
第
四
一
、
第
五
一
師
団
）
を
南
部
ル
ソ
ン
の
要
所
に
配
置
し

て
、
ラ
モ
ン
湾
か
ら
バ
タ
ン
ガ
ス
湾
に
わ
た
る
南
部
地
区
へ
の
上
陸
作
戦
に
備
え
て
い
る
、
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
既
述
の
と
お
り
、

海
軍
第
一
一
航
空
艦
隊
に
所
属
す
る
第
五
飛
行
集
団
が
ク
ラ
ー
ク
、
イ
バ
両
航
空
基
地
を
急
襲
し
、
撃
墜
し
た
も
の
、
地
上
で
炎
上

し
た
も
の
一
〇
〇
余
機
と
の
大
戦
果
を
上
げ
た
が
、
い
ま
な
お
戦
闘
機
約
三
〇
機
と
大
型
機
約
一
〇
機
の
残
存
兵
力
が
あ
る
と
敵
情

報
は
伝
え
て
い
た
（
34
）

。

二
二
日
早
朝
よ
り
、
第
四
八
師
団
の
右
翼
隊
が
ア
ゴ
ー
南
方
地
区
に
上
陸
を
開
始
し
、
ま
も
な
く
同
地
を
占
領
し
た
。
ま
た
左
翼

隊
は
ア
リ
ン
ガ
イ
付
近
に
上
陸
を
開
始
し
、
午
前
中
に
同
地
に
兵
力
を
集
結
さ
せ
た
。
左
翼
隊
の
一
部
と
し
て
上
陸
し
た
上
島
支
隊
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の
一
兵
士
は
、
上
陸
当
日
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。「
�い
よ

々い
よ

敵
前
上
陸
だ
。
波
風
が
荒
か
っ
た
が
夜
明
前
完
全
軍
装

で
甲
板
に
集
結
。
今
ま
で
お
喋
り
ば
か
り
し
て
い
た
が
、
だ
れ
一
人
と
し
て
喋
る
者
も
な
か
っ
た
。
た
だ
命
令
を
待
つ
ば
か
り
で
あ

る
。
海
は
真
っ
黒
で
波
は
高
そ
う
で
あ
る
。
…
…
命
令
が
下
り
舟
艇
に
移
乗
開
始
、
縄
梯
子
で
お
り
て
波
の
上
下
を
考
え
な
が
ら
飛

び
降
り
な
け
れ
ば
怪
我
を
す
る
。
上
陸
演
習
の
お
陰
で
皆
な
無
事
に
移
乗
が
終
わ
り
、
舟
艇
は
母
船
を
離
れ
て
い
く
。
銃
声
が
聞
こ

え
る
。
激
し
く
な
っ
て
き
た
。
…
…
〔
我
が
第
三
大
隊
は
〕
岸
の
近
く
ま
で
き
た
時
に
お
し
寄
せ
て
来
る
高
波
を
二
三
度
か
ぶ
っ
て

舟
艇
が
沈
み
、
飛
び
込
ん
だ
工
兵
隊
の
援
助
で
全
員
無
事
に
上
陸
に
成
功
。
…
…
第
一
、
第
二
大
隊
は
苦
戦
。
応
援
に
向
っ
た
が
相

当
数
の
犠
牲
者
が
出
た
模
様
で
あ
る
」。
ま
た
別
の
兵
士
は
、「
輸
送
船
を
離
れ
て
五
百
メ
ー
ト
ル
進
み
海
岸
よ
り
百
メ
ー
ト
ル
も
手

前
で
救
命
胴
衣
を
着
け
、
銃
を
頭
上
に
か
か
げ
な
が
ら
海
に
飛
び
込
み
、
ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン
散
弾
が
飛
ぶ
中
を
必
死
に
な
っ
て
海
岸
に

た
ど
り
つ
い
た
」
と
証
言
す
る
（
35
）

。

右
翼
と
左
翼
の
両
隊
は
と
も
に
順
調
に
上
陸
を
完
了
す
る
と
、
南
方
約
二
五
〇
キ
ロ
の
マ
ニ
ラ
を
目
標
と
し
て
進
撃
を
開
始
し
た
。

そ
の
際
、
左
翼
隊
の
上
島
連
隊
長
は
「〔
自
動
車
部
隊
で
あ
る
〕
第
四
八
師
団
に
負
け
る
な
と
強
行
軍
を
命
じ
、
途
中
、
自
転
車
部
隊

を
編
成
し
て
急
進
撃
を
続
け
、
見
事
に
第
四
八
師
団
よ
り
早
く
目
的
地
の
タ
ル
ラ
ッ
ク
（
約
一
〇
〇
キ
ロ
）
に
着
い
て
敵
と
激
戦
数

時
間
で
こ
れ
を
破
っ
た
の
で
す
。
一
日
平
均
二
二
キ
ロ
の
進
撃
は
ナ
チ
ス
独
軍
の
電
撃
作
戦
に
も
勝
る
と
の
評
判
」
で
あ
っ
た
。
な

お
右
翼
隊
主
力
は
、
ロ
ザ
リ
オ
付
近
を
戦
車
で
防
備
す
る
数
百
の
米
比
軍
を
駆
逐
し
て
同
地
を
占
領
、
そ
の
一
部
は
、
ア
ゴ
ー
か
ら

海
岸
道
を
南
下
し
、
サ
ン
ト
ト
ー
マ
ス
付
近
で
北
進
し
て
き
た
戦
車
約
一
五
両
を
有
す
る
米
比
軍
と
遭
遇
し
た
が
、
こ
れ
を
撃
破
し
、

続
い
て
南
下
し
た
。
他
方
、
南
部
か
ら
の
侵
攻
を
受
け
持
つ
第
一
六
師
団
は
、
二
四
日
、
大
き
な
抵
抗
を
受
け
る
こ
と
な
く
ラ
モ
ン

湾
に
上
陸
し
、
約
一
五
〇
キ
ロ
前
方
の
マ
ニ
ラ
に
向
っ
て
西
進
を
開
始
し
た
（
36
）

。

さ
て
北
部
ル
ソ
ン
地
区
に
は
、
ウ
ェ
ー
ン
ラ
イ
ト
少
将
が
指
揮
す
る
米
比
軍
約
二
万
八
〇
〇
〇
名
、
南
部
地
区
に
は
パ
ー
カ
ー
准

将
が
指
揮
す
る
米
比
軍
約
一
万
六
〇
〇
〇
名
が
い
た
が
、
訓
練
さ
れ
た
日
本
軍
の
敵
で
は
な
か
っ
た
。
米
比
軍
の
市
民
兵
は
日
本
軍
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を
見
る
や
逃
亡
を
始
め
た
。
一
週
間
を
経
た
二
九
日
頃
に
は
、
軍
主
力
は
マ
ニ
ラ
北
方
約
一
〇
〇
キ
ロ
の
カ
バ
ナ
ツ
ア
ン
へ
、
第
一

六
師
団
は
マ
ニ
ラ
南
方
約
六
〇
キ
ロ
の
サ
ン
ト
ト
ー
マ
ス
へ
と
進
出
し
た
。
こ
の
頃
、
空
中
偵
察
に
よ
る
と
、
米
比
軍
の
有
力
部
隊

は
マ
ニ
ラ
に
拠
る
こ
と
な
く
、
バ
タ
ー
ン
半
島
へ
向
っ
て
退
却
し
つ
つ
あ
る
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
37
）

。
し
か
し
日
本
軍
は
そ
れ

が
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
は
少
し
も
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

７
　
マ
ニ
ラ
か
ら
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
へ
の
退
避

で
は
日
本
軍
の
上
陸
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
軍
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
の
か
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
前
記
の
と
お
り
、
オ
レ
ン
ジ
、
レ

イ
ン
ボ
ー
両
計
画
で
規
定
さ
れ
て
き
た
「
マ
ニ
ラ
湾
の
城
砦
型
の
防
備
」
方
針
を
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
諸
島
を
積
極
的
に
防
備
す
る
」

方
針
へ
変
更
せ
よ
と
主
張
し
、
承
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
そ
れ
を
「
海
岸
線
で
日
本
軍
の
上
陸
を
撃
退
す
る
」
方
針
へ
と
転
じ

た
。
し
か
し
米
ア
ジ
ア
艦
隊
が
退
避
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
日
本
軍
先
遣
部
隊
の
上
陸
を
簡
単
に
許
し
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
上
陸
は
彼
の
戦
略
が
い
か
に
現
実
性
を
欠
い
て
い
た
か
を
暴
露
す
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

は
マ
ニ
ラ
か
ら
退
避
し
て
バ
タ
ー
ン
半
島
へ
後
退
す
る
こ
と
を
考
え
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
彼
が
古
い
と
否
定
し
た

「
オ
レ
ン
ジ
・
プ
ラ
ン
」
や
「
レ
イ
ン
ボ
ー
V
」
計
画
へ
と
後
戻
り
し
た
わ
け
で
あ
る
。
彼
は
早
く
も
日
本
軍
の
上
陸
か
ら
三
日
目

の
一
二
日
朝
、
ケ
ソ
ン
大
統
領
に
最
悪
の
事
態
に
備
え
る
た
め
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
へ
移
る
準
備
を
す
る
よ
う
に
通
告
し
た
。
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
全
軍
を
バ
タ
ー
ン
半
島
に
集
結
さ
せ
、
司
令
部
を
マ
ニ
ラ
か
ら
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
へ
移
転
し
て
、
首
都
マ
ニ
ラ
を
〝
無

防
備
都
市
〞
と
宣
言
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
（
38
）

。

一
七
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
副
官
の
ハ
フ
を
通
じ
て
、
ケ
ソ
ン
に
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
連
邦
政
府
を
マ
ニ
ラ
か
ら
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
へ
と

移
す
計
画
で
あ
る
」
と
伝
え
た
。
ハ
フ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
ケ
ソ
ン
が
陸
軍
と
と
も
に
マ
ニ
ラ
を
去
る
か
、
そ
れ
と
も
日
本
軍
の
手

に
落
ち
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
数
日
間
に
及
ぶ
議
論
の
の
ち
、
ハ
フ
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
「
〔
ケ
ソ
ン
〕
大
統
領
に
対
し
て
、
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私
は
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
に
あ
な
た
を
一
緒
に
連
れ
て
行
き
た
い
と
言
え
。
君
は
彼
を
説
得
で
き
る
ま
で
そ
こ
（
彼
の
下
）
に
い
ろ
」
と

命
令
さ
れ
た
。
そ
こ
で
ハ
フ
は
、
同
日
午
後
五
時
に
結
核
を
患
っ
て
い
た
ケ
ソ
ン
を
邸
宅
に
訪
ね
、
数
時
間
丁
寧
に
話
し
た
と
い
う
。

し
か
し
ケ
ソ
ン
は
首
府
を
去
る
こ
と
を
躊
躇
し
た
た
め
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
直
談
判
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ハ
フ
は
車
の
ラ
イ
ト
を

消
し
た
ま
ま
ケ
ソ
ン
を
連
れ
て
マ
ニ
ラ
ま
で
行
き
、
裏
口
か
ら
人
目
を
避
け
て
ホ
テ
ル
に
入
っ
た
。
そ
こ
に
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
待

っ
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
夜
九
時
で
あ
っ
た
（
39
）

。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
「
万
一
日
本
軍
が
最
大
の
兵
力
で
上
陸
し
た
場
合
、
北
部
ル
ソ
ン
軍
と
南
部
ル
ソ
ン
軍
を
分
散
さ
せ
る
の
は
賢

明
で
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
、「
自
分
の
計
画
で
は
部
隊
を
バ
タ
ー
ン
半
島
に
集
中
さ
せ
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
で
自
分
は
最
後
ま

で
戦
う
つ
も
り
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ケ
ソ
ン
は
、「
そ
の
場
合
、
な
ぜ
私
ま
で
が
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
へ
行
か
ね
ば
な

ら
な
い
の
か
」
と
質
し
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
軍
事
的
防
衛
は
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
責
任
で
あ
り
、
私
の
責
任
で
は
な
い
。
私
は
す

で
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
軍
を
貴
殿
の
下
に
置
い
て
い
る
。
…
…
も
し
私
が
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
へ
去
れ
ば
、
私
の
国
民
は
自
分
の
身
の
安
全

の
た
め
に
貴
殿
の
保
護
へ
と
走
っ
て
、
自
分
達
を
捨
て
た
と
考
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
私
に
は
で
き
な
い
」
と
反
論
し
た
。
す
る
と

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、「
そ
れ
は
単
な
る
逃
避
の
問
題
で
は
な
い
」、
ケ
ソ
ン
が
以
前
、「
マ
ニ
ラ
の
破
壊
を
避
け
マ
ニ
ラ
市
民
の
生
命

を
救
う
た
め
、
マ
ニ
ラ
を
オ
ー
プ
ン
・
シ
テ
ィ
と
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
」
旨
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
、
と
指
摘
し
た
。
ケ
ソ
ン
が

な
お
も
躊
躇
す
る
と
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
の
首
長
が
日
本
に
よ
っ
て
捕
虜
に
な
る
こ
と
を
阻
止
す
る
の
が
自
分

の
使
命
で
あ
る
」
と
本
音
を
漏
ら
し
た
。
ケ
ソ
ン
は
、「
明
日
国
会
を
召
集
し
、
彼
ら
（
議
員
た
ち
）
の
意
見
を
聞
く
。
そ
の
上
で
私

の
決
定
を
あ
な
た
に
伝
え
る
」
と
結
論
を
出
し
た
。
ハ
フ
は
、
そ
の
一
五
分
後
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
「
君
は
実
に
良
く
や
っ
た
。

す
べ
て
は
う
ま
く
い
っ
た
」
と
褒
め
ら
れ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
真
相
は
、
や
や
時
間
を
置
い
た
の
ち
、
ケ
ソ
ン
が
自
己
の

移
動
を
了
解
し
た
旨
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
伝
え
た
の
で
あ
ろ
う
（
40
）

。

他
方
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
一
二
月
二
二
日
、
次
の
よ
う
な
暗
号
電
報
を
陸
軍
省
に
送
っ
た
。「
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
上
陸
し
た
敵
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軍
は
四
個
師
団
か
ら
六
個
師
団
の
八
万
名
か
ら
一
〇
万
名
で
あ
る
。
ル
ソ
ン
で
は
約
四
万
名
の
部
隊
が
防
戦
可
能
で
あ
る
。
…
…
戦

局
が
不
利
と
な
っ
た
場
合
、
最
終
的
な
防
衛
拠
点
を
バ
タ
ー
ン
と
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
に
置
き
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
を
救
う
た
め
に
マ
ニ

ラ
と
首
都
圏
の
解
放
を
宣
言
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
私
は
高
等
弁
務
官
と
政
府
を
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
へ
避
難
さ
せ
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
を

堅
持
す
る
つ
も
り
で
あ
る
」。
こ
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
暗
号
電
報
を
見
た
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
陸
軍
長
官
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
自
軍
の

兵
力
を
実
際
の
兵
力
よ
り
も
過
剰
評
価
す
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
を
思
い
起
こ
し
た
。
同
日
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
返
信

し
、「
貴
官
の
提
言
さ
れ
た
行
動
方
針
は
承
認
さ
れ
た
。
貴
官
を
早
急
に
空
か
ら
支
援
で
き
る
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
最
大
限

再
建
の
努
力
し
て
い
る
。
昨
晩
、
七
〇
機
を
乗
せ
た
輸
送
船
団
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
到
着
し
た
。
ま
た
B
24
三
機
が
昨
日
出
発
し

た
。
B
17
三
機
も
今
日
出
発
す
る
予
定
で
あ
る
。（
と
な
れ
ば
）
総
計
八
〇
機
の
重
爆
撃
機
と
な
る
。
…
…
大
統
領
は
貴
官
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
す
べ
て
読
ん
で
お
り
、
海
軍
に
対
し
て
貴
官
を
出
来
る
限
り
支
援
す
る
よ
う
に
と
指
示
し
て
い
る
」

（
41
）

。

二
四
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
マ
ー
シ
ャ
ル
に
対
し
、
戦
況
の
悪
化
に
つ
い
て
の
暗
号
電
報
を
送
っ
た
。「
北
方
で
は
厳
し
い
戦
闘

が
続
い
て
い
る
。
マ
ニ
ラ
の
先
端
地
域
は
敵
に
よ
る
爆
撃
を
受
け
て
い
る
。
…
…
私
は
今
日
の
午
後
に
高
等
弁
務
官
と
連
邦
政
府
を

退
避
さ
せ
、『
対
空
攻
撃
、
対
地
攻
撃
の
破
壊
が
都
市
部
に
及
ば
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
マ
ニ
ラ
は
こ
こ
に
軍
事
目
的
と
い
う

特
徴
の
な
い
オ
ー
プ
ン
・
シ
テ
ィ
と
な
る
こ
と
を
宣
言
す
る
』
旨
を
発
す
る
つ
も
り
で
あ
る
」。

こ
の
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
カ
レ
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の
司
令
部
で
様
々
な
報
告
に
目
を
通
し
、
指
揮
官
や
参
謀
た
ち
と
討
議
し
た
。

サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
参
謀
長
と
は
軍
事
作
戦
に
つ
い
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
参
謀
次
長
と
は
バ
タ
ー
ン
半
島
へ
の
物
資
輸
送
と
要
地
の
爆
破
に

つ
い
て
、
ケ
ー
シ
ー
技
術
部
長
と
は
前
線
へ
の
補
給
と
交
通
路
・
橋
梁
の
破
壊
や
発
電
施
設
に
つ
い
て
相
談
し
た
。
午
前
一
一
時
、

サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
は
司
令
部
幕
僚
ら
に
対
し
て
、
同
日
夜
に
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
に
司
令
部
を
設
置
す
る
た
め
に
出
発
す
る
と
伝
え
た
。

マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
戦
闘
部
隊
と
の
連
絡
を
保
つ
た
め
と
、
北
部
と
南
部
の
両
ル
ソ
ン
軍
の
バ
タ
ー
ン
へ
の
撤
退
を
調
整
す
る
た
め
に
、

最
後
の
最
後
ま
で
マ
ニ
ラ
に
残
留
し
、
そ
の
退
避
寸
前
に
移
送
で
き
な
い
施
設
な
ど
を
爆
破
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
日
本
軍
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に
利
用
さ
せ
な
い
た
め
で
あ
る
（
42
）

。

こ
の
間
、
ハ
フ
は
移
動
の
た
め
の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
た
。
ま
ず
ケ
ソ
ン
が
持
参
す
る
荷
物
の
中
身
の
こ
と
、
次
い
で
セ
イ
ヤ
ー

高
等
弁
務
官
と
そ
の
家
族
な
ど
へ
一
連
の
注
意
を
伝
え
る
こ
と
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
の
要
望
で
ジ
ー
ン
夫
人
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ハ
フ
は
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
当
日
の
様
子
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。
ハ
フ
は

午
後
遅
く
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
「
ジ
ー
ン
と
ア
ー
サ
ー
と
ア
チ
ュ
ー
を
集
め
て
く
れ
」
と
の
指
示
を
受
け
て
、
周
囲
の
者
の
注
意

を
引
か
な
い
よ
う
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
ア
パ
ー
ト
に
着
い
た
。
す
で
に
ジ
ー
ン
は
荷
造
り
を
終
え
て
い
た
。

彼
女
は
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
に
は
自
分
の
物
を
ほ
と
ん
ど
入
れ
ず
、
多
く
の
食
糧
と
か
ア
ー
サ
ー
の
必
要
な
衣
服
を
入
れ
て
い
た
。
ま
た

四
年
前
の
結
婚
旅
行
の
時
に
着
た
茶
色
の
コ
ー
ト
を
急
い
で
引
っ
張
り
出
し
て
き
た
。
最
後
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
多
く
の
勲
章
や
メ

ダ
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
か
ら
授
与
さ
れ
た
元
帥
の
金
の
官
杖
を
も
っ
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
マ
ニ
ラ
ホ
テ
ル
の
タ
オ
ル
で
包
み
、
ス

ー
ツ
ケ
ー
ス
の
中
に
仕
舞
い
込
ん
だ
。
ハ
フ
は
そ
の
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
車
に
運
び
、
車
に
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
夫
妻
の
長
男
ア
ー
サ
ー

の
三
輪
車
も
押
し
込
ん
だ
。
ジ
ー
ン
は
全
室
の
最
後
の
点
検
を
し
、
カ
ス
ト
ロ
と
い
う
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
ボ
ー
イ
に
後
の
世
話
を
頼

ん
だ
。
そ
し
て
「
わ
れ
わ
れ
は
急
い
で
帰
っ
て
く
る
か
ら
」
と
言
っ
た
。
そ
れ
か
ら
彼
女
は
小
さ
な
ブ
ロ
ン
ズ
の
花
瓶
を
見
た
。
そ

れ
は
日
露
戦
争
の
と
き
に
日
本
の
明
治
天
皇
か
ら
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
父
親
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
花
瓶
の
底
に
は
父
ア
ー
サ

ー
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
名
前
と
日
付
と
天
皇
か
ら
の
贈
り
物
と
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
た
。「
日
本
軍
が
そ
れ
を
見
た
ら
、
多
分
わ

が
家
を
尊
敬
す
る
で
し
ょ
う
」
と
彼
女
は
半
分
笑
っ
て
言
っ
た
。
彼
女
は
息
子
の
手
を
引
い
て
「
ア
ー
サ
ー
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
に
行

く
用
意
は
？
」
と
聞
い
た
。
空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
の
で
、
三
人
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
へ
と
向
か
っ
た
（
43
）

。

ジ
ー
ン
自
身
は
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。「（
午
後
）
四
時
に
カ
ス
ト
ロ
、
シ
ド
・
ハ
フ
が
私
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
来
た
。

…
…
私
た
ち
は
後
ろ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
降
り
て
い
っ
た
。
彼
（
ハ
フ
）
は
人
々
を
驚
か
せ
た
く
な
か
っ
た
。
…
…
カ
ス
ト
ロ
が
親

切
に
も
私
の
手
を
取
っ
て
く
れ
て
、
私
た
ち
と
一
緒
に
行
き
た
が
っ
た
。
彼
は
涙
を
流
さ
ん
ば
か
り
だ
っ
た
。
で
も
将
軍
が
今
朝
カ
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ス
ト
ロ
に
、
こ
の
ア
パ
ー
ト
に
留
ま
っ
て
部
屋
を
世
話
す
る
よ
う
命
じ
た
こ
と
を
私
は
い
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

る
。
そ
こ
で
私
は
彼
を
そ
こ
に
置
い
て
い
っ
た
。
カ
ス
ト
ロ
以
外
の
少
年
た
ち
は
す
で
に
去
っ
て
い
た
。
…
…
（
息
子
の
）
ア
ー
サ

ー
は
混
乱
し
て
い
た
。
彼
は
『
マ
ミ
ー
、〔
僕
は
〕
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
を
十
分
見
て
い
る
よ
』
と
言
っ
た
。
こ
れ
は
家
に
戻
り
た
い
と

い
う
意
味
だ
っ
た
が
、
私
は
『
も
う
家
に
戻
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
』
と
言
っ
た
」

（
44
）

。

波
止
場
に
は
、
小
さ
な
蒸
気
船
の
ド
ン
・
エ
ス
テ
バ
ン
号
が
待
機
し
て
い
た
。
す
で
に
一
〇
〇
名
ほ
ど
が
乗
船
し
て
い
た
が
、
日

本
軍
機
の
攻
撃
を
恐
れ
て
暗
く
な
る
ま
で
出
発
で
き
な
か
っ
た
。
や
む
な
く
ジ
ー
ン
は
ア
ー
サ
ー
を
デ
ッ
キ
で
遊
ば
せ
た
。
午
後
六

時
、
司
令
部
の
幕
僚
た
ち
が
乗
船
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
午
後
八
時
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
が
乗
船
し
、
船
は
岸
壁
を

離
れ
た
。
午
後
一
一
時
に
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
の
北
デ
ッ
キ
に
着
き
、
二
六
マ
イ
ル
の
船
旅
は
終
わ
っ
た
（
45
）

。
そ
し
て
マ
ニ
ラ
の
「
オ

ー
プ
ン
・
シ
テ
ィ
（
非
武
装
都
市
）
宣
言
」
は
そ
の
二
日
後
の
二
六
日
に
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）

M
em

o
for

the
Sec.ofW

ar,Subj:Strategic
C

onceptofthe
Philippines

Islands,L.T
.G

erow
,O

ct.8,1941,R
G

46.

（
２
）
〈SE

C

〉M
em

o
for

the
President,Subj:E

stim
ate

ofG
round

forces
required,C

hiefofStaff,O
ct.21,1941,R

G
46.

（
３
）
〈SE

C

〉M
em

o.For
the

Sec,G
eneralStaff,

Subj:A
ir

O
ffensive

A
gainstJapan,

W
ar

D
ept.O

ffice
ofthe

C
hiefof

Staff,L.S.K
.,

N
ov.21,1941.

（
４
）
〈SE

C

〉C
onf.

in
the

O
ffice

of
the

C
hief

of
Staff,

Present:
G

en.
M

arshall,
G

ene.
A

rnold,
G

ene.
G

erow
,

C
ol.

B
undy,W

PD
,C

ol.H
andy,W

PD
,10:40

A
.M

.N
ov.26,1941.

（
５
）
〈SE
C

〉M
em

o.For
the

President,Subj:Far
E

astern
Situation,H

.R
.Stark,N

ov.27,1941;
H

and
W

riting,W
ar

D
ept.O

ffice
C

hiefofStaff,12/1/41.

（
６
）

Ibid. M
acA

rthur
and

W
ainw

right,p.6.

（
７
）

O
ralR

em
iniscences

ofB
rigadier

G
eneralC

lifford
B

luem
el,July

8,1971.

（
８
）

前
掲
書
『
比
島
攻
略
作
戦
』
二
九
頁
、
三
三
頁
、
三
九
〜
四
〇
頁
参
照
。
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（
９
）

Ibid. M
acA

rthur
and

W
ainw

right,pp.5

―6.
（
10
）

Ibid.E
ngineer

M
em

oirs
M

ajor
G

eneralH
ugh

J.C
asey,U

S
A

rm
y.

（
11
）

Ibid.O
ralR

em
iniscences

ofB
rigadier

G
eneralC

lifford
B

luem
el.

（
12
）

Ibid.M
acA

rthur
and

W
ainw

right,pp.6

―10.

（
13
）

Ibid.E
ngineer

M
em

oirs
M

ajor
G

eneralH
ugh

J.C
asey,U

S
A

rm
y.

（
14
）
〈SE

C
〉From

A
dam

s
to

U
SA

Forces
Far

E
astM

anila
PI,D

ec.7,1941,R
G

30.

（
15
）

Ibid. M
acA

rthur
and

W
ainw

right,pp.11

―15.

（
16
）

前
掲
書
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
戦
回
顧
録
（
上
）』
一
〇
頁
。

（
17
）

R
ecord

ofT
elephone

C
onversation

B
etw

een
G

en.G
erow

,W
PD

and
G

en
M

acA
rthur

in
M

anila,P.I.,D
ec

7,1941.

（
18
）

前
掲
書
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
戦
回
顧
録
（
上
）』
一
〇
頁
。
前
掲
書
『
比
島
攻
略
作
戦
』
一
一
七
〜
一
二
〇
頁
。

（
19
）

前
掲
書
『
比
島
攻
略
作
戦
』
一
一
四
〜
一
一
五
頁
。

（
20
）

同
上
書
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
戦
回
顧
録
（
上
）』
一
一
頁
。

（
21
）

O
ralR

em
iniscences

ofB
enson

G
uyton,A

ugust5,1971.

（
22
）

Ibid.
E

ngineer
M

em
oirs

M
ajor

G
eneral

H
ugh

J.
C

asey,
U

S
A

rm
y;

ibid.
M

y
F

ifteen
Y

ears
W

ith
G

eneral
M

acA
rthur,pp.35

―36.

（
23
）

前
掲
書
『
図
説
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
』
二
七
頁
参
照
。
開
戦
直
前
に
航
空
部
隊
が
得
た
米
軍
側
の
情
報
と
し
て
、
海
上
兵
力
は
四
七
隻

（
重
巡
洋
艦
二
、
軽
巡
洋
艦
一
、
水
上
機
母
艦
四
、
駆
逐
艦
一
五
、
潜
水
艦
約
二
五
）
で
あ
っ
た
。
前
掲
書
『
比
島
攻
略
作
戦
』
一
一
三

頁
参
照
。

（
24
）

前
掲
書
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
戦
回
顧
録
（
上
）』
一
一
頁
。

（
25
）

Ibid. M
acA

rthur
and

W
ainw

right,p.18.

（
26
）

前
掲
書
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
戦
回
顧
録
（
上
）』
一
三
〜
一
六
頁
参
照
。

（
27
）
〈SE

C

〉From
the

C
hiefofN

avalO
perations

to
C

hiefofStaff,U
S

A
rm

y,Subj:T
he

dangerous
strategic

situation
in

the
Pacific

O
cean,H

.R
.Stark,D

ec.11,1941.
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（
28
）
〈SE

C

〉From
the

C
hiefofStaffto

the
C

hiefofN
avalO

perations,Subj:D
efense

ofO
ahu,D

ec.12,1941.

（
29
）
〈SE

C

〉D
raftofW

PD
Study

about21
D

ec.1941,[G
eneralStrategic

R
eview

].

（
30
）

Ibid. M
acA

rthur
and

W
ainw

right,p.24.
（
31
）

前
掲
書
『
比
島
攻
略
作
戦
』
七
六
頁
参
照
。

（
32
）

井
本
熊
男
著
『
大
東
亜
戦
争
作
戦
日
誌
』（
芙
蓉
書
房
出
版
、
一
九
九
八
年
刊
）
八
六
頁
参
照
。

（
33
）

同
上
書
八
七
〜
九
〇
頁
参
照
。
第
一
四
軍
以
外
の
南
方
軍
諸
部
隊
は
、
総
司
令
部
（
東
京
）、
第
三
飛
行
集
団
（
四
個
飛
行
団
基
幹
）、

第
一
五
軍
（
三
個
師
団
基
幹
）、
第
二
五
軍
（
二
個
師
団
基
幹
）、
川
口
支
隊
（
歩
兵
四
個
大
隊
基
幹
）、
第
一
六
軍
（
一
個
師
団
と
一
個

支
隊
基
幹
）
で
あ
る
。
同
上
書
八
二
頁
。

（
34
）

同
上
書
九
一
頁
、
一
〇
一
頁
、
一
一
四
頁
、
一
四
五
〜
一
四
六
頁
参
照
。
前
掲
書
『
大
東
亜
戦
争
作
戦
日
誌
』
八
八
頁
参
照
。

（
35
）

伴
八
三
「
英
霊
の
五
十
回
忌
法
要
を
営
み
、
戦
っ
た
ア
ノ
戦
闘
の
記
憶
を
辿
る
」（
独
立
行
政
法
人
・
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
編

『
平
和
の
礎
・
恩
欠
編
第
三
巻
』

一
九
九
三
年
）
二
〜
三
頁
、
岸
本
栄
太
郎
「
比
島
バ
タ
ー
ン
攻
略
戦
」（
前
掲
書
『
平
和
の
礎
・
恩
欠

編
第
五
巻
』

一
九
九
五
年
）
一
七
八
頁
。

（
36
）

同
上
書
一
五
六
頁
参
照
。

（
37
）

同
上
書
一
四
四
頁
参
照
。

（
38
）

前
掲
書
『
大
東
亜
戦
争
作
戦
日
誌
』
八
八
頁
参
照
。

（
39
）

Ibid. M
y

Fifteen
Years

W
ith

G
eneralM

acA
rthur,p.36.

（
40
）

Ibid. M
acA

rthur
and

W
ainw

right,p.25; ibid. M
y

Fifteen
Years

W
ith

G
eneralM

acA
rthur,p.36.

（
41
）

Ibid. M
acA

rthur
and

W
ainw

right,pp.32

―34.

（
42
）

Ibid. M
acA

rthur
and

W
ainw

right,pp.36

―38.

（
43
）

Ibid. M
y

Fifteen
Years

W
ith

G
eneralM

acA
rthur,pp.37

―38.

（
44
）

Papers
ofJean

M
acA

rhur,O
ralH

istory,T
ranscript#5,R

G
13

〈T
his

interview
took

places
atthe

W
aldorfT

ow
ers

A
partm

enton
T

uesday
afternoon

on
June

19,1984

〉.

（
45
）

Ibid.M
acA

rthur
and

W
ainw

right,p.39.
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f

マ
ニ
ラ
陥
落
と
第
一
次
バ
タ
ー
ン
攻
防
戦

―
―
一
九
四
二
年
一
月
初
旬
か
ら
二
月
初
旬
ま
で
―
―

１
　
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
要
塞

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
よ
う
な
形
を
し
た
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
は
、
面
積
約
七
・
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
の
長
さ
が
約
六

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
（
頭
部
の
長
さ
が
二
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
尾
部
の
長
さ
が
三
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）、
膨
ら
ん
だ
頭
部
の
南
北
最
長
の
幅

が
二
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
ロ
ッ
ク
の
名
の
と
お
り
、
岩
質
性
の
火
山
島
で
あ
る
。
東
岸
の
マ
ニ
ラ
市
か
ら
四
一
・
六
キ
ロ
、
北

岸
の
バ
タ
ー
ン
半
島
か
ら
三
・
二
キ
ロ
と
両
者
に
近
接
し
、
マ
ニ
ラ
湾
を
包
み
込
む
よ
う
に
、
そ
の
入
口
に
位
置
す
る
た
め
、
古
く

は
一
八
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
統
治
時
代
か
ら
海
賊
の
侵
入
を
防
ぐ
税
関
の
詰
め
所
と
し
て
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
戦
略
上
重
要
な
役
割
を

担
う
島
で
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
父
ア
ー
サ
ー
が
活
躍
し
た
一
九
世
紀
末
の
米
西
戦
争
以
後
、
米
軍
保
留
地
と
し
て
徐
々
に
補

強
さ
れ
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
に
は
マ
リ
ン
タ
・
ト
ン
ネ
ル
が
ほ
ぼ
完
成
し
、
日
米
開
戦
前
に
は
島
全
体
の
要
塞
化
を
完
了

し
て
い
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
司
令
部
が
マ
ニ
ラ
か
ら
移
動
し
て
き
た
当
時
、
海
抜
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
頭
部
の
〝
ト
ッ
プ
サ
イ
ド

〞
に
は
、
直
径
三
〜
一
二
イ
ン
チ
と
い
う
大
型
の
沿
岸
砲
五
六
門
の
大
半
と
迫
撃
砲
が
据
え
ら
れ
、
南
シ
ナ
海
か
ら
の
敵
の
来
襲
に

備
え
て
西
向
き
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。
な
お
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
の
南
側
に
は
、
フ
ォ
ー
ト
・
ド
ラ
ム
、
ヒ
ュ
ー
ズ
、
フ
ラ
ン
ク
と
い

っ
た
小
さ
な
島
々
が
あ
り
、
こ
れ
ら
も
防
備
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
。

（
１
）

さ
て
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
二
月
二
四
日
に
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
に
移
動
し
た
一
行
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
を
マ
リ
ン
タ
・

ト
ン
ネ
ル
内
の
〝
ボ
ト
ム
サ
イ
ド
〞
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
過
ご
し
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
部
が
置
か
れ
る
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
幅

約
三
五
フ
ィ
ー
ト
（
約
一
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
）、
長
さ
約
一
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
（
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
）、
高
さ
約
一
二
フ
ィ
ー
ト
（
約
三
・
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六
メ
ー
ト
ル
）
あ
り
、
壁
と
天
井
は
天
然
の
石
灰
岩
で
、
床
は
粗
い
セ
メ
ン
ト
で
あ
っ
た
（
こ
の
セ
メ
ン
ト
は
日
本
か
ら
輸
入
し
て
い

た
）。
ト
ン
ネ
ル
は
二
台
の
自
動
車
が
通
れ
る
ほ
ど
の
広
さ
が
あ
り
、
そ
の
両
側
に
は
枝
分
か
れ
し
た
ト
ン
ネ
ル
が
多
数
あ
っ
た
。

司
令
部
内
で
は
約
三
〇
名
の
将
校
と
下
士
官
が
働
い
て
お
り
、
そ
の
約
三
分
の
一
は
航
空
部
隊
将
校
と
副
官
部
将
校
と
中
間
の
幕
僚
、

約
三
分
の
一
は
人
事
・
情
報
・
作
戦
・
兵
站
の
G
１
〜
G
４
各
部
長
と
次
長
、
残
り
の
約
三
分
の
一
は
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
参
謀
長
と
秘

書
の
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
軍
曹
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
二
人
の
副
官
ハ
フ
と
デ
ィ
ラ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
占
め
、
そ
の
奥
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
個
室

が
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
病
院
、
休
息
用
営
舎
、
弾
薬
庫
な
ど
が
あ
っ
た
。

（
２
）

マ
リ
ン
タ
・
ト
ン
ネ
ル
上
の
小
高
い
場
所
が
〝
ミ
ド
ル
サ
イ
ド
〞、
島
の
中
央
上
部
が
〝
ト
ッ
プ
サ
イ
ド
〞
で
、
そ
こ
に
将
校
の

営
舎
や
マ
ニ
ラ
湾
を
守
る
た
め
の
大
砲
が
あ
っ
た
。
二
日
目
の
ク
リ
ス
マ
ス
当
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
沿
岸
砲
部
隊
司
令
官
で
あ
る

ジ
ョ
ー
ジ
・
モ
ー
ア
（G

eorge
F

.
M

oore

）
少
将
の
高
台
の
家
へ
移
る
と
と
も
に
、
副
官
の
ハ
フ
に
対
し
て
、
マ
ニ
ラ
へ
戻
り
、

残
さ
れ
た
司
令
部
内
か
ら
重
要
文
書
な
ど
を
、
彼
の
ア
パ
ー
ト
か
ら
第
一
次
大
戦
中
に
使
用
し
て
い
た
コ
ル
ト
45
拳
銃
、
古
い
戦
闘

帽
、
ス
コ
ッ
チ
の
ボ
ト
ル
な
ど
を
持
ち
帰
る
よ
う
命
じ
た
。
そ
こ
で
ハ
フ
は
夜
陰
に
乗
じ
て
高
速
魚
雷
艇
で
マ
ニ
ラ
湾
を
横
断
し
、

翌
二
六
日
の
空
襲
時
、
人
気
の
な
い
マ
ニ
ラ
市
街
を
走
り
回
り
、
夜
遅
く
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
へ
戻
っ
た
。
所
要
の
物
と
ア
ー
サ
ー
用

の
ベ
ビ
ー
フ
ー
ド
も
含
ま
れ
て
い
た
。
マ
ニ
ラ
が
日
本
軍
に
よ
っ
て
制
圧
さ
れ
る
一
週
間
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
３
）

五
日
目
の
二
九
日
午
前
一
一
時
四
五
分
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
に
空
襲
警
報
が
鳴
っ
た
。
日
本
の
中
型
爆
撃
機
八
一
機
と
急
降
下
爆

撃
機
一
〇
機
が
つ
い
に
襲
来
し
た
。
日
本
軍
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
ら
の
マ
ニ
ラ
か
ら
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
へ
の
逃
亡
計
画
を
察
知
し
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
爆
撃
機
が
上
空
を
通
過
す
る
と
、
爆
弾
の
投
下
音
が
聞
こ
え
、
爆
弾
が
地
面
を
直
撃
し
た
。
ト
ッ
プ
サ
イ
ド
の
自

宅
に
い
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
敵
機
の
数
を
知
ろ
う
と
庭
へ
出
た
。
す
る
と
直
撃
弾
が
家
を
貫
き
、
彼
の
寝
室
に
当
た
り
、
建
物
す

べ
て
が
揺
れ
た
。
破
片
が
飛
ん
で
き
た
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
垣
根
の
後
ろ
に
身
を
か
わ
し
て
難
を
逃
れ
た
。
家
事
を
手
伝
う
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
少
年
の
ド
ミ
ン
ゴ
軍
曹
は
、
自
分
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
脱
い
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
頭
上
に
乗
せ
よ
う
と
し
た
。
す
る
と
、
鉄
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の
破
片
が
そ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
当
た
り
、
ド
ミ
ン
ゴ
は
手
に
怪
我
を
し
た
。
し
か
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
無
傷
で
あ
っ
た
。
長
時
間

の
空
襲
（
ハ
フ
は
三
時
間
五
七
分
に
及
ん
だ
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
日
本
軍
の
記
録
で
は
四
〇
分
）
が
終
わ
る
と
、
ト
ッ
プ
サ
イ
ド
は
破

片
だ
ら
け
と
な
っ
た
。
な
お
『
朝
日
新
聞
』
は
、「
マ
ツ
ク
ア
ー
サ
ー
大
将
は
先
日
来
の
わ
が
航
空
部
隊
の
反
復
爆
撃
に
際
し
、
爆

弾
の
破
片
を
右
肩
に
受
け
負
傷
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
」
と
報
道
し
た
（
翌
一
九
四
二
年
一
月
三
日
）
が
、
こ
れ
は
誤
報
で
あ
っ
た
。

一
方
ジ
ー
ン
夫
人
は
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
の
副
官
で
あ
る
ウ
イ
ル
ソ
ン
大
佐
（
の
ち
の
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
）
の
案
内
で
、
三
歳
の
ア

ー
サ
ー
と
家
政
婦
ア
チ
ュ
ー
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
ベ
ニ
ー
少
年
と
と
も
に
、
す
で
に
指
示
さ
れ
て
い
た
ト
ン
ネ
ル
内
の
奥
深
い
避
難

場
所
へ
と
急
い
だ
。
ジ
ー
ン
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
付
け
ず
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
を
持
参
し
な
か
っ
た
た
め
コ
ッ
ト
ン
の
ド
レ
ス
で
、
サ
ン
ダ

ル
履
き
で
あ
っ
た
。
ア
ー
サ
ー
は
ウ
イ
ル
ソ
ン
か
ら
彼
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
頭
に
か
ぶ
せ
て
も
ら
っ
て
逃
げ
た
。
空
襲
が
終
わ
り
、
先

ほ
ど
降
り
て
き
た
階
段
を
上
ろ
う
と
す
る
と
、
階
段
は
す
で
に
跡
形
も
な
く
な
っ
て
い
た
。
ジ
ー
ン
は
ど
の
よ
う
に
し
て
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
の
居
場
所
へ
戻
っ
た
か
思
い
出
せ
な
い
と
い
う
。

（
４
）

翌
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
家
族
を
、
マ
リ
ン
タ
・
ト
ン
ネ
ル
か
ら
東
へ
約
一
マ
イ
ル
離
れ
た
ボ
ト
ム
サ
イ
ド
の
小
さ
な
家
屋
へ
と

移
動
さ
せ
た
。
そ
の
近
く
に
は
ケ
ソ
ン
大
統
領
一
家
と
セ
イ
ヤ
ー
高
等
弁
務
官
一
家
の
宿
舎
も
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
家
族
に

は
ト
ン
ネ
ル
内
に
ベ
ッ
ド
が
用
意
さ
れ
て
い
た
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
も
ジ
ー
ン
も
そ
こ
で
寝
泊
り
す
る
こ
と
を
拒
ん
だ
。
副
官
の
ハ

フ
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
家
族
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
観
察
し
て
い
る
。

以
後
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
日
本
軍
の
空
襲
が
あ
る
と
、
必
ず
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
で
日
本
軍
の
攻
撃
状
況
を
見
つ
め
な
が
ら
立
ち
尽

く
し
た
。
幕
僚
の
誰
も
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
こ
の
危
険
な
場
所
か
ら
離
れ
さ
せ
よ
う
と
し
た
し
、
少
な
く
と
も
空
襲
時
に
は
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
着
用
す
る
よ
う
説
得
を
試
み
た
が
、
彼
は
ま
っ
た
く
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
幕
僚
が
防
護
用
の
大
き
な
電
話
ボ
ッ
ク

ス
を
入
口
に
置
い
た
。
し
か
し
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
ズ
ボ
ン
の
尻
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
両
手
を
入
れ
、
パ
イ
プ
を
吹
か
せ
て
、
上
空
の
爆
撃

機
を
眺
め
て
い
た
。
夫
人
の
ジ
ー
ン
は
、
空
襲
時
に
な
る
と
、
ア
ー
サ
ー
と
家
政
婦
ア
チ
ュ
ー
を
急
い
で
車
に
乗
せ
て
約
一
分
半
の
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こ
の
ト
ン
ネ
ル
ま
で
運
び
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
い
る
家
へ
戻
っ
た
。
空
襲
が
終
わ
る
と
、
彼
女
は
ま
た
車
で
戻
り
、
二
人
を
連
れ
帰

る
こ
と
を
繰
り
返
し
た
。
一
晩
に
三
、
四
回
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
ジ
ー
ン
は
決
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
一
人
に
さ
せ
な
か
っ
た
。

の
ち
に
彼
女
は
、「
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
（
の
滞
在
期
間
）
は
私
に
と
っ
て
戦
争
中
も
っ
と
も
長
い
時
間
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
三
カ
月
で
あ

っ
た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
過
ご
し
た
三
年
間
よ
り
も
長
か
っ
た
」
と
感
想
を
漏
ら
し
た
と
い
う
。
子
息
の
ア
ー
サ
ー
は
、
す
ぐ

に
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
の
生
活
に
自
分
を
合
わ
せ
て
い
っ
た
。
爆
弾
を
あ
ま
り
気
に
し
な
く
な
っ
た
。
日
が
進
む
に
連
れ
て
、
負
傷
し
た

兵
士
が
定
期
的
に
ト
ン
ネ
ル
内
の
病
院
に
運
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ジ
ー
ン
と
家
政
婦
ア
チ
ュ
ー
は
ア
ー
サ
ー
に
身
震
い
す
る
よ
う

な
シ
ー
ン
を
見
せ
ま
い
と
気
を
使
っ
た
が
、
ア
ー
サ
ー
は
大
丈
夫
で
あ
っ
た
。
島
に
は
中
国
人
の
男
性
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
洋
服
な

ど
を
仕
立
て
る
職
人
が
い
た
が
、
ア
ー
サ
ー
は
こ
の
仕
立
屋
か
ら
ケ
ソ
ン
大
統
領
ま
で
、
誰
と
で
も
仲
良
し
に
な
っ
た
。
数
週
間
後

に
は
、
彼
は
陸
軍
看
護
婦
か
ら
ア
イ
ド
ル
と
し
て
可
愛
が
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
５
）

で
は
な
ぜ
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
空
襲
時
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
付
け
ず
、
わ
が
身
を
危
険
に
さ
ら
す
よ
う
な
行
為
を
繰
り
返
し
た
の
か
。

「
私
が
外
に
出
た
の
は
決
し
て
何
も
勇
敢
を
て
ら
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
（
敵
編
隊
機
の
波
状
攻
撃
の
模
様
を
観
察
す
る
こ
と
）
は

私
の
任
務
だ
っ
た
の
だ
。
砲
台
の
射
手
や
塹
壕
の
兵
士
た
ち
も
（
身
体
を
）
露
出
し
た
と
こ
ろ
に
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
ん
な
時
に

私
が
一
緒
に
い
る
の
を
見
る
こ
と
は
彼
ら
を
よ
ろ
こ
ば
せ
た
」
と
彼
は
理
由
を
述
べ
て
い
る
。

（
６
）

自
分
は
弾
に
当
た
ら
な
い
と
固
く

信
じ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
弾
に
当
れ
ば
死
ぬ
ま
で
だ
と
覚
悟
し
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
彼
の
こ
の

恐
れ
を
知
ら
な
い
毅
然
た
る
態
度
が
部
下
を
心
酔
さ
せ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
っ
た
。

こ
の
間
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
マ
ー
シ
ャ
ル
参
謀
総
長
か
ら
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
激
励
す
る
暗
号
電
報
が
相
次
い
で
届
け
ら
れ
た
。
し
か

し
い
ず
れ
も
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
喜
ば
せ
る
内
容
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
暗
号
電
報
は
、
二
四
日
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
拠
点
と
し

て
反
撃
の
機
会
を
得
よ
う
と
い
う
構
想
が
提
示
さ
れ
、
二
六
日
に
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
レ
ッ
ト
（G

eorge
H

.
B

rett

）
少
将
が
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
そ
の
準
備
を
進
め
つ
つ
あ
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
が
極
東
空
軍
力
を
再
生
さ
せ
る
努
力
を
重
ね
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
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と
同
時
に
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
と
っ
て
は
相
性
が
悪
く
マ
ニ
ラ
を
去
っ
た
ブ
レ
ア
ト
ン
と
協
調
す
る
よ
う
求
め
て
い
た
。

（
７
）

さ
ぞ
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
に
は
不
快
で
あ
っ
た
ろ
う
。

さ
ら
に
彼
を
失
望
さ
せ
る
事
態
が
生
じ
た
。
二
六
日
に
ハ
ー
ト
少
将
率
い
る
ア
ジ
ア
艦
隊
が
、
南
方
の
艦
隊
に
加
わ
る
た
め
に
マ

ニ
ラ
を
去
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
軍
主
力
が
ル
ソ
ン
島
北
西
部
の
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
上
陸
す
る
直
前
の
二
一
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は

ワ
シ
ン
ト
ン
へ
、「
で
き
れ
ば
海
軍
を
使
っ
て
、
何
ら
か
の
示
威
行
動
を
と
り
、
敵
が
全
水
域
で
こ
の
よ
う
に
完
全
な
行
動
の
自
由

を
も
っ
て
い
る
の
を
抑
制
し
て
ほ
し
い
」
と
の
電
文
を
送
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
海
軍
側
は
そ
れ
を
冷
淡
に
斥
け
た
の
で
あ
る
。
空

軍
に
続
い
て
海
軍
に
も
去
ら
れ
、
彼
は
孤
立
無
援
の
悲
壮
感
を
抱
い
た
に
違
い
な
い
。

の
ち
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、「
海
軍
が
西
へ
の
す
ば
ら
し
い
反
撃
を
開
始
し
た
の
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
陥
落
し
た
あ
と
幾
月
も
経

っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
」
と
皮
肉
を
込
め
て
回
想
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
海
軍
少
将
が
残
余
部
隊
の
指
揮
官
と
な

り
、
二
六
日
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
へ
移
動
し
て
来
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、「
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
海
軍
の
司
令
官

ハ
ー
ト
提
督
と
私
の
間
に
は
意
見
の
食
い
違
い
が
起
こ
っ
て
い
た
。
…
…
ハ
ー
ト
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
群
島
の
命
数
は
す
で
に
尽
き
て
い

る
と
判
断
し
て
い
た
ら
し
く
、
海
軍
の
補
給
線
を
確
保
し
て
お
く
よ
う
な
努
力
は
ま
る
で
し
な
か
っ
た
。
日
本
の
封
鎖
に
対
し
て
も

抵
抗
せ
ず
、
日
本
軍
の
ル
ソ
ン
上
陸
を
阻
止
す
る
た
め
、
自
分
の
艦
船
を
危
険
に
さ
ら
す
よ
う
な
こ
と
は
拒
絶
し
た
」
と
ハ
ー
ト
提

督
を
厳
し
く
批
判
す
る
半
面
、「
だ
が
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
提
督
の
指
揮
下
に
あ
っ
た
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
の
海
軍
無
線
所
、
経
験
豊
か
な
第

四
海
兵
連
隊
、
砲
艦
三
隻
、
掃
海
艇
三
隻
、
Ｐ
Ｔ
ボ
ー
ト
六
隻
、
そ
の
他
細
々
と
し
た
も
の
は
私
の
指
揮
下
に
移
さ
れ
た
。
ロ
ッ
ク

ウ
ェ
ル
は
有
能
で
協
力
的
な
軍
人
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
の
残
り
の
期
間
、
彼
の
部
隊
は
目
立
っ
た
活
躍
を
見
せ
た
」
と
ロ
ッ
ク
ウ
ェ

ル
提
督
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
彼
は
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
、
三
カ
月
後
、
バ
タ
ー
ン
ボ
ー
イ
ズ
の
仲
間
に
加
え
ら
れ
て
コ
レ

ヒ
ド
ー
ル
島
を
脱
出
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
８
）
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２
　
日
本
軍
の
ル
ソ
ン
島
上
陸

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
日
本
軍
の
動
き
を
次
の
よ
う
に
見
て
い
た
。
ま
ず
一
二
月
一
〇
日
に
お
け
る
、
ル
ソ
ン
島
北
部
の
ア
パ
リ
と
北

西
海
岸
の
ビ
ガ
ン
へ
の
上
陸
と
、
続
く
一
二
日
の
南
部
レ
ガ
ス
ピ
へ
の
上
陸
は
い
ず
れ
も
「
単
に
予
備
的
」
で
、
こ
ち
ら
の
分
散
と

攪
乱
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
私
の
（
米
比
軍
の
）
主
力
は
日
本
軍
の
主
力
の
侵
入
に
備
え
て
待
機
さ
せ
た
」。
そ
し
て

二
二
日
、
巨
大
な
軍
団
が
三
波
の
輸
送
船
団
で
ル
ソ
ン
島
の
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
侵
入
し
て
く
る
と
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
こ
れ
を
日
本

軍
主
力
と
判
断
す
る
と
同
時
に
、
第
一
四
軍
を
率
い
る
本
間
雅
晴
将
軍
が
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
上
陸
し
た
主
力
と
ル
ソ
ン
島
南
部
の
ア

チ
モ
ナ
ン
に
上
陸
し
た
別
働
隊
と
に
よ
っ
て
、「
わ
れ
わ
れ
を
挟
み
撃
ち
す
る
戦
略
」
を
と
ろ
う
と
し
て
い
る
と
察
知
し
た
。
と
す

れ
ば
、「
こ
の
両
部
隊
が
急
速
に
接
近
す
る
と
、
私
の
主
力
部
隊
は
、
中
部
ル
ソ
ン
の
遮
蔽
物
の
少
な
い
平
野
で
、
敵
に
前
後
を
は

さ
ま
れ
て
戦
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
」。
こ
れ
を
不
利
と
認
識
し
た
彼
は
、
日
本
軍
の
敵
を
「
短
期
に
完
全
に
粉
砕
す
る
」
と
の
戦

略
を
欺
く
作
戦
を
考
え
出
す
必
要
が
あ
っ
た
。

（
９
）

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
た
だ
ち
に
案
出
し
た
の
は
、
バ
タ
ー
ン
半
島
に
全
軍
を
撤
退
さ

せ
て
そ
こ
に
立
て
こ
も
る
と
い
う
戦
略
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
別
段
新
奇
性
は
な
か
っ
た
。
こ
の
作
戦
こ
そ
彼
が
以
前
、
現
実
性
を

欠
い
て
い
る
と
非
難
し
た
「
オ
レ
ン
ジ
・
プ
ラ
ン
」
や
「
レ
イ
ン
ボ
ー
Ⅴ
」
へ
の
回
帰
に
ほ
か
な
ら
ず
、
自
ら
提
唱
し
て
い
た
フ
ィ

リ
ピ
ン
全
島
の
沿
岸
で
敵
を
撃
破
す
る
と
い
う
戦
略
の
放
棄
を
意
味
し
て
い
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
こ
の
変
節
を
何
ら
恥
じ
ず
、
何

ら
弁
解
も
せ
ず
、
そ
れ
を
ま
る
で
な
か
っ
た
も
の
の
よ
う
に
無
視
し
て
い
る
。

即
座
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
次
の
よ
う
な
防
御
計
画
を
立
て
た
。「
（
ウ
ェ
ー
ン
ラ
イ
ト
少
将
率
い
る
）
第
一
軍
団
は
、
北
は
リ
ン
ガ
エ

ン
湾
か
ら
、
南
は
バ
タ
ー
ン
半
島
の
つ
け
根
ま
で
の
広
い
中
部
平
野
で
、
次
々
に
新
し
い
防
衛
線
へ
後
退
す
る
持
久
戦
術
を
と
ら
せ

る
。
こ
の
持
久
行
動
の
援
護
の
下
に
、（
ジ
ョ
ー
ン
ズ
准
将
率
い
る
）
第
二
軍
団
は
、
マ
ニ
ラ
の
部
隊
も
南
部
や
中
部
平
野
の
部
隊
も

全
部
バ
タ
ー
ン
半
島
に
撤
退
さ
せ
る
。
…
…
こ
こ
で
日
本
軍
の
優
勢
な
空
軍
力
、
戦
車
、
大
砲
、
兵
力
に
対
抗
す
る
」。
そ
し
て
バ

タ
ー
ン
半
島
に
部
隊
を
う
ま
く
撤
収
で
き
た
の
ち
は
、「
ま
ず
南
シ
ナ
海
に
面
す
る
モ
ロ
ン
と
マ
ニ
ラ
湾
沿
岸
の
ア
ブ
ケ
イ
を
結
ぶ
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線
に
主
抵
抗
線
を
置
く
。
こ
の
線
が
敗
れ
た
ら
、
約
一
一
・
二
キ
ロ
後
方
の
防
御
線
ま
で
退
く
。
さ
ら
に
、
半
島
で
最
高
の
高
地
で

あ
る
マ
リ
ベ
レ
ス
山
脈
を
越
え
て
第
三
の
防
御
線
を
し
く
。
さ
ら
に
そ
の
後
方
、
バ
タ
ー
ン
と
は
三
・
二
キ
ロ
の
水
で
へ
だ
て
ら
れ

て
い
る
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
を
バ
タ
ー
ン
防
衛
の
補
給
基
地
に
し
、
仮
に
マ
ニ
ラ
が
陥
落
し
て
も
日
本
軍
が
マ
ニ
ラ
湾
を
使
え
な
い
よ
う

に
す
る
」。
こ
の
よ
う
な
四
段
構
え
に
よ
る
防
御
体
制
で
は
、「
私
が
（
バ
タ
ー
ン
半
島
の
）
地
形
を
知
り
尽
く
し
て
い
る
」
の
で
、

「
全
部
隊
を
最
高
度
に
操
作
で
き
る
」
と
彼
は
自
信
の
程
を
示
し
た
。

（
10
）

で
は
こ
れ
に
対
し
て
日
本
軍
は
ど
う
動
い
て
い
た
の
か
。
一
二
月
二
七
日
の
時
点
で
、
第
一
四
軍
司
令
部
は
次
の
よ
う
な
敵
情
報

を
得
て
い
た
。
①
中
部
ル
ソ
ン
の
米
比
軍
四
な
い
し
五
個
師
団
は
わ
が
軍
の
上
陸
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
が
、
第
一
一
師
団
主
力
は

バ
ク
ノ
タ
ン
、
サ
ン
フ
ァ
ン
ビ
ア
ン
間
の
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
沿
岸
で
全
滅
、
第
七
一
師
団
主
力
と
一
部
の
戦
車
、
騎
兵
部
隊
は
ロ
ザ
リ

オ
、
ボ
ボ
ナ
ン
付
近
で
全
滅
、
第
九
一
師
団
主
力
も
ポ
ソ
ル
ビ
オ
、
ビ
ナ
ロ
ナ
ン
付
近
で
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
よ
う
で
あ
り
、
イ

バ
お
よ
び
サ
ン
マ
ル
セ
リ
ノ
付
近
に
あ
っ
た
第
三
一
師
団
は
マ
リ
ベ
レ
ス
方
面
に
逐
次
後
退
中
で
あ
る
。
②
マ
ニ
ラ
に
あ
っ
た
駐
比

米
師
団
の
そ
の
後
の
行
動
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
部
は
ア
グ
ノ
河
北
岸
の
戦
闘
に
参
加
し
、
相
当
の
打
撃
を
受
け
た
模
様
で
あ
る
。

③
米
極
東
陸
軍
司
令
部
は
二
四
日
に
マ
ニ
ラ
を
脱
し
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
要
塞
に
退
避
し
た
。
④
米
比
軍
は
、
当
分
ア
メ
リ
カ
本
国
か

ら
の
増
援
を
期
待
で
き
な
い
。

軍
司
令
部
は
、
以
上
の
情
報
を
総
合
し
て
、
米
比
軍
は
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
要
塞
と
バ
タ
ー
ン
半
島
の
一
角
に
拠
っ
て
持
久
戦
を
策
す

る
こ
と
も
あ
り
う
る
と
は
判
断
し
た
が
、
依
然
、
既
定
方
針
に
基
づ
き
首
都
マ
ニ
ラ
を
速
や
か
に
攻
略
す
る
た
め
、
当
面
の
米
比
軍

を
撃
破
し
、
カ
バ
ナ
ツ
ア
ン
付
近
に
向
か
っ
て
一
挙
に
前
進
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

（
11
）

結
果
と
し
て
、
こ
れ
が
重
大
な
判
断
ミ
ス

の
第
一
歩
と
な
る
。

二
日
後
の
二
九
日
に
は
、
戦
闘
で
捕
獲
し
た
米
第
二
一
連
隊
第
一
大
隊
長
ら
に
尋
問
し
た
結
果
、
米
比
軍
は
タ
ル
ラ
ッ
ク
、
カ
バ

ナ
ツ
ア
ン
の
線
（
つ
ま
り
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
と
マ
ニ
ラ
の
ほ
ぼ
中
間
の
線
）
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
米
比
軍
は
こ
の
線
を
防
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守
し
て
い
る
間
は
マ
ニ
ラ
を
保
持
す
る
が
、
こ
の
線
が
突
破
さ
れ
れ
ば
バ
タ
ー
ン
に
撤
退
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
た
。
す

で
に
米
比
軍
の
マ
ニ
ラ
放
棄
は
既
定
方
針
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
軍
司
令
部
は
ま
だ
察
知
で
き
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た

二
七
日
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
放
送
の
傍
受
に
よ
り
、
マ
ニ
ラ
市
が
同
日
、
自
ら
非
武
装
都
市
を
宣
言
し
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
翌

二
八
日
に
は
、
東
京
の
大
本
営
か
ら
軍
司
令
部
に
「
敵
は
マ
ニ
ラ
の
無
防
備
都
市
宣
言
を
し
た
か
ら
注
意
せ
よ
」
と
の
通
報
が
届
け

ら
れ
た
。
さ
ら
に
米
比
軍
は
全
軍
需
品
を
バ
タ
ー
ン
最
南
部
の
カ
ブ
カ
ー
ベ
ン
と
マ
リ
ベ
レ
ス
に
集
結
中
で
あ
り
、
敵
の
司
令
部
が

マ
リ
ベ
レ
ス
へ
移
動
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
軍
司
令
部
は
、
米
比
軍
の
有
力
部
隊
が
バ
タ
ー
ン
半
島
へ
と
逃
げ
込
む
形
勢
を

知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
12
）

こ
の
よ
う
に
マ
ニ
ラ
攻
略
を
中
心
に
考
え
ら
れ
て
き
た
日
本
軍
と
米
比
軍
と
の
戦
局
が
明
ら
か
に
異
変
を
来
た
し
つ
つ
あ
っ
た
。

そ
こ
で
軍
司
令
部
は
、
以
後
の
作
戦
指
導
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
秋
山
航
空
主
任
参
謀
は
、「
軍
主
力
を
も
っ
て
バ
タ
ー
ン
半
島
方

面
に
突
進
し
、
退
却
中
の
米
比
軍
を
捕
捉
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
。
し
か
し
前
田
参
謀
長
を
含
む
他
の
幕
僚
は
、
大
本
営

お
よ
び
南
方
軍
よ
り
与
え
ら
れ
た
任
務
か
ら
す
れ
ば
、
方
針
転
換
は
不
適
当
で
あ
る
と
反
論
し
、
本
間
司
令
官
の
決
裁
で
「
マ
ニ
ラ

攻
略
に
全
力
を
傾
注
す
る
」
旨
の
決
定
が
下
っ
た
。
ま
た
飛
行
集
団
の
運
用
に
関
す
る
協
議
で
も
、
航
空
部
隊
側
か
ら
「
バ
タ
ー
ン

半
島
方
面
の
米
比
軍
を
攻
撃
す
べ
き
」
と
の
強
い
意
見
具
申
が
な
さ
れ
、
第
四
八
師
団
か
ら
も
「
米
比
軍
の
退
路
遮
断
の
た
め
カ
ル

ン
ピ
ッ
ト
橋
梁
爆
撃
」
を
再
三
求
め
る
意
見
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
は
り
「
全
力
を
第
四
八
、
第
一
六
両
師
団
の
マ
ニ
ラ

進
撃
に
協
力
さ
せ
る
」
こ
と
に
決
着
し
た
。
マ
ニ
ラ
付
近
の
米
比
軍
の
相
当
部
分
が
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
を
経
て
バ
タ
ー
ン
半
島
へ

退
却
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
承
知
し
な
が
ら
も
、
司
令
部
参
謀
た
ち
は
な
お
も
有
力
な
残
兵
が
マ
ニ
ラ
周
辺
を
防
守
し
て
い
る
と
信
じ

て
疑
わ
ず
、
こ
の
周
辺
地
区
で
米
比
軍
主
力
と
の
会
戦
が
起
こ
る
こ
と
を
予
想
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
13
）

こ
れ
が
重
大
な
第
二
の
誤

算
で
あ
っ
た
。

こ
の
〝
マ
ニ
ラ
突
進
〞
命
令
こ
そ
、
そ
の
後
の
日
本
軍
の
運
命
を
決
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
米
比
軍
の
動
き
を
詳
細
に
検
討
す
る
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こ
と
な
く
、
大
本
営
や
南
方
軍
の
意
向
に
沿
っ
て
の
「
迅
速
に
首
都
マ
ニ
ラ
を
攻
略
す
る
」
と
の
作
戦
決
定
は
、
米
比
軍
が
マ
ニ
ラ

周
辺
で
の
決
戦
を
避
け
て
バ
タ
ー
ン
半
島
へ
退
却
す
る
た
め
の
時
間
稼
ぎ
に
手
を
貸
し
た
と
同
然
で
あ
っ
た
。
は
た
し
て
日
本
軍
は

翌
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
一
月
二
日
に
マ
ニ
ラ
を
容
易
く
占
領
で
き
た
が
、
予
想
さ
れ
た
米
比
軍
主
力
と
の
大
会
戦
な
ど
起
こ

ら
ず
、
米
比
軍
の
大
半
を
バ
タ
ー
ン
半
島
へ
と
逃
が
す
結
果
と
な
っ
た
。
土
橋
第
四
八
師
団
長
は
「
つ
い
に
長
蛇
を
逸
す
」
と
悔
し

が
っ
た
が
、
後
の
祭
り
で
あ
っ
た
。
以
降
、
日
本
軍
の
苦
闘
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
戦
後
、
中
山
高
級
参
謀
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。「
一
二
月
二
九
日
頃
、
空
中
捜
索
に
よ
り
米
比
軍
の
大
部
隊
が
バ
タ
ー
ン
に
向
か
い
退
却
中
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

た
だ
し
当
時
は
米
比
軍
が
バ
タ
ー
ン
を
経
て
海
路
他
方
面
に
転
進
す
る
で
あ
ろ
う
と
の
判
断
が
強
く
、
バ
タ
ー
ン
に
止
ま
っ
て
真
面

目
な
抵
抗
を
試
み
る
で
あ
ろ
う
と
の
判
断
は
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
。
…
…
も
し
米
比
軍
が
バ
タ
ー
ン
へ
退
却
す
る
な
ら
ば
ド
シ
ド
シ

退
却
さ
せ
た
が
よ
い
。
そ
れ
だ
け
マ
ニ
ラ
の
占
領
が
楽
に
な
る
。
退
却
を
阻
止
し
て
、『
窮
鼠
か
え
っ
て
猫
を
か
む
』
よ
う
な
こ
と

を
さ
せ
る
の
は
策
の
得
た
も
の
で
は
な
い
と
の
考
え
で
あ
っ
た
」。

（
14
）

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
軍
は
バ
タ
ー
ン
南
部
に
踏
み
止
ま
る
こ
と
な
く
、

海
外
へ
と
逃
亡
す
る
で
あ
ろ
う
、
逃
亡
す
る
な
ら
逃
亡
さ
せ
よ
う
と
の
見
解
は
、
何
ら
根
拠
も
な
く
、
驚
く
ほ
ど
の
主
観
的
考
察
で

あ
る
。
こ
れ
が
第
三
の
誤
認
と
な
る
。

な
お
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
度
ま
で
の
参
謀
本
部
「
年
度
作
戦
計
画
細
項
」
に
は
、
米
軍
が
マ
ニ
ラ
か
ら
バ
タ
ー
ン
半
島
に

退
避
す
る
場
合
、
こ
れ
に
応
ず
る
作
戦
指
導
要
領
が
記
述
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
「
第
一
四
軍
作
戦
要
領
」
に
は
米
比
軍
の
バ
タ

ー
ン
半
島
退
避
に
何
ら
論
及
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
瀬
島
龍
三
大
本
営
参
謀
は
、「
マ
ニ
ラ
攻
略
は
、
そ
の
内
外
に
及
ぼ
す

影
響
が
き
わ
め
て
大
き
く
、
戦
争
指
導
上
の
価
値
は
非
常
に
重
視
さ
れ
た
。
加
え
る
に
、
敵
情
判
断
も
ま
た
北
部
ル
ソ
ン
で
決
戦
が

生
起
す
る
と
の
判
断
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
第
一
四
軍
の
任
務
を
、
敵
の
主
力
撃
破
と
す
る
か
、
マ
ニ
ラ
攻
略
と
い
う

土
地
の
攻
略
と
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
結
局
、
マ
ニ
ラ
攻
略
を
主
目
的
と
さ
れ
た
」
と
証
言
す
る
。

（
15
）

以
上
の
よ
う
に
日
本
軍
が
一
二
月
三
〇
日
の
時
点
で
も
、
マ
ニ
ラ
方
面
に
残
留
す
る
米
比
軍
と
、
バ
タ
ー
ン
方
面
に
退
却
す
る
米
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比
軍
と
、
ど
ち
ら
が
主
力
で
あ
る
か
を
判
定
で
き
ず
、
惰
性
の
よ
う
に
既
定
方
針
に
従
っ
た
こ
と
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
米
比
軍
に

と
っ
て
は
大
き
な
幸
運
と
な
っ
た
。
兵
力
が
乏
し
く
期
待
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
日
本
の
第
一
六
師
団
が
南
部
上
陸
後
、
予
想
の
ほ
か

順
調
に
北
進
で
き
た
の
も
、
南
部
の
米
比
軍
が
バ
タ
ー
ン
半
島
へ
猛
然
と
撤
退
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
16
）

３
　
バ
タ
ー
ン
半
島
へ
の
撤
退

こ
う
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
側
は
日
本
軍
を
欺
く
こ
と
に
成
功
し
、
一
歩
一
歩
後
退
し
な
が
ら
時
間
を
稼
ぎ
、
そ
の
間
に
多
く
の
兵

力
と
兵
站
を
バ
タ
ー
ン
半
島
に
集
積
で
き
る
よ
う
全
力
を
投
入
し
た
。
そ
の
際
、
二
つ
の
こ
と
が
重
要
な
鍵
と
な
っ
た
。
一
つ
は
、

マ
ニ
ラ
の
重
要
な
軍
需
施
設
や
軍
需
品
を
日
本
軍
に
使
用
さ
せ
な
い
よ
う
処
理
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
仕
事
は
ケ
ー
シ

ー
大
佐
が
担
当
し
た
。
彼
は
全
部
隊
が
去
っ
た
二
四
日
以
後
、
小
分
隊
を
指
揮
し
て
パ
ン
ダ
カ
ン
の
巨
大
な
石
油
施
設
を
爆
破
し
、

フ
ォ
ー
ト
・
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
や
ニ
コ
ラ
ス
の
航
空
施
設
を
破
壊
し
、
マ
ニ
ラ
湾
岸
の
倉
庫
を
燃
や
し
、
橋
・
火
力
発
電
所
・
ラ
ジ
オ

局
の
ほ
か
、
マ
ニ
ラ
鉄
道
の
二
四
両
の
蒸
気
機
関
車
の
ボ
イ
ラ
ー
も
爆
破
し
た
。
彼
は
総
計
一
五
〇
〇
万
ド
ル
も
の
財
産
を
木
っ
端

微
塵
に
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
危
険
な
作
業
を
す
べ
て
終
え
て
、
マ
ニ
ラ
陥
落
前
日
の
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
一
月
一
日

午
前
三
時
、
ケ
ー
シ
ー
は
最
後
の
司
令
部
幕
僚
と
し
て
マ
ニ
ラ
を
発
ち
、
ラ
ン
チ
で
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
へ
向
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
部

隊
と
物
資
が
カ
ル
ン
ピ
ッ
ト
橋
を
無
事
に
通
過
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
橋
は
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
の
す
ぐ
南
に
位
置
し
、

ル
ソ
ン
北
部
か
ら
マ
ニ
ラ
に
走
る
公
道
と
バ
タ
ー
ン
へ
向
か
う
公
道
と
の
接
触
点
に
あ
り
、
日
本
の
第
四
八
師
団
が
こ
れ
を
空
爆
す

る
よ
う
主
張
し
た
と
お
り
、
こ
こ
が
戦
術
的
隘
路
で
あ
っ
た
。
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
に
戻
っ
た
ば
か
り
の
ケ
ー
シ
ー
は
、
ル
ソ
ン
南
部
軍

が
無
事
に
カ
ル
ン
ピ
ッ
ト
橋
を
通
過
し
、
バ
タ
ー
ン
半
島
に
入
っ
た
こ
と
を
知
る
と
、
日
本
軍
が
こ
の
橋
を
通
過
で
き
な
い
よ
う
、

部
下
に
命
じ
て
一
日
の
午
前
六
時
一
五
分
に
こ
れ
を
爆
破
さ
せ
た
。

（
17
）

日
本
軍
も
ケ
ー
シ
ー
・
チ
ー
ム
の
巧
み
な
破
壊
活
動
に
は
瞠
目
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
次
の
よ
う
な
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。
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「
米
比
軍
の
交
通
破
壊
特
に
ア
グ
ノ
河
以
南
の
橋
の
破
壊
は
巧
妙
で
し
か
も
徹
底
的
で
、
い
ま
ま
で
も
数
百
に
の
ぼ
る
大
小
幾
多
の

橋
が
破
壊
さ
れ
た
が
、
併
行
道
路
、
鉄
道
橋
の
利
用
、
斜
板
の
構
築
お
よ
び
工
兵
隊
、
道
路
隊
の
活
動
に
よ
り
進
撃
速
度
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
さ
れ
る
こ
と
な
く
き
た
。
し
か
し
カ
ル
ン
ピ
ッ
ト
橋
の
破
壊
の
影
響
は
大
で
あ
っ
た
。
同
橋
を
通
過
す
べ
き
米
比
軍
最

後
の
部
隊
（
第
五
一
師
団
第
五
一
歩
兵
連
隊
）
は
一
月
一
日
〇
五
〇
〇
（
午
前
五
時
）
ご
ろ
通
過
し
た
の
で
、
〇
六
一
五
（
午
前
六
時
一

五
分
）
完
全
に
爆
破
さ
れ
た
」。

（
18
）

元
旦
の
早
朝
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
も
う
一
人
の
幕
僚
が
危
険
を
冒
し
て
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
に
戻
っ
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
参
謀
次
長
で

あ
る
。
彼
は
兵
站
業
務
の
責
任
者
と
し
て
日
本
軍
の
マ
ニ
ラ
進
攻
の
直
前
ま
で
、
輸
送
作
業
を
指
揮
し
た
。
脱
出
時
に
救
助
船
が
到

着
せ
ず
、
生
涯
忘
れ
得
な
い
ほ
ど
の
危
険
を
強
い
ら
れ
た
も
の
の
、
幸
い
日
本
軍
の
進
撃
が
遅
れ
た
た
め
に
九
死
に
一
生
を
得
た
の

で
あ
る
。
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
に
伴
わ
れ
て
マ
ー
シ
ャ
ル
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
報
告
す
る
と
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

し
か
し
マ
ー
シ
ャ
ル
は
一
息
つ
く
余
裕
も
な
か
っ
た
。
五
日
に
は
バ
タ
ー
ン
半
島
の
マ
リ
ベ
レ
ス
山
頂
に
通
信
施
設
を
設
置
し
、
こ

れ
を
半
島
の
司
令
部
と
す
る
仕
事
が
待
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
無
事
に
通
信
施
設
の
設
営
を
終
え
た
後
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
こ
こ
を

拠
点
と
し
て
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
と
頻
繁
に
交
信
し
、
バ
タ
ー
ン
半
島
の
情
勢
を
刻
々
と
伝
え
る
業
務
を
行
っ
た
。

（
19
）

さ
て
マ
ー
シ
ャ
ル
の
決
死
の
搬
出
作
業
以
後
、
米
比
軍
の
大
半
は
商
業
用
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
や
普
通
の
自
動
車
ば
か
り
で
な
く
、

鉄
道
、
船
な
ど
あ
ら
ゆ
る
乗
り
物
を
す
べ
て
徴
発
し
、
バ
タ
ー
ン
半
島
へ
と
物
資
、
弾
薬
、
装
備
、
医
療
品
な
ど
を
運
び
続
け
た
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
そ
の
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
叙
述
し
て
い
る
。「
パ
ー
カ
ー
将
軍
は
、
敵
の
急
追
を
押
え
る
仕
事
に
昼
夜

ぶ
っ
通
し
で
奮
闘
し
た
。
ま
た
第
一
軍
団
司
令
官
の
ウ
ェ
ー
ン
ラ
イ
ト
は
敵
の
前
進
を
で
き
る
だ
け
遅
ら
せ
る
よ
う
な
防
御
法
を
た

ち
ど
こ
ろ
に
編
み
出
し
た
。
彼
の
方
法
は
、
日
本
軍
が
全
部
隊
を
展
開
す
る
ま
で
抵
抗
し
て
、
敵
に
そ
れ
だ
け
の
時
間
を
使
わ
せ
、

敵
の
展
開
が
終
っ
た
と
み
る
や
ゆ
っ
く
り
後
退
し
て
、
そ
の
あ
と
ケ
ー
シ
ー
が
指
揮
す
る
工
兵
技
術
部
隊
が
橋
を
爆
破
し
、
道
路
に

障
害
物
を
築
く
と
い
う
や
り
方
だ
っ
た
。
こ
の
戦
術
が
何
度
も
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
た
。
…
…
血
み
ど
ろ
の
戦
い
だ
っ
た
が
、
時
間
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は
稼
げ
た
」。
ま
た
彼
は
、「
こ
の
作
戦
の
成
功
で
、
私
の
兵
力
の
大
部
分
が
バ
タ
ー
ン
半
島
に
集
結
し
て
再
編
さ
れ
、
そ
の
後
の
バ

タ
ー
ン
防
衛
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
米
比
両
軍
の
寄
せ
集
め
部
隊
が
演
じ
た
、
こ
の
水
際
立
っ
た
撤
退
ぶ
り
は
、
ど
こ
の
訓

練
と
経
験
を
積
ん
だ
師
団
に
も
劣
ら
ぬ
も
の
だ
っ
た
」
と
そ
の
成
功
ぶ
り
を
自
賛
す
る
。

そ
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
自
分
が
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
と
バ
タ
ー
ン
を
完
全
に
押
さ
え
て
い
る
限
り
、「
敵
に
マ
ニ
ラ
湾
を
使
わ
れ

る
恐
れ
は
な
か
っ
た
」、
な
ぜ
な
ら
「
敵
は
瓶
を
抱
え
た
も
の
の
、
そ
の
栓
は
私
が
握
っ
て
い
た
」
か
ら
だ
、
と
自
軍
の
優
位
性
を

強
調
し
、
自
己
の
マ
ニ
ラ
の
「
非
武
装
都
市
宣
言
（
オ
ー
プ
ン
・
シ
テ
ィ
）」
を
正
当
化
し
た
。

（
20
）

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
対
し
て
比
較
的
厳
し
い
シ
ャ
ラ
ー
教
授
も
、「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
あ
ら
か
じ
め
前
方
の
兵
站
基
地
に
補
給
物
資

を
集
積
す
る
よ
う
に
命
令
し
て
お
い
た
。
防
御
軍
は
、
日
本
軍
が
そ
の
兵
站
基
地
を
席
巻
す
る
前
に
、
大
急
ぎ
で
で
き
る
だ
け
多
く

を
回
収
し
た
。
正
規
の
米
陸
軍
部
隊
〔
フ
ィ
リ
ピ
ン
ス
カ
ウ
ト
を
含
め
〕
が
撤
収
を
総
崩
れ
に
は
し
な
か
っ
た
。
一
月
初
め
に
は
、
お

お
よ
そ
八
万
の
兵
士
、
二
万
六
千
の
民
間
人
、
相
当
量
の
物
資
が
バ
タ
ー
ン
に
到
着
し
て
い
る
」
と
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
な
ら
び
に
米

比
軍
の
迅
速
か
つ
見
事
な
移
動
ぶ
り
を
称
賛
し
て
い
る
。

（
21
）

し
か
し
実
際
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
自
賛
す
る
ほ
ど
、
ま
た
シ
ャ
ラ
ー
が
称
賛
す
る
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
よ

れ
ば
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
敵
主
力
の
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
上
陸
へ
の
読
み
は
正
し
か
っ
た
が
、
彼
の
誤
り
は
、
こ
の
日
本
軍
の
大
攻
勢
が

開
始
さ
れ
る
ま
で
、
バ
タ
ー
ン
半
島
に
撤
収
す
る
こ
と
も
な
く
、
た
だ
無
為
に
日
を
送
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
ル
ソ
ン
北
部
の

方
面
軍
を
指
揮
し
て
い
た
ウ
ェ
ー
ン
ラ
イ
ト
は
、
米
比
軍
は
す
ば
や
く
半
島
に
退
避
す
る
と
信
じ
て
い
た
。
し
か
し
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

は
躊
躇
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
マ
ニ
ラ
北
方
一
〇
〇
マ
イ
ル
の
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
沿
岸
に
部
隊
を
配
備
し
、
低
く
う
ね
っ
て
広
が
る

砂
浜
を
警
備
さ
せ
続
け
た
の
で
あ
る
。
当
時
第
五
七
歩
兵
部
隊
の
中
尉
で
、
の
ち
に
統
合
参
謀
本
部
（
J
C
S
）
議
長
に
な
っ
た
ハ

ロ
ル
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（H

arold
Johnson

）
の
意
見
で
は
、
リ
ン
ガ
エ
ン
上
陸
に
抵
抗
す
る
と
い
う
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
決
意
は

「
悲
劇
的
な
誤
り
」
で
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
古
い
パ
ッ
カ
ー
ド
に
乗
っ
て
ル
ソ
ン
を
廻
り
、
戦
え
る
と
こ
ろ
で
戦
え
と
フ
ィ
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リ
ピ
ン
国
民
を
激
励
し
て
い
た
が
、
そ
の
間
に
補
給
物
資
の
移
動
を
監
督
す
る
こ
と
も
で
き
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ル
ソ

ン
中
部
の
カ
バ
ナ
チ
ュ
ア
ン
の
物
資
集
積
所
だ
け
で
も
、
米
比
軍
の
四
年
分
の
米
な
ど
の
食
糧
が
蓄
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
こ

の
食
糧
を
移
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
大
き
な
誤
り
で
、
の
ち
に
多
く
の
者
が
飢
餓
状
態
に
陥
っ
た
責
任
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の

「
虚
栄
心
」
に
帰
す
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。

（
22
）

ま
た
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
の
沿
岸
砲
兵
隊
の
ガ
イ
ト
ン
中
尉
も
、
補
給
物
資
の
運
搬
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
た
め
に
深
刻
な
砲
弾

不
足
が
起
こ
っ
て
お
り
、
日
本
軍
に
十
分
反
撃
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
多
く
の
兵
士
が
マ
ニ
ラ
の
倉
庫
か
ら
バ
タ
ー
ン
半
島
や

コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
へ
の
軍
需
物
資
や
食
糧
の
移
動
に
失
敗
し
た
と
不
平
を
述
べ
て
い
た
と
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
23
）

と
す
れ
ば
、「
バ
タ
ー
ン
へ
撤
収
し
た
こ
と
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
防
衛
戦
で
、
私
が
行
っ
た
最
も
重
要
な
決
定
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
そ
れ
か
ら
生
じ
た
影
響
と
い
う
点
で
、
全
太
平
洋
戦
争
を
通
じ
て
の
私
の
最
も
重
大
な
決
定
の
一
つ
だ
」
と
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

の
お
お
ら
か
な
自
己
賛
辞
は
、
結
局
、
日
本
の
第
一
四
軍
司
令
部
の
誤
っ
た
先
入
観
に
基
づ
く
作
戦
ミ
ス
の
積
み
重
ね
と
、
大
本
営

や
南
方
軍
司
令
部
の
参
謀
ら
の
マ
ニ
ラ
陥
落
を
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
に
続
く
内
外
の
宣
伝
効
果
に
用
い
た
い
と
い
う
功
名
心
に
満
ち
た

政
治
優
先
主
義
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
平
然
と
復
活
さ
せ
た
「
オ
レ
ン
ジ
・
プ
ラ
ン
」

と
「
レ
イ
ン
ボ
ー
V
」
戦
略
に
基
づ
い
て
の
、
バ
タ
ー
ン
撤
収
に
向
け
た
「
野
戦
軍
司
令
官
と
将
兵
た
ち
の
見
事
な
行
動
」
に
起
因

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
24
）

４
　
マ
ニ
ラ
陥
落
と
第
一
次
バ
タ
ー
ン
攻
防
戦

東
京
の
大
本
営
陸
軍
部
は
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
一
月
三
日
、「
帝
国
陸
軍
比
島
攻
略
部
隊
は
二
日
午
後
首
都
マ
ニ
ラ
を
完

全
に
占
領
し
、
さ
ら
に
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
要
塞
お
よ
び
バ
タ
ー
ン
半
島
の
要
塞
に
拠
る
敵
に
対
し
攻
撃
を
続
行
中
な
り
」
と
発
表
し
た
。

マ
ニ
ラ
は
大
き
な
抵
抗
も
な
く
日
本
軍
の
手
に
落
ち
、
こ
こ
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
作
戦
は
目
的
を
達
成
し
た
か
に
見
え
た
。
し
か
も
マ
ニ
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ラ
を
放
棄
し
て
袋
小
路
の
よ
う
な
バ
タ
ー
ン
半
島
に
逃
げ
込
ん
だ
米
比
軍
の
運
命
は
、「
降
伏
か
潰
滅
か
」
い
ず
れ
か
で
あ
り
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
全
島
の
攻
略
も
「
時
間
の
問
題
」
と
判
断
さ
れ
た
。
当
時
の
マ
ニ
ラ
市
の
状
況
は
、
米
比
軍
と
警
察
の
撤
退
と
と
も
に
無

秩
序
状
態
と
な
っ
た
た
め
、
難
民
が
蜂
起
し
、
放
火
が
頻
発
し
、
商
店
街
は
破
壊
略
奪
を
受
け
る
な
ど
混
乱
に
陥
っ
た
が
、
二
日
に

日
本
軍
が
進
駐
し
た
こ
と
で
マ
ニ
ラ
市
の
破
壊
と
混
乱
は
収
拾
へ
と
向
っ
た
。
そ
し
て
翌
三
日
に
は
、
日
本
総
領
事
館
の
館
員
以
下

約
三
五
〇
〇
名
の
在
留
邦
人
す
べ
て
が
無
事
救
出
さ
れ
た
。「
在
留
邦
人
は
全
員
日
本
倶
楽
部
に
軟
禁
さ
れ
て
い
た
。
我
々
の
顔
を

見
て
涙
を
流
し
て
迎
え
て
く
れ
た
。
自
分
も
日
本
に
帰
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
」
と
、
一
月
一
日
未
明
に
マ
ニ
ラ
一
番
乗
り
を
果
し

た
捜
索
第
一
六
連
隊
の
一
兵
士
は
述
べ
て
い
る
。

（
25
）

こ
の
よ
う
に
日
本
軍
は
予
想
よ
り
早
く
、
ル
ソ
ン
北
部
上
陸
か
ら
一
〇
日
ほ
ど
で
マ
ニ
ラ
攻
略
の
任
務
を
達
成
し
た
。
し
か
し
そ

れ
は
決
し
て
完
全
な
マ
ニ
ラ
攻
略
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
単
な
る
マ
ニ
ラ
の
要
地
占
領
に
す
ぎ
ず
、
も
っ
と
重
要
な
米
比
軍
〝
撃
滅
〞

を
達
成
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
米
比
軍
は
大
き
な
損
害
を
被
る
こ
と
な
く
、
バ
タ
ー
ン
半
島
へ
と
撤
退
を

完
了
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
豪
語
す
る
と
お
り
、
日
本
海
軍
が
熱
望
す
る
マ
ニ
ラ
湾
の
完
全
制
圧
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
マ
ニ
ラ
湾
は
右
手
の
親
指
と
人
差
し
指
で
環
を
作
り
、
両
指
の
先
を
少
し
開
い
た
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
。
開
い
た
所
が

湾
口
で
、
西
方
に
向
い
て
お
り
、
湾
口
を
塞
ぐ
よ
う
に
し
て
親
指
の
付
け
根
に
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
が
あ
っ
た
。
湾
の
南
北
幅
は
約
六

〇
キ
ロ
で
、
東
方
の
マ
ニ
ラ
か
ら
同
島
へ
も
ほ
ぼ
同
じ
約
六
〇
キ
ロ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
人
差
し
指
の
第
一
関
節
が
バ
タ
ー
ン
半
島

で
、
長
さ
約
五
〇
キ
ロ
、
幅
約
三
〇
キ
ロ
で
あ
り
、
広
さ
は
ほ
ぼ
伊
豆
半
島
に
匹
敵
す
る
。
半
島
は
多
く
が
密
林
に
覆
わ
れ
て
お
り
、

半
島
の
北
半
分
が
ナ
チ
ブ
大
山
塊
、
南
半
分
が
マ
リ
ベ
レ
ス
、
サ
マ
ッ
ト
両
大
山
塊
で
あ
る
。
そ
の
バ
タ
ー
ン
の
陣
地
に
約
八
万
名

の
米
比
軍
が
立
て
こ
も
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
第
一
四
軍
司
令
部
は
、
す
で
に
大
半
の
米
比
軍
は
撃
破
さ
れ
て
お
り
、
残
る
兵

力
は
二
個
な
い
し
三
個
師
団
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
た
。
当
時
大
本
営
参
謀
で
あ
っ
た
井
本
熊
男
は
、「
も
と
よ
り
、
わ
が
方
に

は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
作
戦
指
導
も
、
バ
タ
ー
ン
陣
地
の
実
状
も
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
自
戒
を
込
め
て
証
言
し
て
い
る
。

（
26
）
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そ
こ
で
第
一
四
軍
司
令
部
は
、
軍
主
力
を
も
っ
て
バ
タ
ー
ン
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
軍
を
攻
撃
す
る
こ
と
を
決
し
、
そ
の
準
備
に
着
手

し
よ
う
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
矢
先
の
一
月
二
日
夕
刻
、
東
京
の
南
方
軍
総
司
令
部
か
ら
、
第
五
飛
行
集
団
を
タ
イ
方
面
へ

移
動
せ
よ
、
ま
た
第
四
八
師
団
も
蘭
印
作
戦
に
使
用
す
る
た
め
に
第
一
四
軍
か
ら
引
き
抜
い
て
転
用
せ
よ
と
の
命
令
が
届
け
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
転
用
命
令
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
、
第
一
四
軍
司
令
部
内
が
混
乱
す
る
と
同
時
に
、
大
本
営
と
南

方
軍
と
第
一
四
軍
の
三
者
間
に
紛
糾
を
生
じ
た
。
前
述
し
た
井
本
参
謀
は
、「
敵
は
も
う
大
し
た
力
は
な
い
と
思
っ
た
」
し
、「
バ
タ

ー
ン
の
地
形
も
、
米
西
戦
争
の
歴
史
も
知
ら
な
い
」
た
め
、「
命
令
を
白
紙
還
元
し
て
、
第
一
四
軍
本
来
の
全
兵
力
を
も
っ
て
、
バ

タ
ー
ン
の
処
理
ま
で
行
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
発
想
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
」
と
当
時
の
大
本
営
内
の
雰
囲
気
を
語
っ
て
い
る
。
こ
う

し
て
、
す
で
に
前
年
一
一
月
に
決
定
し
た
と
お
り
、
兵
力
の
転
用
を
実
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
第
一
四
軍
に
と
っ
て
き
わ

め
て
不
幸
な
事
態
と
な
っ
た
。
残
る
兵
力
は
、
第
一
六
師
団
（
約
七
〇
〇
〇
名
）
と
第
六
五
旅
団
（
約
七
〇
〇
〇
名
）
を
基
幹
と
す
る

地
上
部
隊
と
、
第
一
四
飛
行
隊
の
飛
行
機
約
七
〇
機
の
み
と
な
っ
た
。
軍
は
こ
の
残
存
兵
力
を
も
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
第
一
次
バ
タ
ー

ン
戦
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

（
27
）

先
発
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
、
第
六
五
旅
団
（
旅
団
長
は
奈
良
晃
中
将
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
旅
団
は
中
国
・
四
国
地
方
で
臨
時
編
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
占
領
地
守
備
を
目
的
と
し
た
関
係
上
、
そ
の
編
成
、
装
備
、
素
質
は
通
常
の
野
戦
師
団
に
比
べ
著
し
く
劣
り
、

将
校
以
下
の
大
部
分
は
応
召
者
で
、
各
隊
は
わ
ず
か
な
自
動
貨
車
を
も
つ
だ
け
で
、
輜
重
（
輸
送
部
隊
）
は
な
か
っ
た
。
奈
良
旅
団

長
は
内
地
か
ら
台
湾
へ
向
か
っ
て
出
発
す
る
直
前
、
本
間
司
令
官
か
ら
「
君
の
と
こ
ろ
は
第
二
線
兵
団
と
し
て
警
備
担
任
の
予
定
で

あ
る
か
ら
よ
ろ
し
く
」
と
い
わ
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
戦
闘
に
は
不
向
き
な
部
隊
で
あ
っ
た
。
軍
司
令
部
は
、
バ
タ
ー
ン
半
島
と
コ

レ
ヒ
ド
ー
ル
島
に
逃
げ
込
ん
だ
米
比
軍
は
二
万
〜
三
万
名
と
推
定
し
て
お
り
（
実
際
は
八
万
余
名
で
、
こ
れ
に
約
二
万
六
〇
〇
〇
名
の

避
難
民
が
加
わ
っ
て
い
た
）、
こ
う
し
た
誤
算
に
基
づ
い
て
、
火
砲
器
類
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
小
銃
だ
け
の
第
六
五
旅
団
に
バ
タ
ー

ン
攻
撃
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
日
本
軍
が
米
比
軍
を
い
か
に
甘
く
見
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
日
本
軍
の
苦
戦
は
起
こ
る
べ
く
し
て
起
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こ
っ
た
と
い
え
る
。

（
28
）

同
旅
団
の
バ
タ
ー
ン
攻
略
戦
は
一
月
九
日
に
開
始
さ
れ
た
。
旅
団
は
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
近
く
で
第
四
八
師
団
と
交
代
し
て
第
一

線
部
隊
と
な
り
、
米
比
軍
の
第
一
線
陣
地
に
攻
撃
を
加
え
た
。
し
か
し
米
比
軍
の
抵
抗
は
強
力
で
、
日
本
軍
は
進
撃
を
阻
ま
れ
、
惨

敗
す
る
部
隊
が
相
次
い
だ
。
当
時
の
戦
況
に
つ
い
て
、
前
記
の
第
九
連
隊
の
一
兵
士
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
〔
第
六
五
〕

旅
団
の
火
力
は
旧
式
の
山
砲
四
門
だ
け
重
機
関
銃
は
一
大
隊
に
六
銃
し
か
な
い
と
い
う
、
ひ
ど
い
も
の
で
し
た
。
第
九
連
隊
も
一
緒

に
戦
う
予
定
だ
っ
た
第
四
八
師
団
が
急
に
い
な
く
な
っ
て
、
代
わ
り
に
オ
ッ
サ
ン
部
隊
〔
予
備
役
の
老
兵
で
編
成
〕
と
共
同
作
戦
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
こ
れ
は
大
変
だ
な
あ
と
思
っ
た
が
、
い
づ
れ
に
し
て
も
敗
敵
を
討
伐
す
る
位
に
し
か
思

っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
一
月
九
日
、
先
づ
ナ
チ
フ
山
の
敵
陣
を
奈
良
兵
団
〔
第
六
五
旅
団
〕
が
攻
め
立
て
た
が
、
物
凄
い
ジ
ャ

ン
グ
ル
地
帯
で
、
鉄
条
網
に
囲
ま
れ
た
機
銃
陣
地
が
堅
固
に
作
ら
れ
、
そ
の
上
に
防
御
線
の
前
面
は
こ
と
ご
と
く
事
前
に
照
準
さ
れ

て
お
り
、
十
五
セ
ン
チ
榴
弾
砲
は
ね
ら
い
違
わ
ず
我
軍
を
撃
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
も
弾
は
無
尽
蔵
に
射
っ
て
き
た
の
に
は
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
に
逃
げ
込
ん
だ
が
、
そ
こ
に
も
砲
弾
が
と
ん
で
き
て
全
く
逃
げ
場
を
失
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
と
で
調
べ
た
ら
、
あ
ち
こ
ち
に
集
音
マ
イ
ク
が
仕
掛
け
ら
れ
、
そ
の
場
所
は
大
砲
の
照
準
が
決
め
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
な
お

半
島
は
戦
前
か
ら
敵
が
演
習
場
と
し
て
攻
防
戦
の
訓
練
を
し
て
い
た
所
だ
っ
た
そ
う
で
す
か
ら
、
敵
の
庭
先
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
地

理
不
案
内
の
者
が
手
探
り
で
飛
び
込
ん
で
も
勝
て
る
筈
が
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
し
た
」。

（
29
）

や
む
な
く
日
本
軍
は
マ
ニ
ラ
に
い
た
約
五
〇
〇
〇
名
の
部
隊
を
増
援
に
送
っ
た
が
、
敵
陣
は
動
揺
し
な
い
。
そ
こ
で
一
月
下
旬
、

第
一
六
師
団
の
歩
兵
二
個
大
隊
は
、
別
々
に
海
上
か
ら
バ
タ
ー
ン
半
島
の
南
部
西
岸
に
上
陸
し
て
敵
陣
の
背
後
に
進
入
し
た
が
、
い

ず
れ
も
玉
砕
し
た
。
ま
た
歩
兵
一
個
連
隊
は
危
う
く
全
滅
す
る
と
こ
ろ
を
寸
前
で
救
出
さ
れ
た
。
第
六
五
旅
団
の
損
害
は
、
将
校
の

戦
死
者
が
一
〇
％
、
負
傷
者
を
加
え
る
と
二
五
％
、
ま
た
下
士
官
と
兵
卒
の
戦
死
者
が
一
〇
％
、
負
傷
者
を
加
え
る
と
二
八
％
に
達

し
た
。
四
人
に
一
人
が
死
傷
し
た
こ
と
に
な
る
。
前
記
の
兵
士
の
回
想
を
続
け
る
。「
武
智
支
隊
は
奈
良
兵
団
の
側
面
を
攻
撃
す
る
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た
め
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
切
り
開
き
な
が
ら
進
ん
だ
が
、
一
日
に
わ
ず
か
百
メ
ー
ト
ル
し
か
進
め
な
か
っ
た
。
山
ヒ
ル
の
来
襲
に
も
悩
ま

さ
れ
夜
は
樹
の
股
に
ま
た
が
っ
て
寝
ま
し
た
。
食
糧
も
欠
乏
し
飛
行
機
か
ら
の
投
下
物
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
阻
ま
れ
て
地
上
に
届
か
な

か
っ
た
。
じ
ゃ
が
芋
を
腹
一
杯
食
べ
た
夢
を
よ
く
見
た
も
の
で
す
。
一
月
下
旬
よ
う
や
く
ナ
ブ
チ
の
堅
陣
を
突
破
し
た
兵
団
は
勇
ん

で
敵
の
第
二
線
陣
地
で
あ
る
サ
マ
ッ
ト
山
の
堅
陣
に
立
ち
向
っ
た
の
で
す
が
、
忽
ち
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
三
分
の
二
の
兵
力
を
失
っ

て
後
退
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
前
述
の
青
写
真
〔
マ
ニ
ラ
市
役
所
の
地
下
倉
庫
で
偶
然
見
つ
か
っ
た
堅
固
な
敵
陣
の

青
写
真
の
こ
と
〕
が
発
見
さ
れ
我
軍
の
首
脳
部
は
青
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
、
作
戦
の
中
止
が
決
め
ら
れ
」
た
。
大
本
営
陸
軍
部
戦
争

指
導
班
は
、
一
月
一
五
日
の
日
誌
に
、「『
バ
タ
ン
』
半
島
方
面
ノ
攻
撃
ハ
意
ノ
如
ク
進
捗
セ
ザ
ル
ガ
如
シ
其
ノ
罪
科
最
高
統
帥
部
ニ

在
リ
ヤ
第
十
四
軍
ニ
在
ル
ヤ
後
世
史
家
ニ
俟
ツ
ベ
シ
」
と
記
し
て
い
る
。

激
戦
一
カ
月
を
経
た
二
月
八
日
、
本
間
司
令
官
は
バ
タ
ー
ン
攻
撃
を
中
止
さ
せ
、「
増
援
到
着
を
待
ち
攻
撃
再
興
」
を
決
断
し
た
。

こ
れ
を
も
っ
て
第
一
次
バ
タ
ー
ン
攻
略
戦
が
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
30
）

５
　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
軍
の
善
戦
と
苦
悩

で
は
米
比
軍
は
ど
の
よ
う
な
戦
い
を
続
け
て
い
た
の
か
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
一
月
一
日
、
ワ
シ
ン
ト

ン
の
陸
軍
省
に
対
し
て
、「
バ
タ
ー
ン
の
第
一
防
衛
線
は
ア
ブ
ケ
イ
＝
マ
ウ
バ
ン
、
第
二
防
衛
線
は
ピ
ラ
ー
＝
バ
ガ
グ
、
最
後
尾
の

防
衛
線
は
リ
マ
イ
＝
パ
サ
ワ
ン
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
決
定
的
な
戦
闘
を
行
う
つ
も
り
で
あ
る
」
と
の
決
意
を
伝
え
た
。
五

日
に
は
、
前
記
の
よ
う
に
マ
ー
シ
ャ
ル
准
将
の
下
で
バ
タ
ー
ン
に
軍
司
令
部
が
設
置
さ
れ
、
バ
タ
ー
ン
情
勢
が
逐
一
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル

の
司
令
部
に
報
告
さ
れ
る
態
勢
が
整
っ
た
。
一
〇
日
朝
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
ケ
ー
シ
ー
の
助
言
を
受
け
て
初
め
て
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島

か
ら
バ
タ
ー
ン
半
島
へ
渡
り
、
各
陣
地
を
視
察
し
た
。
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
参
謀
長
と
マ
ー
カ
ッ
ト
砲
兵
部
長
と
ハ
フ
副
官
が
同
伴
し
た
。

そ
し
て
一
五
日
、
現
地
の
将
校
た
ち
を
前
に
、「
数
千
の
米
軍
と
数
百
の
軍
機
が
救
援
の
途
上
に
あ
る
」
と
演
説
し
、
全
部
隊
の
士
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気
を
鼓
舞
し
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
下
へ
日
本
軍
総
司
令
官
か
ら
の
攻
撃
の
警
告
と
と
も
に
、
降
伏
を
勧
告
す
る

書
簡
が
届
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
戦
線
の
米
比
軍
兵
士
に
向
け
た
、
降
伏
を
促
す
無
数
の
ビ
ラ
が
ま
か
れ
た
。

（
31
）

降
伏
の
勧
告
を
無
視
さ
れ
た
日
本
軍
は
、
総
攻
撃
の
火
蓋
を
切
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
よ
れ
ば
、「
日
本
軍
部
隊
は
す
さ
ま
じ

い
勢
い
の
正
面
攻
撃
で
、
ア
ブ
ケ
イ
か
ら
モ
ロ
ン
に
至
る
三
二
キ
ロ
の
戦
線
を
突
破
し
よ
う
と
つ
と
め
た
」
が
、
地
形
に
精
通
し
て

い
た
米
比
軍
が
「
正
確
な
場
所
に
砲
列
を
隠
し
て
」
お
り
、「
雄
牛
の
よ
う
に
突
進
し
て
」
き
た
敵
軍
の
側
面
を
砲
撃
し
た
結
果
、

敵
に
大
損
害
を
与
え
、「
そ
の
足
を
完
全
に
止
め
て
し
ま
っ
た
」。
こ
う
し
て
米
比
軍
は
日
本
軍
の
東
端
の
ア
ブ
ケ
イ
へ
の
攻
撃
も
、

ま
た
西
端
の
モ
ロ
ン
へ
の
「
狂
気
の
よ
う
な
」
攻
撃
も
押
し
戻
し
た
。
す
る
と
「
日
本
軍
は
損
害
を
補
う
た
め
、
輸
送
船
で
新
手
の

部
隊
を
次
々
と
送
り
込
ん
で
き
た
。
…
…
前
後
を
通
じ
一
〇
万
の
兵
員
を
補
充
」
し
た
（
前
記
の
と
お
り
、
日
本
軍
は
マ
ニ
ラ
を
警
備

す
る
第
一
六
師
団
か
ら
五
〇
〇
〇
名
を
増
派
し
た
に
す
ぎ
ず
、「
一
〇
万
の
兵
員
」
は
誤
り
）。
こ
の
日
本
軍
の
圧
力
の
前
に
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
軍
は
つ
い
に
退
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
、「
バ
ガ
ク
か
ら
オ
リ
オ
ン
に
か
け
て
の
第
二
の
防
衛
線
」
に
退
い
た
。
日
本
軍
は
こ
の

線
も
急
襲
で
突
破
し
よ
う
と
し
た
が
、
こ
れ
は
食
い
止
め
た
。

（
32
）

確
か
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
軍
は
善
戦
し
た
。
ケ
ー
シ
ー
が
率
い
る
技
術
工
兵
部
隊
は
、
い
わ
ゆ
る
ケ
ー
シ
ー
・
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
多

用
し
て
道
路
や
橋
を
爆
破
し
、
日
本
軍
の
進
攻
を
妨
げ
て
き
た
が
、
さ
ら
に
は
敵
戦
車
が
踏
め
ば
爆
発
す
る
電
気
仕
掛
け
の
爆
破
装

置
の
〝
ケ
ー
シ
ー
の
棺
桶
〞
と
か
、
竹
の
棒
の
中
に
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
や
釘
や
ガ
ラ
ス
の
破
片
な
ど
を
内
包
し
、
手
榴
弾
と
同
じ
効
果

を
も
つ
〝
ケ
ー
シ
ー
・
ク
ッ
キ
ー
〞
な
ど
を
考
案
し
て
日
本
軍
を
苦
し
め
た
の
で
あ
る
。

（
33
）

た
だ
し
既
述
の
と
お
り
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

軍
は
、
日
本
軍
の
第
一
線
部
隊
が
精
鋭
の
第
四
八
師
団
か
ら
劣
弱
な
第
六
五
旅
団
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
助
け
ら
れ
た
こ

と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
の
戦
闘
面
と
は
裏
腹
に
、
米
比
軍
内
部
で
は
深
刻
な
問
題
が
発
生
し
て
い
た
。
一
月
一
七
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
ワ
シ

ン
ト
ン
に
対
し
て
、
バ
タ
ー
ン
半
島
お
よ
び
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
で
は
食
糧
事
情
が
深
刻
化
し
て
い
る
と
の
窮
状
を
訴
え
る
電
文
を
送
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っ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
彼
は
避
難
民
の
問
題
を
指
摘
し
た
。「
日
本
軍
は
バ
タ
ー
ン
の
す
ぐ
北
の
ザ
ン
バ
レ
ス
州
か
ら

お
び
え
た
住
民
た
ち
を
私
た
ち
の
戦
線
へ
追
い
込
ん
で
、
巧
妙
に
避
難
民
の
数
を
ふ
や
し
た
。
日
本
軍
は
、
私
た
ち
が
避
難
民
に
食

糧
を
与
え
る
こ
と
を
十
分
に
知
っ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
人
道
的
な
処
置
は
、
私
た
ち
の
食
糧
の
ス
ト
ッ
ク
に
ひ
ど
く
食
い
込
ん
だ
」

と
語
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
日
本
軍
が
米
比
軍
の
食
糧
事
情
を
悪
化
さ
せ
る
目
的
で
地
元
住
民
を
バ
タ
ー
ン
へ
と
意
図
的
に
追
い
込

ん
だ
と
非
難
す
る
。

（
34
）

し
か
し
日
本
軍
は
米
比
軍
そ
の
も
の
を
二
、
三
万
名
と
誤
認
し
て
い
た
し
、
ま
し
て
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
避
難

民
が
二
万
名
以
上
も
半
島
へ
移
動
し
て
い
る
と
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
前
記
の
よ
う
な
米
比
軍
側
の
証
言
に
従
え
ば
、

マ
ニ
ラ
脱
出
時
に
あ
わ
て
ふ
た
め
い
て
、
将
兵
に
不
可
欠
な
食
糧
運
搬
を
怠
っ
た
米
比
軍
の
責
任
の
方
が
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
ま
っ
た
く
言
及
せ
ず
、
日
本
軍
の
非
人
道
的
姿
勢
に
焦
点
を
当
て
て
自
軍
の
食
糧
欠
乏
を
説
明
し
て
い

る
。
日
本
軍
の
説
明
の
巧
妙
さ
よ
り
も
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
広
報
の
巧
妙
さ
の
方
が
際
立
っ
て
い
る
。

一
方
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
で
も
食
糧
事
情
は
悪
化
し
て
い
た
。
三
月
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
と
も
に
唯
一
の
下
士
官
と
し
て
コ
レ
ヒ

ド
ー
ル
島
を
脱
出
し
た
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
軍
曹
は
、
詳
細
な
日
記
を
残
し
て
お
り
、
当
時
の
窮
状
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
一
二
月

三
〇
日
、「
ジ
ャ
ッ
プ
が
わ
れ
わ
れ
の
水
槽
タ
ン
ク
を
砲
撃
し
、
新
鮮
な
水
を
塩
ま
じ
り
に
し
て
し
ま
っ
た
。
ひ
ど
く
ま
ず
い
。
私

は
こ
の
三
日
間
夕
食
抜
き
だ
」。
一
月
一
日
、「
水
不
足
は
危
機
的
」。
同
月
一
七
日
、「
食
糧
不
足
深
刻
化
。
こ
こ
で
は
割
り
当
て
欠

如
」。
ま
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
一
行
の
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
脱
出
を
成
功
へ
と
導
い
た
バ
ル
ク
レ
ー
中
尉
は
、
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。

海
軍
か
ら
の
食
糧
の
支
給
が
な
く
な
り
、
自
分
で
何
と
か
生
活
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
あ
る
将
校
は
野
生
の
豚
を
捕
ま
え
、
一

一
一
名
の
兵
士
と
と
も
に
そ
れ
を
焼
い
て
食
べ
た
。
兵
士
た
ち
は
狂
わ
ん
ば
か
り
だ
っ
た
。
ま
た
米
を
探
し
た
。
コ
コ
ナ
ツ
と
か
コ

プ
ラ
と
か
食
べ
ら
れ
る
物
は
何
で
も
食
べ
た
。
あ
る
い
は
、
一
般
兵
士
は
ビ
タ
ミ
ン
A
の
欠
乏
で
夜
盲
症
に
な
る
者
が
多
く
、
と
く

に
沿
岸
砲
台
で
の
夜
勤
の
や
り
く
り
が
大
変
に
な
っ
た
。

（
35
）

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
一
家
も
一
般
人
と
同
じ
苦
労
を
味
わ
っ
た
。
ジ
ー
ン
夫
人
は
、「
誰
も
が
何
で
も
食
べ
ま
し
た
。
ケ
ソ
ン
の
家
族
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が
食
べ
物
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
缶
詰
の
食
料
品
だ
っ
た
。
…
…
私
た
ち
の
配
給
は
ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
っ

た
。
一
日
に
三
回
食
事
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
爆
撃
や
砲
撃
が
毎
日
で
夜
眠
れ
な
く
な
っ
た
」
と
証
言
し
て
い
る
。
す
で
に
日
本
軍

は
マ
ニ
ラ
南
方
の
カ
ビ
デ
海
軍
基
地
に
多
く
の
大
砲
を
設
置
し
、
朝
八
時
か
ら
昼
ま
で
四
イ
ン
チ
砲
を
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
に
撃
ち
込
ん

で
き
た
。
こ
の
時
間
帯
は
太
陽
光
の
反
射
の
関
係
で
カ
ビ
デ
に
据
え
付
け
ら
れ
た
大
砲
の
位
置
が
測
定
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

空
襲
も
激
し
く
、
一
月
六
日
の
再
度
の
空
襲
で
は
、
一
発
の
直
撃
弾
で
三
〇
名
が
殺
傷
さ
れ
た
。
日
本
の
爆
撃
機
は
二
万
フ
ィ
ー
ト

上
空
を
編
隊
で
飛
来
す
る
が
、
米
軍
の
高
射
砲
は
一
万
七
千
フ
ィ
ー
ト
ま
で
し
か
届
か
な
い
た
め
、
日
本
機
を
撃
墜
す
る
こ
と
が
容

易
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
内
で
は
、
傷
病
兵
が
昼
夜
を
問
わ
ず
う
め
き
声
を
あ
げ
て
い
た
。
結
核
を
患
っ
て
い
た
ケ

ソ
ン
大
統
領
は
さ
ら
に
病
状
を
悪
化
さ
せ
、
夜
に
な
る
と
彼
の
激
し
い
咳
が
ト
ン
ネ
ル
内
に
響
い
た
。
ケ
ソ
ン
を
眠
ら
せ
る
た
め
に
、

衛
生
兵
が
モ
ル
ヒ
ネ
を
注
射
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
体
重
も
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
要
塞
に
来
て
か

ら
八
週
間
足
ら
ず
の
間
に
、
二
五
ポ
ン
ド
（
一
一
キ
ロ
強
）
も
減
っ
た
。「
最
後
に
は
、
私
た
ち
は
、
日
に
一
千
カ
ロ
リ
ー
以
下
で
生

命
を
つ
な
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
そ
の
苦
し
さ
を
述
べ
て
い
る
。

（
36
）

し
か
し
ワ
シ
ン
ト
ン
の
反
応
と
い
え
ば
、
激
励
が
届
く
だ
け
で
あ
っ
た
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
か
ら
は
「
貴
下
と
貴
下
の
将
兵

の
み
ご
と
な
健
闘
ぶ
り
に
祝
意
を
表
す
る
。
私
た
ち
は
誇
り
と
理
解
と
を
も
っ
て
貴
下
を
見
守
り
、
貴
下
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
ま
た
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
陸
軍
長
官
か
ら
は
「
貴
下
将
兵
の
英
雄
的
で
巧
み
な
戦
い
ぶ
り
に
、
将
来
さ
ら
に
努
力
を

傾
け
る
よ
う
元
気
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
マ
ー
シ
ャ
ル
参
謀
総
長
か
ら
も
、
た
と
え
ば

一
月
二
三
日
に
は
、「
貴
殿
の
大
胆
な
指
導
の
下
、
米
比
軍
の
堂
々
た
る
戦
闘
は
、
す
で
に
勇
敢
な
出
来
事
と
し
て
国
家
を
鼓
舞
す

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
貴
殿
の
部
隊
の
成
功
ぶ
り
は
毎
日
ニ
ュ
ー
ス
の
ト
ッ
プ
を
飾
っ
て
い
る
」
と
の
激
励
と
称
賛
の
電
文
が
届

け
ら
れ
た
。
戦
争
開
始
か
ら
数
カ
月
を
経
て
も
、
日
本
軍
の
ク
ラ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
攻
撃
に
よ
っ
て
自
軍
の
航
空
部
隊
が
撃
滅
さ
れ

た
責
任
の
件
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
非
難
し
た
者
は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
キ
ン
メ
ル
海
軍
司
令
官
が
日
本
軍
に
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よ
る
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
攻
撃
の
責
任
を
取
ら
さ
れ
て
解
任
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
態
は
ま
っ
た
く
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

が
内
心
、
自
己
に
責
任
追
及
の
手
が
及
ぶ
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ワ
シ
ン
ト

ン
の
首
脳
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
防
衛
と
い
う
目
的
の
下
に
結
集
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
絶
賛
し
た
の
で
あ
る
。

（
37
）

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
一
月
以
降
、〝
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
熱
〞
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
ア
メ
リ
カ
全
土
を
席
巻
し
つ
つ
あ
っ
た
。
個
人
的

な
激
励
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
下
へ
殺
到
し
、
多
く
の
州
が
「
州
の
感
謝
」
を
決
議
し
た
。
こ
れ
は
、
シ
ャ
ラ
ー
教
授
に
よ
れ
ば
、

「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
芝
居
が
か
っ
た
新
聞
発
表
で
作
ら
れ
た
包
囲
ド
ラ
マ
を
反
映
し
て
い
た
。
ま
た
反
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
派
の
新
聞
は
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
宣
伝
の
た
め
に
利
用
し
よ
う
と
、
日
本
軍
に
独
力
で
立
ち
向
か
う
〝
ル
ソ
ン
の
ラ
イ
オ
ン
〞
と
か
〝
太
平
洋
の
英

雄
〞
と
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
描
い
た
。
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
全
土
の
都
市
と
町
は
、
橋
、
街
路
、
建
物
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
因
ん
だ

名
を
つ
け
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
の
指
摘
は
誇
張
で
は
な
く
、
一
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
新
聞
や
ラ
ジ
オ
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
の
英
雄
的
抵
抗
を
劇
的
に
伝
え
な
か
っ
た
日
は
一
日
と
し
て
な
か
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
部
は
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
で
の
三

カ
月
間
に
一
四
〇
回
の
新
聞
発
表
を
行
い
、
記
事
の
多
く
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
自
身
が
書
い
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
自
分
の
こ
と
に
言

及
し
て
お
り
、
あ
た
か
も
彼
が
独
力
で
日
本
軍
の
猛
攻
を
か
わ
し
、
東
京
の
戦
争
計
画
全
体
を
挫
折
さ
せ
た
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

前
線
部
隊
と
将
校
は
す
べ
て
の
面
で
信
頼
さ
れ
な
か
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
広
報
将
校
（
デ
ィ
ラ
ー
）
は
、
肯
定
的
側
面
の
み
を

強
調
し
、
彼
ら
の
新
聞
発
表
は
し
ば
し
ば
架
空
の
戦
闘
に
勝
利
し
た
と
報
じ
て
い
た
」。

（
38
）

し
か
し
状
況
が
悪
化
し
て
く
る
と
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
不
満
も
次
第
に
強
ま
り
、
そ
の
は
け
口
を
ワ
シ
ン
ト
ン
に
求
め
て
い
く
。

一
月
中
旬
頃
に
は
、
救
援
は
来
な
い
だ
ろ
う
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
悟
っ
た
。
彼
の
被
害
妄
想
と
い
う
性
癖
が
頭
を
も
た
げ
、
ル
ー
ズ

ベ
ル
ト
政
権
内
部
や
陸
軍
中
枢
部
が
自
己
を
罠
に
落
と
し
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
感
じ
始
め
る
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
そ
の
よ
う
な

心
境
を
、
ワ
シ
ン
ト
ン
と
の
極
秘
の
交
信
を
知
る
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
が
そ
の
日
記
で
次
の
よ
う
に
代
弁
し
て
い
る
。

一
月
八
日
「
〔
米
政
府
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
い
る
〕
ブ
レ
ッ
ト
を
極
東
軍
司
令
官
代
理
に
任
命
し
た
こ
と
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
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ら
ス
タ
ー
性
を
取
り
除
い
た
。
米
陸
軍
の
中
心
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
な
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
脇
の
問
題
と
化
し
て
い
る
。〝
ア

メ
リ
カ
を
第
一
に
！
〞。
米
大
統
領
は
イ
ギ
リ
ス
を
救
う
た
め
に
自
国
民
を
犠
牲
に
し
て
い
る
。
…
…
マ
ッ
ク
〔
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
略

称
〕
は
マ
ー
シ
ャ
ル
に
対
し
、
こ
の
地
域
で
海
軍
部
隊
を
も
っ
と
積
極
的
に
用
い
る
な
ど
大
胆
な
段
階
へ
と
踏
み
出
す
よ
う
強
要
し

た
」。
一
三
日
「〔
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
嫌
っ
た
〕
ブ
レ
ア
ト
ン
は
現
地
の
ト
ッ
プ
司
令
官
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
し
て
〔
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の

元
を
去
っ
た
〕
ハ
ー
ト
は
米
・
英
・
蘭
印
海
軍
の
ト
ッ
プ
司
令
官
に
任
命
さ
れ
た
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
を
含
め
て
皆
政
治
家
た
ち
だ
」。

一
八
日
「
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ラ
ジ
オ
演
説
。『
こ
の
七
二
時
間
以
内
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
状
況
に
決
定
的
な
変
化
が
起
こ
る
』
と
。
ど

う
い
う
意
味
か
」。
二
三
日
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
、
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
電
文
。
敵
は
本
気
で
撃
滅
へ
と
乗
り
出
し
た
。
海
上
で
敵
対
す
る

者
が
な
い
た
め
だ
。
わ
が
方
の
損
失
は
重
く
、
三
五
％
を
失
う
。
わ
れ
わ
れ
は
す
ぐ
に
最
後
の
拠
点
〔
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
〕
ま
で
撤

退
を
余
儀
な
く
さ
れ
よ
う
と
。
…
…
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
『
こ
れ
ほ
ど
わ
ず
か
な
軍
で
こ
こ
ま
で
戦
っ
た
も
の
は
か
つ
て
な
い
』
と
自

軍
の
行
為
を
称
賛
す
る
。
彼
は
自
ら
の
責
任
を
ワ
シ
ン
ト
ン
に
置
き
、
自
己
の
名
声
と
栄
光
を
永
遠
の
も
の
と
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

〔
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
〕
彼
が
死
亡
し
た
場
合
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
を
そ
の
後
任
と
す
る
よ
う
進
言
し
て
い
る
」。

（
39
）

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
自
身
は
、
次
の
よ
う
に
当
時
の
状
況
を
説
明
す
る
。「
一
月
一
七
日
の
電
報
を
最
後
に
、
私
は
救
援
を
訴
え
る
こ

と
を
や
め
た
。
…
…
私
は
バ
タ
ー
ン
の
兵
力
を
二
つ
の
軍
団
に
再
編
し
、
ウ
ェ
ー
ン
ラ
イ
ト
将
軍
指
揮
下
の
第
一
軍
団
を
左
翼
に
、

パ
ー
カ
ー
将
軍
指
揮
下
の
第
二
軍
団
を
右
翼
に
配
置
し
た
。
部
隊
は
塹
壕
を
掘
り
、
敵
の
き
わ
め
て
優
勢
な
砲
兵
部
隊
に
対
抗
す
る

た
め
、
雑
多
な
寄
せ
集
め
で
急
ご
し
ら
え
の
砲
兵
連
隊
が
編
成
さ
れ
た
。
当
時
海
軍
の
指
揮
下
に
あ
っ
た
第
四
海
兵
連
隊
だ
け
は
、

バ
タ
ー
ン
の
激
戦
に
投
入
せ
ず
、
予
備
隊
と
し
て
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
自
体
の
防
衛
に
当
ら
せ
た
」。
ま
た
一
月
一
三
日
に
は
、
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
高
級
副
官
部
に
対
す
る
秘
密
の
電
文
で
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
が
指
摘
し
た
と
お
り
、
敵
の
消
耗
戦
に
よ
っ
て
わ

が
軍
の
損
失
が
三
五
％
に
達
す
る
な
ど
自
軍
の
苦
戦
を
認
め
、
最
後
尾
の
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
ま
で
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
と
弱
気
の
予
想
を
す
る
と
と
も
に
、「
私
が
死
亡
し
た
場
合
、
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
参
謀
長
を
私
の
後
継
者
に
任
命
す
る
よ
う
進
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言
す
る
」
と
最
悪
の
事
態
を
示
唆
し
た
。
翌
二
四
日
に
は
、「
ル
ソ
ン
で
は
敵
が
ス
ー
ビ
ッ
ク
湾
に
新
軍
を
上
陸
さ
せ
、
私
の
左
翼

軍
を
攻
撃
し
、
沿
岸
の
多
く
の
地
点
を
攻
撃
し
て
い
る
。
そ
の
攻
撃
は
海
空
軍
に
よ
っ
て
防
護
さ
れ
て
い
る
。
私
は
こ
れ
ら
上
陸
に

対
し
て
反
攻
し
て
い
る
。
…
…
私
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
最
大
限
や
っ
て
い
る
。
ビ
サ
ヤ
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
は
変
化
な
し
」
と
ワ
シ
ン
ト

ン
に
報
告
し
た
。

（
40
）

そ
し
て
二
月
上
旬
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
長
文
の
電
文
を
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
へ
送
っ
た
。
そ
の
内
容
は
こ
れ
ま
で
の
中
で
も
っ
と
も
重

要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
冒
頭
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
状
況
は
ほ
と
ん
ど
絶
望
的
段
階
へ
と
達
し
た
。
最
終
的
な
行
動
は
避
け
ら
れ
な
い

と
私
は
思
う
」
と
指
摘
し
て
、
降
伏
す
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
そ
の
際
、
開
戦
か
ら
九
週
間
を
経
た
今
日
ま
で
「
ほ
ん
の
わ
ず
か
の

援
助
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
届
か
な
か
っ
た
。
援
助
物
資
等
は
蘭
印
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
か
ら
送
ら

れ
て
い
る
…
…
。
英
米
の
海
軍
は
最
強
の
艦
隊
を
も
ち
な
が
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
援
助
す
る
試
み
を
排
除
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
ほ
と
ん
ど
全
滅
へ
と
導
く
運
命
に
あ
る
」
と
怒
り
と
恨
み
を
ぶ
つ
け
た
。

（
41
）

も
は
や
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
軍
は
戦
闘
の
苦
し
み
以
上
に
、
疾
病
や
飢
餓
の
苦
し
み
に
あ
え
い
で
い
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
兵
は
逃
亡
し
始

め
た
。
ケ
ー
シ
ー
は
、「
配
給
は
欠
乏
し
、
バ
タ
ー
ン
で
は
配
給
は
半
分
に
な
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
軽
い
朝
食
に
軽
い
夕
食
で
、
昼

食
は
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
弾
薬
の
補
給
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
っ
た
。
マ
ラ
リ
ヤ
が
発
生
し
た
。
わ
れ
わ
れ
に
は
キ
ニ
ー
ネ
も

予
防
薬
も
な
か
っ
た
。
部
隊
は
飢
え
と
病
気
で
ど
ん
ど
ん
と
弱
ま
っ
た
。
私
の
司
令
部
は
絶
え
ず
防
衛
器
具
の
配
備
と
交
換
作
業
で

多
忙
だ
っ
た
」
と
苦
悩
を
率
直
に
明
か
し
て
い
る
。
一
月
二
七
日
に
は
、
左
翼
軍
を
率
い
る
ウ
ェ
ー
ン
ラ
イ
ト
が
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
参

謀
長
に
対
し
て
、
前
線
の
左
右
両
軍
の
撤
退
を
協
議
す
る
た
め
に
マ
ー
シ
ャ
ル
参
謀
次
長
の
派
遣
を
要
請
し
て
来
た
。
ま
た
二
月
七

日
に
は
、「
米
比
軍
の
将
軍
、
士
官
、
兵
な
ど
と
話
し
合
っ
て
も
、
す
ぐ
に
米
海
軍
や
航
空
機
が
や
っ
て
来
て
、
攻
守
を
逆
転
で
き

る
な
ど
と
信
じ
る
者
は
誰
一
人
と
し
て
い
な
い
。
…
…
彼
ら
は
救
援
が
来
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
彼
ら
の
士
気

が
ど
れ
ほ
ど
続
く
だ
ろ
う
か
」
と
の
弱
気
な
内
部
情
報
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
へ
届
け
ら
れ
た
。

（
42
）
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他
方
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
下
で
参
謀
長
を
五
年
務
め
、
そ
の
後
陸
軍
省
の
マ
ー
シ
ャ
ル
参
謀
総
長
の
下
で
フ
ィ

リ
ピ
ン
戦
線
を
担
当
し
て
い
る
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
准
将
（
W
P
D
次
長
）
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
冷
や
や
か
な
視
線
を
送
っ
て
い
た
。

彼
の
日
記
に
は
次
の
よ
う
な
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
月
一
九
日
「
本
日
私
は
六
本
の
電
文
を
用
意
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
大
き
な
〝
赤
ん
坊
〞
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
彼
を
し
て
戦
わ
せ
る
よ
う
に
努
め

て
い
る
」。
二
三
日
「
本
日
、
も
っ
と
も
華
麗
な
暗
号
電
文
の
中
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
〝
私
が
死
ん
だ
〞
場
合
の
後
継
者
を
推
薦

し
た
。
彼
は
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
を
選
ん
だ
。
こ
れ
は
彼
が
依
然
と
し
て
〝
お
べ
っ
か
使
い
（boot

lickers

）〞
を
好
む
こ
と
を
示
し
て

い
る
」。
二
九
日
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
洪
水
の
よ
う
な
交
信
を
開
始
し
た
。
そ
れ
ら
は
彼
の
方
で
〔
内
容
を
〕
拒
否
す
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
…
…
彼
は
大
海
軍
を
集
中
さ
せ
る
よ
う
論
じ
て
い
る
」。

（
43
）

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
ほ
ぼ
ワ
シ
ン
ト
ン
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
評
価
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か

を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
し
か
し
苦
境
に
陥
っ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
救
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、
こ
れ
が
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ス
テ
ィ
ム
ソ

ン
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
ら
の
ジ
レ
ン
マ
で
あ
っ
た
。
結
局
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
か
ら
脱
出
さ
せ
る

以
外
に
残
る
手
段
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
「
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
」
と
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
厳
し
く
懲
ら
し
め
、
治
め
る
者
」
と
の
意
味
で
あ
る
。
―
―
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
観
光
省

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
。

（
２
）

Ibid. M
acA

rthur
and

W
ainw

right,pp.56

―57.

（
３
）

Ibid. M
y

Fifteen
Years

W
ith

G
eneralM

acA
rthur,p.42.

（
４
）

Ibid. M
y

Fifteen
Years

W
ith

G
eneral

M
acA

rthur,p.43;Papers
of

Jean
M

acA
rthur,O

ralH
istory,T

ranscript
#5,

June
19,1984.

な
お
日
本
側
の
『
比
島
攻
略
作
戦
』
に
は
、「
爆
撃
隊
の
全
力
を
も
っ
て
１
２
０
０
か
ら
１
２
４
０
に
わ
た
り
コ
レ
ヒ
ド

ー
ル
要
塞
を
攻
撃
し
、
米
軍
高
射
砲
の
熾
烈
な
射
撃
を
冒
し
て
そ
の
軍
事
施
設
に
至
大
の
損
害
を
与
え
た
」（
同
書
一
八
七
頁
）
と
あ
り
、
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日
本
側
と
米
比
側
で
空
襲
時
間
が
大
幅
に
食
い
違
う
。
恐
ら
く
日
本
側
の
記
録
の
方
が
正
確
で
あ
ろ
う
。

（
５
）

Ibid. M
y

Fifteen
Years

W
ith

G
eneralM

acA
rthur,p.41&

p.45.
（
６
）

前
掲
書
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
戦
回
顧
録
（
上
）』
四
七
頁
。

（
７
）

M
em

o
for

the
A

djutant
G

en.M
arshall,D

ec.24,1941;<SE
C

>
M

em
o

for
the

A
djutant

G
en.,M

arshall,D
ec.26,

1941

（
８
）

Ibid. M
acA

rthur
and

W
ainw

right,pp.42

―43;

前
掲
書
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
戦
回
顧
録
（
上
）』
三
三
〜
三
四
頁
参
照
。

（
９
）

前
掲
書
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
戦
回
顧
録
（
上
）』
二
〇
〜
二
一
頁
、
二
四
頁
参
照
。

（
10
）

同
上
書
二
四
〜
二
五
頁
参
照
。
第
一
次
バ
タ
ー
ン
攻
略
の
主
力
と
な
っ
た
第
一
六
師
団
の
野
砲
兵
第
二
二
連
隊
に
所
属
し
た
一
兵
士

は
、「
米
軍
は
レ
ー
ダ
ー
網
で
日
本
軍
を
捉
え
、
木
と
木
の
間
に
電
線
を
張
り
、
こ
れ
に
触
れ
る
と
照
準
を
決
め
た
砲
が
発
射
さ
れ
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
、
ち
ょ
っ
と
や
そ
っ
と
で
は
攻
め
ら
れ
な
い
陣
地
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
狙
撃
兵
が
樹
上
か
ら
狙
い
射
ち
、
そ

う
い
う
堅
固
な
陣
地
に
加
え
、
急
峻
な
地
形
は
我
が
軍
の
攻
撃
を
阻
ん
で
い
ま
し
た
」
と
証
言
し
て
い
る
。
―
―
西
村
頼
夫
「
比
島
バ
タ

ー
ン
半
島
の
戦
い
」（
前
掲
書
『
平
和
の
礎
・
恩
欠
編
第
一
五
巻
』

二
〇
〇
五
年
）
三
五
六
〜
三
五
七
頁
。

（
11
）

前
掲
書
『
比
島
攻
略
作
戦
』
一
六
八
頁
参
照
。

（
12
）

同
上
書
一
七
八
頁
参
照
。

（
13
）

同
上
書
一
七
九
〜
一
八
一
頁
参
照
。

（
14
）

同
上
書
一
八
二
〜
一
八
四
頁
、
一
九
一
頁
参
照
。

（
15
）

同
上
書
一
八
四
頁
。

（
16
）

同
上
書
一
八
六
〜
一
八
九
頁
参
照
。

（
17
）

ケ
ー
シ
ー
に
よ
れ
ば
、
鉱
山
会
社
の
優
れ
た
鉱
山
技
術
者
が
自
主
的
に
加
わ
っ
て
く
れ
た
の
で
、
彼
ら
に
階
級
を
付
け
て
組
織
化
し
、

危
険
な
爆
破
作
業
を
行
っ
た
と
い
う
。
な
お
こ
の
爆
破
作
業
は
ケ
ー
シ
ー
・
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
と
い
わ
れ
た
。ibid.E

ngineer
M

em
oirs

M
ajor

G
eneralH

ugh
J.C

asey,U
S

A
rm

y; ibid. M
acA

rthur
and

W
ainw

right,pp.56

―57.

（
18
）

前
掲
書
『
比
島
攻
略
作
戦
』
一
九
一
頁
。

（
19
）

Ibid. M
acA

rthur
and

W
ainw

right,pp.56

―58.

前
掲
書
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
と
そ
の
幕
僚
第
１
輯
』
五
頁
参
照
。
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（
20
）

前
掲
書
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
戦
回
顧
録
（
上
）』
二
六
〜
二
九
頁
参
照
。

（
21
）

前
掲
書
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
時
代
』
九
三
〜
九
四
頁
。

（
22
）

前
掲
書
『
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
（
上
）』
二
四
三
頁
参
照
。

（
23
）

Ibid.O
ralR

em
iniscences

ofB
enson

G
uyton.

（
24
）

前
掲
書
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
戦
回
顧
録
（
上
）』
三
〇
〜
三
一
頁
参
照
。

（
25
）

前
掲
書
『
比
島
攻
略
作
戦
』
一
九
三
〜
一
九
五
頁
、
二
〇
八
〜
二
〇
九
頁
参
照
。
寺
島
貞
次
「
マ
ニ
ラ
一
番
乗
り
の
道
は
険
し
く
」

（
前
掲
書
『
平
和
の
礎
・
恩
欠
編
第
一
巻
』

一
九
九
一
年
）
一
二
一
頁
。

（
26
）

前
掲
書
『
大
東
亜
戦
争
作
戦
日
誌
』
九
〇
〜
九
一
頁
参
照
。

（
27
）

同
上
書
八
九
〜
九
〇
頁
参
照
。

（
28
）

前
掲
書
『
比
島
攻
略
作
戦
』
一
〇
四
頁
、
二
〇
四
頁
参
照
。

（
29
）

前
掲
「
比
島
バ
タ
ー
ン
攻
略
戦
」
一
七
九
頁
。

（
30
）

同
上
一
七
九
〜
一
八
〇
頁
。
軍
事
史
学
会
編
『
大
本
営
陸
軍
部
戦
争
指
導
班
機
密
戦
争
日
誌
（
上
）』（
錦
正
社
、
一
九
九
八
年
）
二

一
三
頁
、
前
掲
書
『
大
東
亜
戦
争
作
戦
日
誌
』
九
一
頁
参
照
。

（
31
）

前
掲
書
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
戦
回
顧
録
（
上
）』
四
二
頁
参
照
。

（
32
）

同
上
書
四
九
〜
五
一
頁
参
照
。

（
33
）

Ibid.E
ngineer

M
em

oirs
M

ajor
G

eneralH
ugh

J.C
asey,U

S
A

rm
y.

（
34
）

前
掲
書
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
戦
回
顧
録
（
上
）』
四
三
頁
参
照
。

（
35
）

Papers
ofPaulP.R

ogers
B

ox
1

Folder
#1,R

G
46; ibid.A

dm
iralC

harles
B

ulkeley;

前
掲
書
『
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
（
上
）』
二
五
七
頁
参
照
。

（
36
）

Ibid.Papers
of

Jean
M

acA
rthur,O

ral
H

istory,T
ranscript

#5;
ibid.

M
y

Fifteen
Years

W
ith

G
eneral

M
acA

rthur,
p.48;

ibid.Papers
of

Paul
P.R

ogers
B

ox
1

Folder
#1;

ibid.E
ngineer

M
em

oirs
M

ajor
G

eneral
H

ugh
J.C

asey,U
S

A
rm

y.

前
掲
書
『
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
（
上
）』
二
五
七
〜
二
五
八
頁
、
前
掲
書
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
戦
回
顧
録
（
上
）』
四
四
頁

参
照
。
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（
37
）
〈SE

C

〉From
M

arshallto
G

en.M
acA

rthur,Jan.23,1942,R
G

46.

前
掲
書
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
時
代
』
九
四
頁
参
照
。

（
38
）

前
掲
書
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
戦
回
顧
録
（
上
）
』
五
一
〜
五
三
頁
、
前
掲
書
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
時
代
』
九
三
〜
九
四
頁
、
一
〇
〇

頁
参
照
。

（
39
）

Ibid.Papers
ofPaulP.R

ogers
B

ox
1

Folder
#1.

（
40
）

前
掲
書
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
戦
回
顧
録
（
上
）
』
四
一
頁
参
照
。〈SE

C
,

P
R

IO

〉M
acA

rthur
to

A
G

W
A

R
,

Jan.
23,

1942;

〈SE
C

,Priority
〉M

acA
rthur

to
A

G
W

A
R

,Jan.24,1942.

（
41
）
〈SE

C

〉M
acA

rthur
to

R
oosevelt,no

date.

（
42
）

Ibid.E
ngineer

M
em

oirs
M

ajor
G

eneralH
ugh

J.C
asey,U

S
A

rm
y;

J.M
.W

ainw
right,

G
iven

to
C

ol.T
rayw

ick
verbally

atG
en.W

ainw
right’s

C
P,4:30

PM
Jan.27,1942;

M
em

o.For
G

en.M
acA

rthur,Feb.7,1942.

（
43
）

Ibid. T
he

E
isenhow

er
D

iaries,pp.44,46,47.
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